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太線内は河川区域

番号は河口からの調査区間番号



繕灘
㌻∫態 灘

第3回 調査(]985年)010002000m
lll慶1

天塩川の河川改修(河 口か ら48～57㎞)

第2回 調査ては大きな蛇行を描いていた区間か、第3回 調査ては河川改修により

直線化 している。

この地図は、国土地理院発行の2万5千 分の1地 形図

{問寒別)を 使用 したものてある。



第2回 調査(1979年)

太線内は河川区域

番号は河口からの調査区間番号
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灘無
第3回 調査(1985年) 010002000m

一

釧路川の河川改修(河 口から43～52㎞)

湿原の中を流れる釧路川の中流部では、蛇行流路が河川改修により直線化 している。

この地図は、国土地理院発行の2万5千 分の1地 形図

(五十石)を 使用 したものである。





は じ め に

この報告書は、環境庁自然保護局よりアジァ航測株式会社が請負 った、r第3回 自然環

境保全基礎調査、河川調査集計整理業務 』についてその結果をとりまとめたものである。

この集計整理業務は、全国の主要河川を対象として、環境庁の定める調査要綱に基づい

て各都道府県が実施 した調査の報告をもとに、わが国の主要河川の自然性の現況及び利用

の状況、並びにそれ らの経年変化等を把握することを目的として行つたものである。

昭和62年3月

ア ジ ア 航 測 株 式 会 社
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調 査 結 果 の 概 要

1.調 査 の目的

河川調査は、わが国の河川の自然性の現況及び利用の状況を把握する目的で、第2回 自然

環境保全基礎調査(昭和54年 度実施)'で調査した全国の一級河llの幹川等を対象として、河川

の改変状況、原生流域の状況、魚類の生息状況等を調査したものである。

2.調 査 方 法

河川調査は、昭和60年度に環境庁が都道府県に委託 して実施 したもので、環境庁の定める

調査要綱に準拠して、資料調査、現地調査、聞ぎとり調査等を行 った。

3.全 国 集 計

河川調査集計整理業務は,各 都道府県の 「河川調査報告書」に記載されたデータについて

基礎的な集計を行い、調査対象河川の現況及び第2回 自然環境保全基礎調査以降の変化傾向

を把握 しようとしたものである。

本作業では、個々の測ll単位のほか、主要島喚と流入海域を組み合わせて命名 した水系群

という単位でも集計を行い、河川ρ地域特性の把握に努めた。

4.全 国集計結果の概要

(1)調 査対象河川

・ 調査対象河川は全国109の 一級河川の幹川、一級河川の主要な3支 川及び沖縄県の

浦内川(計113河 川)で あり、第3回 調査の調査区間数は計11,412区 間(1区 間は約1

km)で ある。

・ 調査区間は、第2回 調査(調 査区間数11,425区 間)か ら、河川改修(14区 間減)、

調査区間上流端の変更(4区 間増)、 計測区間の設定変更(3区 間減)に よって全河川

で計13区 間減少 した。

②.河 川の改変状況

河川の改変状況をみるため、水際線の改変状況、河原の土地利用状況、河畔の土地利用

状況、河川横断工作物の状況等を調査したが、集計結果の概要はつぎのとお りである。
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ア.水 際線の改変状況

(繍 膿 離 鑑 繋 ている場合にこれを「灯化された)
・ 人工化された水際線は、全国で2,44ユ.5km、 調査対象河川(区 間)の21.4%で あ

り、北海道の水系群や四国一太平洋(中 ・南)水 系群では水際線の人工化率が低 く、

本州、四国の瀬戸内海へ注ぐ各水系群や九州一日本海水系群(1河 川)、 九州一束支

那海水系群では水際線の人工化率が高い。

・ 第2回 調査と比較すると、人工化された水際線は全国で249 .3k皿(2.2%)増 加

している。

イ.河 原の土地利用状況

・(麗 欝 撫 禦1二 即 規模の河原をもつ鴎 』を対象として)

・ 対象となった河原の調査区間は全国で5 ,055、 調査対象河川(区 間)全 体の44.3

%で あり、土地利用状況別には、調査対象河川全体に対 して自然地(33.3%)、 農業地

(7.6%)、 未利用造成地(0.8%)、 施設的利用地(2.6%)で ある。

・ 河原の土地利用状況は北海道の水系群では、いずれも自然地あるいは農業地の構

成比が高 く、九州一日本海水系群、本州一瀬戸内海水系群、本州一太平洋(中 ・南)

水系群では施設的利用地の構成比が高い。

・ 第2回 調査と比較すると、河原の調査区間(幅100m以 上の河原がある区間)は

全国で134区 間(1.2%)増 加し、土地利用状況の変化は、自然地では28.5km(0.2

%)減 、農業地では93.Okm(0.8%)増 、施設的利用地では72.6km(0.6%)増 であ

り、未利用造成地はほとんど変化がみられなかった。

ウ.河 畔の土地利用状況

謄繕1欝 鰹巖 誓騰 撚 誓)
・ 河畔の土地利用状況は、全国では、 自然地36 .9%、 農業地47.0%、 市街地 ・工業

地 ユ6.1%で あ る。

・ 浦内川(沖 縄県)や 北海道一太平洋(中 ・南)、 四国一太平洋(中 ・南)水 系群

では自然地 率が、北海道一オホーツ ク海、北海道一 日本海、九州一 日本海、九州 一束

支那海水系群では農業地率が、 また、九州一 日本海、本州一瀬戸内海、本州一太平洋

(中 ・南)水 系群では市街地 ・工業地率が高 い。

・ 第2回 調査 と比較すると、全国では自然地の減少(576km、2.5%減)、 農業

地の増加(265㎞ 、1.2%増)、 市街地 ・工業地の増加(285㎞ 、1.3%増)と

な った。
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エ.河 川横断工作物

(器 灘 藷 篇 灘 讐怒轡 せる雫素をもつという)
・ 調査区間に河川横断工作物が存在 しないのは、網走川、釧路川、浦内川の3河 川

である。

・ 河川横断工作物は全国で2 ,189箇 所存在 し(う ち堤高15m以 上は160箇 所)、 本

・州一日本海水系群、本洲一太平洋(中 ・南)水 系群で多い。また、河川横断工作物の

密度についてみると、四国一瀬戸内海水系群、九州一日本海水系群で高 く、北海道の

各水系群や四国一太平洋(中 ・南)水 系群で低い。

・ 河川横断工作物における魚道の設置割合は全河川で30 .6%で あり、魚道のうち約

12%は よく機能 していない。

・ 調査区間の上流端まで魚類の遡上が可能な河川は、網走川、浦内川等全国で13河

川である。また、第2回 調査以降魚類の遡上が不可能になったのは尻別川、四万羽lk

白川の3河 川であり、その要因は上 ・中流域での防災対策等にともなう河川横断工作

物の設置であった。

・ 上記の13河川のほ掴こ、河口からの遡上区間割合が90%を 越える河llは、四万十爪

長良川等9河 川である。これらの河川は調査区間の上流端までの魚類の遡上は不可能

であるが河川横断工作物の設置位置が上流側にあるため魚類の遡上への影響は少ない

と思われる。

・ 河口からの遡上区間割合が10%に 満たないのは芦田川、梯川等6河 川で、このう

ち本州一瀬戸内海水系群は3河 川を占める。

・ 遡上可能区間割合の平均は、全河川で58.9%で あり、北海道の各水系群で高 く、

本州一瀬戸内海水系群、九州一 日本海水系群、九州一瀬戸内海水系群で低い。

③ 原生流域

・ 原生流域は、 『面積1,000ha以 上にわたり、人工構造物の存在や森林伐採等の人為

的な影響のみられない流域』であり、全国で100流 域、211,879haが これに該当する。

・ 原生流域は北海道地方(37流 域)、 東北地方(31流 域)に 集中して存在 し、西南日

本では離島(屋 久島 ・西表島)に 存在するのみである。

・ 改変により第2回 調査以降原生流域に該当しなくなったのは、計11流 域、17,386ha

である。原生流域の要件を満たさなくなった要因のほとんどが森林の伐採である。

・ 原生流域の うち保全地域の指定に係わるのは計79流 域であり、第2回 調査以降保全

地域の指定がなされたのは日高山脈襟裳国定公園の19流 域をはじめとして計23流 域で

ある。

(4)魚 類の生息状況

魚類の生息状況については、107の 河川について、現地調査(投 網、釣り等による捕獲
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調査)、 聞きとり調査 資料調査によって魚類相(淡 水魚類相)の 把握を行うとともに、

放流状況、漁獲状況についても調査 したが、集計整理結果の概要はつぎのとおりである・

・ 生息魚種数が多いのは、信渕ll、筑後川《63種)を 最 多として・ほとんどが本州の

主要河川である。また、生息魚種数の少ないのは北海道地方の河川(留 萌川等)や 、急

流の河川(黒 剖ll等)、 流程の短い河川(天 神川等)で ある。

・ 全国の河川に広く分布する種は、アユ(97河 川に生息)・ オイカワ(同96河 川)●

ウグイ(同92河 川)な どである。また分布の限られた種は、3河 川以下にしか生息が見

られない種でみると計41種 であり、沙流川 ・淀川 ・筑後川 ・浦内川等がこれらの魚類の

生息を支えている河川である。

・ 魚類相の変化をみると、オイカワ・アユ ・コイ等主要魚種の生息河川数には大きな

変化がみ られなかったが、清水性のギギ類 ・トゲウオ類の一部 では生息河川数の減少が

見 られた。

・ 外国産移入魚は第2回 調査に比べ、ブラックバス(25河 川増)、 ブルーギル(7河

川増)、 タイリクバラタナゴ(6河 川増)、 カムルチー(4河 川増)な ど、各地の河川

で分布域を拡大する傾向がみ られ、交雑と生態的圧迫による在来種の減少が懸念される。

・ 放流が行われている河川は90河川である。放流量の最も多い河川は、稚魚放流(尾

数表示)で は天塩川(ワ カサギが主体)、 卵放流では江の川(ア ユが主体)で ある。ま

た、放流量の多い魚種はアユ ・サケ ・コイ(稚 魚放洗)等 である。

・ 漁獲の多い河川は、利根川 ・阿賀野川 ・球磨川をはじめとする河川であり、漁獲の

多い魚種はアユ ・ウグイ ・コイ ・サケ等である。アユは放流量、漁獲量ともにその量に

おいてぬきでている。

・ 良好な魚類相の維持のためには、水際の繁殖の場や、瀬や淵の存在が重要であると

いわれている。本調査結果からこのことをみるため、魚類の自然分布からみて好ましい

状況を呈する河川(天 然繁殖種数が多い河川、魚類がよく遡上する河川等)を 抽出し、

これらの河川の改変状況等を比較したところ、良好な魚類相を呈する河川では自然状態

の水際線の割合が、調査対象河川全体の平均よりも高いという結果が得られた。

⑤ その他

上記集計のほか㍉河川に係る保全地域の指定状況、河川の利用状況及び不快要因につい

て集計 した。以下はその概要である。

・ 河川に係わる保全地域の指定状況をみると2 ,180区 間、19.1%が 保全地域に該当し、

内訳では都道府県立自然公園の割合が高い。

・ 河川はアメニティ要素を多く備えた貴重な空間であり、風景探勝、ボートをはじめ

さまざまなレク リエーションに利用されている。また、荒川、多摩川、淀川等大都市を

控えた河川では、身近な自然として各種の利用が増加する傾向を見せている。

・ 河川の不快事項として多くあげられているのは水のにごり、ゴミ、砂利採取等であ
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り、第2回調査と比べて北海道一日本海水系群、本州一日本海水系群、九州一日本海水系1

群では河川の不快事項に関する報告が目だ って減少 しているのに対して・,本州一瀬戸内海

水系群(特 に淀川、大和川)、 本州一太平洋(中 ・南)水 系群では各種不快事項の報告

が目だって増加している。
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1.河 川 調 査

1.調 査 の 目的

河川調査は、rわ が国の河川の自然性の現況及び利用の状況を把握するために、第2回

自然環境保全基礎調査(昭 和54年 度)で 調査 した全国の一級河川の幹川等を対象として、

魚類の生息状況及び河岸の改変状況等について調査 し、また、第2回 自然環境保全基礎調

査で調査 した、集水域が原生状態を保っている河川(「 原生流域」)に 対して、その後の

改変状況等について調査 』したものである。

2.概 要

「河川調査」は、昭和60年 度に、環境庁が各都道府県に委託 して実施 したもので、全国

の一級河川の幹川等、わが国の主要な113河 川を対象として環境庁が定める 「第3回 自然

環境保全基礎調査要綱 河川調査」に準拠 して行われた。

「河川調査」は、(1)河 川改変状況調査、(2)魚 類調査、(3)原 生流域調査によって構

,成される(図 一1)。

河 川 調 査 図 帳

「 一 一一 「 各都道府県河川調査報告書

1河 川改変状欄 査 河川改変状況調査票

河川調査

1

魚 類 調 査

1原 生'流域 調 査

L_._._._._一_一_一__一_._」

魚 類,調`査 票

魚類調査総括票

原生流域調査票

L

原生 流 域図 帳

図1調 査の構成 .

各調査の内容はつぎのとおりである。

(1)河 川改変状況調査

調査対象河川の各種改変状況等を明らかにするために行 う資料調査並びに現地確認調査

で、主に第2回 調査以降の変化を把握する。
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調査結果からr河 川改変状況調査票 』、調査区間、魚類調査実施地点等を記入したr河

川調査図』を作成する。

なお、河川調査において、調査区間は河口から約1kmご とに設定 した。

調査内容

① 水際線の改変状況 ② 河原の土地利用状況

③ 河畔の土地利用状況 ④ 河川横断工作物の設置個所数

⑤ 取水施設の有無 ⑥ 河川の利用状況

⑦ 河川環境における不快要因

囲 用語の定義

河川調査ではつぎのように用語を定義している。

(1)こ の調査で 「河川区域」とは、河川法の規定による 「河川 区域」 とする儀

曲 河川区域の境界は、建設省地方建設局の工事事務所(管 理が都道府県また

は市町村に委任 されている場合は、都道府県または市町村の担当課)が 保管

している河川現況台帳の付属図面(通 常、縮尺1/2,500ま たは1/5 ,000)に

表示されている。

(2)「 水際線」 とは、平水位における水面が陸地と接する部分をいう。

(3)「 河原」とは、河川区域内の陸部の うち、比較的平担な部分をいう。

(4)「 河畔」とは、河川区域の外側幅100mの 区域をいう。

(5)「 右岸」 「左岸」 とは、それぞれ上流か ら下流に向った呼称である。

(参考)諜 難

100m 一」

河畔
100m 一

河川区域 河畔

100m

③ ① ③ ①へ
ll沖 洲l
lllll

llll

100m

河畔 河川区域 河畔
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② 魚類調査

投網等による漁獲試験並びに魚類の生息環境調査を行いこの結果か らr魚 類調査票 』を

作成する。また、漁獲試験の結果を既存資料及び漁協か らの聞き取 りによって補完 してr魚

類調査総括表』を作成する。なお漁獲試験は北海道の湧別川、網走川、石狩川、尻別ll、鵡川、

釧路川を除く107河 川の約950地 点(概 ね10kmに1地 点の割合)で 実施する。

調査内容

OO

OO

④

生息する魚種名 ② 漁獲量(過 去5ケ 年の年平均漁獲量)

放流量(過 去5ケ 年の年平均放流量)

天然繁殖の有無 ⑤ 魚類相に関する記録

(3)原 生流域調査

原生流域 とは、面積1,000ha以 上にわたり、人工構造物の存在や森林伐採等人為の影響

のみ られない流域である。

第2回 調査で摘出された原生流域について、既存の資料、空中写真等により改変状況を

調査 し、r原 生流域調査票 』、r原 生流域図 』を作成する。

調査内容

0 原生流域の改変状況
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H河 川調査集計整理業務

1.業 務 の 目的

本業務は、第3回 自然環境保全基礎調査(以 下、第3回 調査とよぶ)の 一環として、環

境庁の定めた調査要綱にもとついて各都道府県が実施 した 「河川調査報告書」に記載され

ているデータを磁気テープに収録 し、調査対象河川の自然環境に関する各種データを備蓄

するとともに、 このデータにもとづき各種の基礎的な集計を行い、調査対象河川のおかれ

ている自然環境の現況及び第2回 自然環境保全基礎調査(以 下、第2回 調査とよぶ)以 降

の変化傾向を把握することを目的として実施 した。

2.概 要

調査対象は全国113の 主要河川であり、これらの河川について各都道府県の河川調査報

告書に記載されているデータを整理 し、テーマ別にデータファイル化するとともに、この

ファイルか ら各種の集計作業を行ったものである。

集計の内容は 「河川調査」の構成に対応するもので、大きくつぎの4項 目にまとめられ

る。

(1)河 川の改変状況

(2)原 生流域

(3)魚 類相

(4)そ の他

これ らの集計整理にあたっては河川単位のほか、河川の地域性にもとつ く水系群という

カ テゴリーをもうけて作業を実施 した。

3.作 業 手 順

本業務の作業手順は図一2の フローに示すとおりである。集計にあたっては第3回 調査の報

告書、河川調査図のほか、適宜第2回 調査の報告書及び河川調査図を使用 した。
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げ

1

第3回 自然環境保全基礎調査要綱

河 川 調 査

r

河川調査実施要領

河 川 調 査

(各都道府県が実施)

凡 例

「「
L」

「一一「
II
II
ii

第2回 自然環境

保全基礎調査の成果

今 回 作 業

(河川調査集計整理業務)

コ　 の
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悌2圃
、＼
.ノo

河川調査報告書

「漸i歴 羅 書、・

L.⊥ 篁■回じL」

河川調査図 帳

「耐禰瓢 霞、
L⊥ 篁三旦L.」

MT

計 画 ・ 準 備

入 力 フ ォ ーム作 成
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テーマ別 データ整理

比 較 ・ 考 察 ,

・と り ま と め

チ ェ ッ ク

集計用プログラム作成

ト

河川調査報告書

全 国 版

図2作 業 フ ロー
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皿 集計整理結果と考察

1.調 査対象河川

調査対象河川は、全国109の 一級河川の幹線、一級河川の主要な3支 流(信 濃川支流の
さい

犀川、利根川支流の鬼怒川及び木曽川支流の長良川)及 び沖縄県の浦内川であり、これ らの

河川について河川単位及び水系群単位で集計を行った(図1-1)。

水系群 とは、第2回 自然環境保全基礎調査(以 下 「第2回 調査」とよぶ)の 集計の際と

同様に、調査対象河川の地域的特性の把握を容易にするために設けたブロックで、本邦の

主要島唄と流入海域で便宜的に名前を表 したものである(図1-2)。
ゆ

河川の調査区間は、原則として第2回 調査と同様に主要河川の直轄区間であるが、河川

改修による流路の短縮化(夫 塩川等3河 川で計14区間減少)、調査区間の上流端の変更(常

呂川等3河 川で計4区 間増加)や 、計測区間の設定変更(北 上川等3河 川で計3区 間減少)

により調査区間長の変化した河川がある。

また、河川中途に湖沼の存在する区間については、別途 「湖沼調査」にて調査を実施す

るため改変状況調査の対象から除外 されている。

◎河川改修により調査区間数の減少 した河川

区間

河川コー ド 河川名 第2回 第3回 備 考

oolo

OO90

0120

天 塩 川

後志利別川

釧 路 川

236

71

113

232

69

105

◎最上流部において調査区間に増減のあった河川

河川 コー ド 河川名 第2回 第3回

Na38,Na50^一Na52

Na30,Na40

Nα13～Nα17、Nα48～Nα50

備 考
区間

0040

0080

0700

常 呂 川

尻 別 川

天 神 川

108

110

28

103

115

32

鹿の子ダムの建設により上流側

に湛水域が形成された。

第2回 では計測できなかった区

間について、第3回 は調査 した。

第2回 では計測できなかった区

間について、第3回 は調査 した。

・河川の調査区間

調査区間は河口か ら約1kmお きに設定 しており、1区 間は約1kmで ある。

一6一



◎調査区間内に湖沼の存在する河川

区間

河川 コー ド 河川名 湖沼を含む 湖沼を除く 備 考

0050

0140

0720

網走川78

岩木川95

斐伊川119

68

91

90

0]50高 瀬川5133

◎計測区間の設定に変更があったもの(全 延長の増減)

網走湖(Nα8～17)

十 三 湖(Nα2～5)

中 海(Nα8～20)

宍 道 湖(Nα29～44)

小川 原湖(Nα8～25)

区間

河川 コー ド 河川名 第2回 第3回

0170北 上 川242241

0190名 取 川48'47

0542長 良 川148147

ホ

調査された河川の数及び河川延長(調 査区間数)を 水系群別に示すと表1-1の とおり

である。

全調査区間数は、第2回 調査が11,425、 第3回 調査では11,412で ある。

水系群別の状況をみると、河川数では本州一太平洋(中 ・南)水 系群(31河 川)、 本州一

日本海水系群(29河 川)が 多 く、延長距離で も同様である。

調査対象河川のうち河川の調査区間の最 も長いのは信濃川(調 査区間数352)、 ついで

利根川(同302)で あり、逆に短いのは本明川(調 査区間数16)、 ついで浦内川(同18)

である。

*水 系群

河川の地域的特性の把握を行うため、全国を大分水界によって区分 し、主要島喚

と流入海域の組合せで名称を付したもので、全国の河川を14ブ ロックに区分 した。
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表1-1水 系群の概要

水 系 群 名

北海道一オホーツク海'

北海道一日本海

北海道一一太平洋(北)

北海道 一太平洋(中 ・南)

本 州 一日本海

本 州 一太平洋(中 ・南)

本 州 一瀬戸内海

四 国 一太平洋(中 ・南)

四 国 一瀬戸内海

九 州一日本海

九 州一太平洋(中 ・南)

九 州一瀬戸内海

九 州一束支那海

沖 縄一束支那海

全 国

河川数

'4

5

2

2

29

3ユ

11

5

3

1

4

4

11

.1

113

調 査 区 間 数

第2回

330(340)

684

272

224

2,953(2,986

3,741(3,759)

983

674

154

58

304

245

785

18

11,425(11,486)

第3回

325(335)

683

264

224

2,957(2,990)

3,738(3,756)

983

674

154

58

304

245

785

18

11,412(11,473)

注;()内 は湖沼の存在区間を加えた調査区間数。
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2.河 川 の改 変 状 況

近年の高度経済成長は国土の高度な利用を促 した。河川 もその例外ではなく、治水、利

水上の必要から各種の改変が行われた。一方、近年、河川は憩いの場として、また良好な

自然環境を保持する空間としての側面が地域社会の中で重要視されてきつつある。

前項でみたように河川改修による流路の短縮化は河川の最 も大きな改変であるが、この

項では、人工化された水際線の状況、河原の土地利用状況、河畔の土地利用状況、河川横断
も

工作物の状況等の現況及び第2回 調査以降の変化傾向を集計整理 した。 。

(1)水 際線の改変状況

河川調査では水際線の人工化と河川の生物相 との係 りを把握することを大きな目的の一

つとして水際線の改変状況を調査 している。

水際線の調査では平水時の水際線が護岸等人工構造物と接する時、これを 「人工化され

た水際線」 としている。

集計結果によると人工化された水際線は全国で2,441.5㎞ 、全河川延長の21.4%、 であ

る(図2-1、 表2-1)。 これを水系群別にみると、北海道の水系群ではおしなべて水

際線の人工化率が低 く、この他四国一太平洋(中 ・南)水 系群でも人工化率が低い。

一方、本州、四国の瀬戸内海へ注ぐ水系群、及び九州一日本海水系群(遠 賀川1河 川)、 九

州一束支那海水系群では水際線の人工化率の高いのが目立つ。

実数:河 川延長距離(km)

():構 成比(%)

自然の水際線(8.970.5㎞.;78.6%)

11,412.Okm

讐 轡灘 欝
注 二水際線の改変状況は右左岸の平均で表されている。

図2-1水 際線の改変状況(全 国)

・ 調査原票(各 都道府県の調査報告)は 各区間ごとの構成比で表わされているので、こ

れを実延長に換算して集計 した。
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表2-1水 際線の改変状況

実数:延 長距離(km)
():構 成比(%)

水 系 群 名

北海道 一ナホー ラク海

北海道一日本海

北海道一太平洋(中 ・南)

北 海道一太平洋(中 ・南)

本 州一日本海

本 州一太平洋(中 ・南)

本 州一瀬戸内海

四 国一太平 洋(中 ・南)

四.国 一瀬戸内海

九 州一 日本海'

九 州一太平洋(中 ・南)

九 州一瀬戸内海

九 州一束支那海

沖 縄一束支那海

全 国

調 査 延 長

325

683

264

224

2,957

3,738

983

674

154

58

304

245

785

18

11,412

人工化され
た水際線

35.6(11.0)

105.3(15.4)

52.6(19.9)

20.7(9.2)

643.8(21.8)

751.3(20.1)

317.2(32.3)

70.1(10.4)

64.6(42.0)

25.5(44.0)

52.8(17.4)

45.8(18.7)

256.2(32.6

0.0(0.0)

2,441.5(21.4)

・自然 の 水 際 線

崖

54.6(16.8)

124.9(18.3)

17.4(6.6)

109.9(49.1)

806.7(27.3)

1,087.3(29.1)

135.1(13.?)

411.9(61.1)

44.4(28.8

0.0(0。0)

124.6(41.0)

96.8(39.5)

198.8(25.4)

14.3(79.4)

3,226.7(28.3)

その 他

234.8(72.2)

452.8(66.3)

194.0(73.5)

93.4(41.7)

1,506.5(50.9)

1,899.4(50.8)

530.7(54.0)

192.0(28.5

45.Of29.2

32.5(56.0

126.6(41.6)

102.4(41.8)

330.0(42.0)

3.7(20.6)

5,743.8(50.3)
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第2回 調査と比較すると人工化された水際線の延長は全国で249.3㎞ 、構成比で2.2%

増加 している。人工化された水際線延長の増加が大きいのは、本州一太平洋(中 ・南)水

系群(116.3㎞)、 及び本州一日本海水系群(109.1㎞)で ある。この増加を構成比でみると

九州一日本海水系群が20.5%増 と突出する(図2-2、 表2-2)。

物部川 ・仁淀川などの四国一太平洋(中 ・南)水 系群や白川 ・緑川などの九州一束支那海

水系群の河川は、水際線の人工化率が第2回 調査とくらべ低下 し、水系群全体でも人工化

率が低くなっているが、これは平水時の水際線が2回 の調査の間で移動 し、水際線が人工

護岸等と接しなくなったためである。すなわち人工化された水際線が増加 している場合で

も、その全てが新たな人工護岸の設置を意味するものではなく、平水時の水際線の移動に

より人工化された水際線が増加 した場合もあることに注意を要す る。

なお、水際線の人工化率が高い河川は、本明川(100%)、 長良川(84.6%)な どで、

全国で計12河川が50%以 上人工化 していた。

◎ 人工化された水際線が50%以 上の河川

河川名 調査延長 人工化された水際線 同構成比 水系群名

本明川

長良川

鶴見川

天神川

重信川

芦田川

千代川

松浦川

日野川

雲出川

矢部川

肝属川

16.Okm

147.0㎞

44.0㎞

32.0㎞

32.0㎞

87.0㎞

48.0㎞

47.0㎞

62.0㎞

55.Okm

59.Okm

30.Oh

(16.Okm)

(124.31)

(37.01)

(25.3)

(24.5㎞)

(62.6km)

(29.7km)

(28.2km)

(33.0㎞)

(28.1㎞)

(30.1㎞)

(15.0)

100.0ｰ0

84.6%

84.1ｰ0

79.1ｰ0

76.6ｰ0

72.0ｰ0

61.9%

60.0%

53.2ｰ0

51.1ｰ0

51.0ｰ0

50.0ｰ0

九州一束支那海水系群

本州一太平洋(中 ・南)'水系群

本州一太平洋(中 ・南)水 系群

本州一日本海水系群

四国一瀬戸内海水系群

本州一瀬戸内海水系群

本州一日本海水系群

九州一束支那海水系群

本州一日本海水系群

本州一太平洋(中 ・南)水 系群

九州一束支那海水系群

九州一太平洋水系群
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水編 」一 ト__一延長距離 てkm)

北海道一オホーツク海

北海道一日本海

北海道一太平洋(北)

北海道一太平洋(中 ・南)

本 州一日本海

本 州一太平洋(中 ・南)

本 州一瀬戸内海

四 国一太平洋(中 ・南)

層

四 国噸 戸内海

九 州一日本海

九 州一太平洋(中 ・南)

九 州一瀬戸内海

九 州一束支那海

沖 縄一束支那海

全 国

人工化された水際線

1:1庫

2』a16a1
2,441.5一

図2-2人 工化 された水際線ρ変化
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表2-2水 際線の改変状況

水 系 群 名

北海道 一ナホーツク海

北海道一日本海

北海道一太平洋(中 ・南)

北 海道 一太平洋(中 ・南)

本 州一日本海

本 州一太平洋(中 ・南)

本 州一瀬戸内海

四 国一太平洋(中 ・南)

四 国一瀬戸内海

九 州一日本海

九 州一太平洋(中 ・南)

九 州一瀬戸内海

九 州一東支那海

沖 縄一束支那海

全 国

第2回

調査延長

km

33:0

684

272

224

2,953

3,741

983

674

154

58

304

245

?85

18

11,425

人工化され
た水際線

km

27.4

89.2

46.6

14.7

534.7

635.0

289.3

126.7

61.4

13.6

40.8

45.0

267.8

o.o

2,192.2

同構成比:

0

8.3

13.0

17.1

6.6

18.1

17.0

29.4

18.8

39.9

23.4

13.4

18.4

34.1

o.o

19.2

第3回

調査延長

km

325

683

264

224

2,957

3,738

983

674

154

58

304

245

785

18

11,412

人工化 され
た水際線

km

35.6

105.3

52.6

20.7

643.8

751.3

317.2

70.1

64.6

25.5

52.8

45.8

256.2

o.o

2,441.5

同構成比

%

11.0

15.4

19.9

9.2

21.8

20.1

32.3

10.4

42.0

44.0

17.4

18.7

32.6

o.o

21.4

人工化 され
た水際線の
増減

km

8.2

16.1

6.0

6.0

109.1

116.3

27.9

▲56.6

3.2

11.9

12.0

0.8

.11.6

o.o

249.3

同構成比

%

2.5

2.4

2.3

2.7

3.7

3.1

2.8

▲8.4

2.1

20.5

3.9

0.3

▲1.5

o.o

2.2

注 ▲は減少



(2)河 原の土地利用状況

河川調査では河原はr河 川区域内の陸部のうち比較的平担な部分 』を指す。

河原の土地利用状況については、調査区間において右岸 ・左岸 ・中洲のいずれかに幅

100m以 上の河原がある場合、調査を行 っている。

幅100m以 上の河原の存在区間は全国で5,055区 間であり、構成比では全河川区間の44.3

%に あたっている。内訳をみると全河川区間に対 して33.3%が 自然地、7.6%が 農業地、

0.8%が 未利用造成地、2.6%が 施設的利用地である(図2-3)。

水系群別の特徴は、北海道の水系群では全河川区間に対して自然地 ・農業地の構成比が

高いこと、北海道一太平洋北水系群では未利用造成地の構成比が高いこと、九州一日本海、

本州一太平洋(中 南)、 本州一瀬戸内海の水系群で施設的利用地の構成比が高いことなど

である(表2-3)。

なお、各土地利用について構成比の高い河川(上 位5河 川)を 抽出す るとつぎのとおり

である。

実数:河 川延長距離(㎞)

():構 成比(%)

トー一 一一一河原あり 5,055.0- 河原なし 6,357.0

(44.3%)

未 利用 造 成 地

91.0㎞

(o.s%)

(55.7%)

11,412.0㎞

自然 地

3,796.8㎞

(33.3%)

農 業 地'

867.3h

(7.6%)

施 設 的利 用 地

299.9㎞

(a.s%)

図2-3河 原の土地利用(全 国)

注:河 原の土地利用区分

自然地:砂 礫地、荒原地、草地、樹林地

農業地:水 田、.畑、果樹園等

未利用造成地:河 川改修等による高水敷の造成地(農 業地、施設的利

用地ではない)

施設的利用地 ニグラウンド、公園、宅地等
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◎自然地の構成比が高い河川(上 位5河 川)

河川名 調査延長 自然地 同構成比 水系群名

富士川122.0㎞

安 倍 川51.0㎞

釧 路川105.0㎞

天 塩川232.0㎞

常 願 寺川52.0㎞

(100.70

(38.7㎞)

(77.0㎞)

(165.71)

(35.81)

82.5ｰ0

75.9ｰ0

73.3ｰ0

71.4ｰ0

68.8ｰo

本州一太平洋(中 ・南)水 系群

本州一太平洋(中 ・南)水 系群

北海道一太平洋北水系群

北海道一日本海水系群

本州 一日本海水系

◎農業地の構成比が高い河川(上 位5河 川)

河川名 調査延長 農業地 同構成比 水系群名

常呂川

岩木川

網走川

石狩川

十勝川

103.0(36.9)

91.0(30.6)

68.Oh(18.61)

242.0㎞(60.0㎞)

159.0(35.50

35.8%

33.6ｰ0

27.4ｰ0

24.8ｰ0

22.3ｰo

北海道一オホーツク海水系群

本州一日本海水系群

北海道一オホーツク海水系群

北海道一日本海水系群

北海道一太平洋北水系群

◎未利用造成地の構成比が高い河川(上 位5河 川)

河川名 調査延長 未利用造成地 同構成比 水系群名

釧路川

天神川

重信川

加古川

遠賀川

105.5㎞(14.8㎞)

32.0㎞(3.0㎞)

32.0-(2.4-)

86.01(4.1h)

58.Oh(2.81)

14.1ｰ0

9.4ｰ0

7.5ｰ0

4.8%

4.8ｰ0

北海道一太平洋北水系群

本州一日本海水系群

四国一瀬戸内海水系群

本州一瀬戸内海水系群

.九州一日本海水系群

◎施設的利用地の構成比が高い河川(上 位5河 川)

河川名 調査延長 施設的利用地 同構成比
魅水系群名

多摩川

荒 川

淀 川

大淀川

遠賀川

116.0

157.01

76.0㎞

103.0㎞

58.0㎞

(23.4㎞)

(31.2)

(14.610

(9.310

(4.8㎞)

20.2ｰ0

19.9ｰ0

19.2ｰ0

9.0%

8.3ｰ0

本州一太平洋(中 ・南)水 系群

本州一太平洋(中 ・南)水 系群

本州一瀬戸内海水系群

九州一太平洋水系群

九州一日本海水系群
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表2-3河 原の土地利用

河原の土地利用欄

実数:延 長距離(km)
():構 成堵.(%)

水 系 群 名

北海道 一ナホーツク海

北海道一日本海

北海道一太平洋(北)

北海道 一太平洋(中 ・南)

本 州一日本海

本 州一太平洋(中 ・南)

本 州一瀬戸内海

四 国一太平洋(中 ・南)

四 国一瀬戸内海

九 州一 日本海

九 州一太平洋(中 ・南)

九 州一瀬戸内海

九 州一束支那海

沖 縄一束支那海

全 国

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回
2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

構 成

調査延長

330

325
684

683

272

264

224

224

2,953
2,957

3,741

3,738

983

983

674

674

154

154

58

58

304

304

245

245

785
785

18

18

11,425

11,412

.河原 の存在する区間延長

185(56.1

187(57.5)
429(62.7)
495(72.5)
213(78.3
206(78.0)

135(60.3)
138(61.6)

1,234(41.8)
1,258(42.5)

1,752(46.8
1,824(48.8)

335(34.1)
308(31.3)

291(43.2
262(38.9)
50(32.5)
55(33.8)

26f44.8)
28(48.3)
40(13.1)

70(23.0)
14(5.7)
16(6.5

217(27.6)
211(26.9)

0(0.0)
0(0.0)

4,921(43.1)
5,055(44.3)

河 原 の 土 地 利 用

自 然 地

104.9(31.8)

103.7(31.8)
353.6(51.7)
361.5(52.9
148.9f54.7
145.1(55.0)

128.1(57.2)
129.7(57.9)

945.0(32.0)
954.7(32.3)

1,364.8(36.5
1,367.8(36.6)

271.7(27.7

244.4(24.8

257.3(38.2

229.4(34.0)
38.5(25.0)
40.2(26.1

17.6(30.3
9.6(16.6)

30.4(10.0)
51.3(16.9)
11.3(4.6)
11.8(4.8)

153.2(19.5)
147.6(18.8)

0(0.0)
0(0.0)

3,825.3(33.5 _)_
3,796.8(33.3

農 業 地

75.1(22.8)

77.0(23.7)
61.6(9.0)

115.2(16.9)
40.7(15.0)
41.4(15.7)

6.9(3.1)
8.3(3.7)

246.0(8.3)

258.3('6.9

246.0(8.3)
nrnnnn

283.3(7.6)
11.9(1.2

10.1C1.0)

30.3(4.5

27.2(4.1)
5.9(3.8)
3.9(2.5)

3.3(5.7
10.8(18.6)
1.1(0.4

2.6(0.8)
1.0(0.4)
1.0(0.4)
32.2(4.1)

40.5(5.2)
0(0.0)
0(0。0)

774.3(6.8)

867.3(7.6)

未利用造成地

0.2(0.0)

0.6(0.2)
6.0(0.9)
1.8(0.3)
19.3(7.1)
15.2(5.7)

0.0(0.0)
0.0(0.0)

7.9(0.3)
15.4(0.5)

22.7fO.6
28.7(0.8)

15.1(1.5
10.7(1.1)
0.3(0.0

0.7(0.1)
1.5(1.0)
4.1(2.7)

1.4(2.4)
2.8(4.8)
4.4(1.4

5.4(1.8)
o.oco.o

1.4(0.6

15.3(1.9

4.2(0.5)
oco.o
0(0.0)

94.1(0.8)

91.0(0.8)

施設的利用地

4.8(1.5)

5.7(1.8)
7.8(1.1)

16.5(2.4)
4.1(1.5

4.3(1.6)

0.0(0.0)
0.0(0.0)

35.1(1.2)
41.9(1.4

106.2(2.8
144.2(3.8

36.3(3.7
42.8(4.4)
3.1(0.5

4.7(0.7

4.1(2.7)
3.8(2.5)

3.7(6.4)
4.8(8.3)
4.1(1.3

10.7(3.5)
1.7(0.7

1.8(0.7

16.3(2.1)

18.7(2.4)
oco.o
oco.o)
227.3(2.0)

299.9(2.6)



第2回 調査と比較すると、河原の存在区間は全国で134㎞ 増加 しており、北海道一日本

海水系群(66㎞)、 本州一太平洋(中 ・南)水 系群(72㎞)で の増加距離が大きいが、こ

れ らは2回 の調査の間に水位や河道が変化 したことにより幅100mを 超える河原、すなわ

ち河原の調査区間が増加 したものと考えられる(図2-4、 図2-5)。

また、土地利用別の河原の変化は全国では自然地の微減(0.2%減 少)、 農業地及び施

設的利用地の微増(そ れぞれ0.8%、0.6%増 加)と いう形にまとめられ る。

水系群別にみると、常呂川 ・留萌川 ・後志利別川等北海道の水系群で農業地としての利

用が進んでおり、多摩川 ・荒川等本州一太平洋(中 ・南)水 系群では施設的利用が進んで

いるのが目立つ。
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/
第2回

嚢
蜂●

揖
蓄

韓虚

轟

/第3回

鞭
蝋圭

灘

調査区分

第2回

第3回

自 然 地

3,825.3(33.5)

3,796.8(33.3)

農 業 地

774.3(6.8)

867.3(7.6)

未利用造成地

94.1(0.8)

91.0(0.8)

施設的利用地

227.3(2.0)

299.9(2.6)

河原の土地利用言

4,921.0(43.1)

5,055.0(44.3)

実数1延 長距離(km)

():構 成 比(%)

図2-4河 原の土地利用の変化(全 国)

注:構 成比 は全調査延長(第2回 調 査11,425km、 第3回 調査11,412km)

に対 す る割合 を示す。
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水 系 群 名

第2回北海道 一オホーッ ク海

第3回

第2回北海道
一日本海

第3回

第2回北海道一太平洋(北 》

第3回

第2回北海道 一太平洋(中 ・南)

第3回

第2回
本 州一日本海 第3回

第2回本 州一太平洋(中 ・南)
第3回

第2回本 州一瀬戸内海

第3回

第2回四 国 一太平洋(中 ・南)

第3回

第2回四 国 一瀬戸内海 第
3回

第2回九 州
一日本海

第3回

第2回九 州一太平洋(中 。南)
繁3回

第2回九 州一瀬戸内海

第3回

第2回
九 州一束支那海 第3回

第2回沖 縄 一束支那海
第3回

第2回全 国

第3回

200 400 600 soo 1,000 1,200 t,aoo 1,600

延 長距離

1,800(km)

自 然 地.

農 業 地

未利用造成地

施設的利用地

4,921.0

5.055.0

5W 3,0003,5004,000

図2-5河 原 の 土 地 利 用 の 変 化

4,500 5,000(km)



(3)河 畔の土地利用状況

河畔の土地利用は河川区域の周辺環境を知る上で一っの手掛かりとなる。

ここで河畔は右左岸からなるため、集計作業ではこれを合計 して河川ごとに一つの値と

した。

河畔すなわちr河 川の後背地、ここでは河川区域の外側100mの 区域 』の土地利用は、

全国では自然地36.9%、 農業地47.0%、 市街地 ・工業地16,1%で ある(図2-6)。

水系群の特徴としては、沖縄県の浦内川及び北海道一太平洋(中 ・南)水 系群、四国一太

平洋(中 南)水 系群では自然地の構成比が高いこと、北海道の水系群ではいずれも農業地

が卓越すること、本州一瀬戸内海、本州一太平洋(中 ・南)、 九州一日本海の各水系群で市

街地 ・工業地率が高いことなどがあげられる(表2-4)。

北海道の水系群で農業地が卓越すること、本州一瀬戸内海や九州一日本海水系群で市街

地 ・工業地率が高いことなどは、河原の土地利用とその後背の河畔の土地利用が対応する

ことを示 している。つぎに、各々の土地利用の内訳をみるとつぎのとおりである。

河畔の自然地では沖縄の浦内川(100%)を はじめ、全国では計14河川が60%以 上、計9

河川が50%～60%の 構成比となっている。

農業地率では九州一東支那海水系群の六角川(84.0%)を はじめ計25河 川が60%以 上で

ある。

市街地 ・工業地率は、市街地を背後に控えた本州一太平洋(中 南)水 系群の鶴見川をは

じめ計11河 川が30%以 上である。

このような土地利用別の構成比の高い河川(上 位5河 川)を あげると次のとおりである。

実数:河 川延長距離(㎞)

():構 成比紛

22,824.Okm

自 然 地

8,428.01

(36.9%)

農 業 地

10,721.0㎞

(47.0%)

市街 地 ・工 業 地

3,675.Okm

(ls.i%)

注:図 中距離は右岸 ・左岸の計

図2-6河 畔の土地利用(全 国)
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◎自然地の構成比が高い河川(上 位5河 川、但 し右岸 ・左岸の計)

河川名 調査延長 自然地 同構成比 水系群名

浦内川

新宮川

黒部川

小瀬川

大井川

36.Oh

294.2㎞

156,0㎞

118.0-

32.0㎞

(36.Olan)

(247.Oh)

(122.0㎞)

(89.01)

(235.01an)

100.0ｰ0

84.0

78.2ｰb

75.4%

73.4ｰ0

沖縄一束支那海水系群

本州一太平洋(中 ・南)水系群

本州一日本海水系群

本州一瀬戸内海水系群

本州一太平洋(中 ・南)水系群

◎農業地の構成比が高い河川(上 位5河 川、但 し右岸 ・左岸の計)

河川名 調査延長 ▼農業地 同構成比 水系群名

六角川

菊 川

本明川

北 川

最上川

94.Oh

56.0㎞

32.0-

40.0㎞

464.0㎞

(79.0-)

(47.Okm)

(26.0㎞)

(30.0㎞)

(345.Okm)

84.0ｰ0

83.9ｰ0

81.2%

75.0ｰ0

74.3ｰ0

九州一束支那海水系群

本州一太平洋(中 ・南)水系群

九州一束支那海水系群

本州一日本海水系群

本州一日本海水系群

◎市街地 ・工業地の構成比が高い河川(上 位5河 川、但 し右岸 ・左岸の計)

河川名 調査延長 市街地 ・工業地 同構成比 水系群名

鶴見川

淀 川

多摩川

大和川

庄内川

88.0㎞

152.Okm

232.0㎞

124.0㎞

180.Oh

(69.Okm)

(103.Oh)

(130.0㎞)

(61.01)

($S.Oh)

78.4ｰ0

67.8ｰ0

56.0ｰ0

49.2ｰ0

47.2ｰo

本州一太平洋(中 ・南)水系群

本州一瀬戸内海水系群

本州一太平洋(中 ・南)水 系群

本州一瀬戸内海水系群

本州一太平洋(中 ・南)水 系群
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表2-4河 畔の土地利用 実数:延 長距離(km)
o:構 成比(%)

水 系 群 名

北海道 一ナホーツク海

北海道一日本海

北海道一太平洋(北)

北海道一太平洋(中 ・南)

本 州一 日本海

本 州一太平洋(中 ・南)

本 州一瀬戸内海

四 国一太平洋(中 ・南)

四 国一瀬戸内海

九 州一日本海

,九 州一太平洋(中 ・南)

九 州一瀬戸的海

九 州一束支那海

沖 縄一束支那会

全 国

調査

区分

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

調査延長

660

650

1,368

1,366

544

528

448

448

5,906

5,914

7,482

7,476

1,966

1,966

1,348

1,348

308

308

116

116

608

608

490

490

1,570

1,570

36

36

22,850

22,824

河 畔 の 土 地 利 用
(右左岸の計)

自 然 地

187.0(28.3)

180.0(27.7)

612.0(44.7)

494.0(36.2)

229.0(42.1)

226.0(42.8

300.0(67.0)

294.0(65.6

2,363.0(40.0)

2,087.0(35.3)

2,772.0(37.1

2,702.0(36.1)

599.0(30.5)

605.0(30.8)

777.0(57.7)

761.0(56.5)

123.0(39.9)

120.0(39.0)

3.0(2.6)

1.0(0.9)

310.0(51.0)

271.0(44.6)

172.0(35.1)

173.0(35.3)

521.0(33.2)

478.0(30.4

36.0(100.0)

36.0(100.0)

9,004.0(39.4)

8,428.0(36.9)

農 業 地

408.0(61.8)

424.0(65.2)

668.0(48.8)

791.0(57.9

280.0(51.5)

270.0(51.1)

138.0(30.8)

146.0(32.6)

2,811.0(47.6)

3,026.0(51.2)

3,271.0(43.7)

3,228.0(43.2

881.0(44.8)

833.0(42.4)

483.0(35.8)

488.0(36.2)

144.0(46.8)

137.0(44.5)

79.0(68.1)

71.0(61.2)

193.0(31.7)

223.0(36.7)

258.0(52.7)

230.0(46.9)

842.0(53.6)

854.0(54.4)

0.0(0.0)

0.0(0.0)

10,456.Of45.8)

10,721.0(47.0)

市街地 ・工業地

65.0(9.9)

46.0(7.1)

88。0(6.5)

81.Of5.9)

35.0(6.4)

32.0(6.1)

10.0(2.2)

8.0(1.8)

732.0(12.4)

801.0(13.5)

1,439.0(19.2)

1,546.0(20.7)

486.Of24.7

528.0(26.8)

88.0!6.5)

99.0(7.3)

41.0(13.3)

51.0(16.5)

34.0(29.3)

44.0(37.9)

105.0(17.3)

114.0(18.7)

60.0(12.2)

87.0(17.8)

207.0(13.2

238.0(1ち.2)

0.0(0.0)

0.0(0.0)

3,390.0!14.8)

3,675.0(16.1)
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つぎに第2回 調査か らの変化をみると、全国では自然地の減少(2.5%減 少)、 農業地

の増加(1.2%増 加)、 市街地 ・工業地の増加(1.3%増 加)と してまとめられる(表2

-4 、図2-7、 図2-8)。

水系群単位での大きな変化についてみると、北海道 一オホーック海、北海道一日本海、

本州一日本海、九州一太平洋(中 ・南)の各水系群では自然地が農業地に、また、本州一瀬

戸内海、九州一日本海、九州一瀬戸内海の各水系群では農業地が市街地 ・工業地にそれぞ

れおき換っている。この他、九州一束支那海水系群では自然地が市街地 ・工業地 とおき換

っている。
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50

40

30

20

10

第2回

さサ

霧
蕪

纏
灘

舞
騒
難

第3回

灘鞭

舞

.ii薄

嚢
…嚢

嚢

嚢

霧灘

鞭
　

難

調 査 区 分

第2回

第3回

自 然 地

9,004(39.4)

8,428(36.9)

農 業 地

10,456(45.8)

10,721(47.0)

市街地 ・工業地

3,390(14.8)

3,675(16.1)

河原の土地利用計

22,850(100.0)

22,824(ユ00.0)

実数:延 長距離(km)

():構 成 比(%)

図2-7河 畔の土地利用の変化(全 国)

注:表 中の数字は、右岸 ・左岸の計
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構 成 比(%)

050100

第2回北海道一オホーツ ク海

第3回

第2回北海道 一日本海

第3回

第2回北海道 一太平洋(北)

第3回

第2回北海道 一太平洋(中 ・南)'

第3回

第2回本 州一日本海

第3回

本 州一太平洋(中 ・南)・ 鵜

第2回本 州一瀬戸 内海

第3回

四 国 一太平洋(中.南),第2回

.・第3回

第2回四 国 一瀬戸 内海

第3回

九 州旧 本海 第2回第3
回

塑 州一太平洋(中 ・南)髪 鋼

九 州一瀬戸内海 霧調

第2回九 州一東支那海

第3回'

沖 縄一束支那 海 第2回第3回

全 国 第2回 講用H田
第3回ヒ===萱 ≡ii璽 璽

(%)
050100

廠
図2-8河 畔 の土地利用 の変化
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(4)河 川横断工作物

地形的に急勾配であるということと、多雨のため洪水頻発があるという自然条件のため

我国の河川は河床状況や流水の状況が不安定なのが特徴である。

また最近は経済の高度化に伴い水資源に対する需要が増大かつ多様化 してきている。

このため、治水 ・利水を目的としてダム等河川工作物が河川上流部につくられるが、こ

れらの上流部の施設 とともに最近は川幅の広い下流部でも有効な水利用を目的として低堰

堤の開発が進みだしている。

これらの河川横断工作物の設置は、河川の物理的な改変であるのみでなく、河川に生息

する生物の生息域を分断す ることになるため魚類の生息条件を把握す る上で重要な要因で

あり、そのような観点から河川横断工作物を調査 した。

表2-5に 示すように河川横断工作物は調査対象河川全体で計2,189箇 所存在 している。

水系群別にみると河川横断工作物が多いのは本州一日本海水系群、本州一太平洋(中 ・南)

水系群、本州一瀬戸内海水系群、九州一束支那海水系群である。

この河川横断工作物における魚道の設置割合は30.6%で あり、 魚道のある河川横断工

作物のうち約12%に あたる83箇所はよく機能していない。一方、魚類の遡上が可能な工作

物は全体の約60%と なっている(表2-6)。

河川の実距離を河川横断工作物の数で除 して工作物の密度を求めてみると(表2-5)、

北海道一オホーック海水系群(29.5㎞/1ケ 所)を はじめ北海道の水系群はおしなべて河

川横断工作物の密度が低 く、ついで四国一太平洋(中 ・南)水 系群(12.7㎞/1ケ 所)が

低い(な お沖縄県の浦内川は河川横断工作物0で ある)。

堤高15m以 上の河川横断工作物(ダ ム)は 調査対象河川全体で160箇 所存在 しており、

水系群別には河川横断工作物全体とほぼ同様の分布様式である(表2-7)。 ダムは一般

に魚類の遡上にとって大きな障害であるが、アユのよく遡上するダムとして知 られる四国

吉野川の池田ダムのように流速、流量、勾配等魚類の生態を考慮 した構造とすることによ

り、魚類に及ぼす影響を小さくしている例 もある。

なお、第2回 調査から第3回 調査の間では、川治ダム(鬼 怒川)が あらたに設置されて

いる。
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表2-5河 川横断工作物の状況

水 系 群 名

北海道一ナホーツク海

北海道一日本海

北海道一太平洋(北)

北海道一太平洋(中 ・南)

本 州一 日本海

本 州一太平洋(中 ・南)

本 州一瀬戸内海

四 国一太平洋(中 ・南)

四 国一瀬戸内海

九 州一 日本海

九 州一太平洋(中 ・南)

九 州一瀬戸内海

九 州一束支那海

沖 縄一束支那海

合 計

河川横断工作物の数
率

0

1

1

.1

3

1～10

3

4

2

6

10

2

1

1

28

11～20

1

9

10

3

3

1

3

1

6

37

20以 上

1

14

11

8

2

1

3

4

45

河 川 横 断
工 作 物 計
(ケ所)

11

36

21

8

643

513

343

53

111

27

53

98

272

0

2,189

河川延長

km)

325

683

264

224

2,957

3,738

983

674

154

58

304

245

785

18

11,412

河川延長/

河川工作物

29.5

19.0

12.6.

28.0

4.6

7.3

2.9

12.7

1.4

2.1

5.7

2.5

2.9

5.2

注*表 中の数字は河川数を表わす。

表2-6河 川横断工作物における魚道の設置状況

遡 上 可能

遡上不可能

計

魚道あり

587
(26.8)

83
(3.8)

670
(30.6)

魚道なし

729
(33.3)

790
(36.1)

1.519
(69.4)

計

1,316
(60.11

873
(39.9)

2,189
(100.0)

注1:実 数は河川横断工作物数,()内 は構成比

2:遡 上は,北 日本 ではサケ ・サ クラマス,そ れ

以外ではアユを対象として判断 されている。

3:破 損 した り,詰 まった りして形状 を留めない

魚道は 「魚道なし」として扱っている場合があ

る。
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表2-7堤 高15m以 上の河川の横断工作物(ダ ム)の 設置状況

水 系 群 名

北海道 一ナホーツク海

北海道一日本海

北海道一太平洋(北)

北海道 一太平洋(中 ・南)

本 州一日本海

本 州一太平洋(中 ・南)

本 州一瀬戸内海

四 国一太平洋(中 ・南)

四 国一瀬戸内海

九 州一日本海

九 州一太平洋

九 州一瀬戸内海

九 州一束支那海

沖 縄一束支那海

計

ダ ム 数

第2回

1

5

2

1

62

45

10

10

1

0

8

2

12

0

159

第3回

1

5

2

1

62

46

10

10

1

0

8

2

12

0

160

増 加

1

1

備 考

鹿の子ダム第2回 建設中

川治ダム新設(鬼 怒川)

河川横断工作物は、表2-6に 示 した魚道の設置状況からも推定されるように、魚類の

遡上 ・生息に大きな影響を及ぼしていると考えられる。

河川横断工作物と魚類の遡上との関係をみると、河川横断工作物がない、あるいはあっ

ても魚道がよ く機能し、サケ、サクラマス、アユ等の遡河性魚類が調査区間の上流端まで

遡上可能な河川は、網走川 ・高瀬川など13河川となっている(表2-8)。

第2回 調査か ら第3回 調査の間で河川上流端までの魚類の遡上が不可能 となったのは、

尻別川、四万十川、白川の3河 川であり、これらの河川では、上 ・中流域の防災施策等に

伴う河川横断工作物の設置が、魚類遡上が不可能となった要因となっている。
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表2-8魚 類の遡上可能な河川(遡 上可能区間割合100%)

水 系 群 名

北海道 一ナホー ツク海

北海道一日本海

北海道一太平洋(北)

北海道 一太平洋(中 ・南)

本 州一日本海

本 州一太平 洋(中 ・南)

本 州一瀬戸内海

四 国一太平洋(中 ・南)

四 国一瀬戸内海

九 州一 日本海

九 州一太平洋(中 ・南)

九 州一瀬戸内海

九 州一束支那海

沖 縄一束支那海

河 川 数

工作物なし

網走川(0/68)

釧 踏 川(0/105)

浦 内川(0/18)

3

河川工作物9以 下

常 呂川(4/103)

留萌 川(1/25),後 志 利別 川(3/69)

雄物川(4/123),天 神川(9/32)

高 瀬 川(8/33),名 取 川(5/47)

7

河川工作物10以上

十勝川1(21/159)

久 慈 川(25/105)

土 器 川(45/33)

3

水系群計

2

2

2

2

3

1

1

13

注()内 は河川横断工作物の数及び調査区間数を示す。'

つぎに主要河川について遡河性魚類の生息状況と河川工作物の関係を図示 してみると、

河川横断工作物の存在は遡河性魚類の分布を大 きく規定 しており、放流の盛んなアユを除

外すると、サクラマス、サケは魚類の遡上が不可能と判断された河川横断工作物により遡

上が大きく制限されていることがわかるρ(図2-9)。

一方、河川横断工作物(魚 類の遡上不可)が 存在 レていても設置箇所が河川の最上流側

にあるため魚類が上流側まで遡上 し、回遊性魚類の生息に大きな影響を及ぼ していないと

思われる河川 もある(最 上川、四万十川など)。

なお、魚類の遡上可能区間の構成比が高い河川(遡 上不可の工作物がない、もしくは工

作物が上流域にある)は 北海道の河川及び東北地方の主要河川に多 く、概ね河川工作物の

密度と対応 している。これら、魚類の遡上可能区間割合の高い河111(河川延長の90%以 上

遡上可能)を 抽出するとつぎの9河 川があげられる。
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◎魚類の遡上可能区間割合の高い河川(90%以 上)

河 川 名

揖 保 川

日 野 川

岩 木 川

長 良 川

円 山 川

四万十川

最 上 川

米 代 川

那 珂 川

調査延長

70.Okm

62.Okm

91.Okm

148.Okm

68.Okm

177.Okm

232.Okm

120.Okm

154.Okm

遡上可能区間

(69.Okm)

(61.Okm)

(89.Okm.)

(143.Okm)

(65.Okm)

(167.Okm)

(213.Okm)

(110.Okm)

(141.Okm)

同構成比

98.6

98.4

97.8ｰ0

96.6%

95.6%

94.4

91.8%

91.7

91.6ｰ0

水 系 群 名

本州一瀬戸内海

本州一日本海

本州一日本海

本州一太平洋(中 ・南)

本州τ日本海

四国一太平洋(中 ・南)

本州一日本海

本州一日本海

本州一太平洋(中 ・南)

注100%の 河川を除 く。

一方、魚類の遡上区間割合の低い河川(遡 上可能区間が調査河川延長の10%に 満たない

河川)を 抽出するとつぎの6河 川があげられる。これ らの河川の中には本州一瀬戸内海水

系群に属する河川が3河 川含まれていることが特記される。なお、付表7に 示すように、

九州一日本海(遠 賀川1河 川、15,5%)、 九州一瀬戸内海(平 均36.0%)、 本州一瀬戸内

海(平 均45.5%)等 が魚類の遡上区間割合の低い水系群である(全 河川平均は58。9%)。

◎魚類の遡上可能区間割合の低い河川(10%以 下)

河 川 名

芦 田 川

梯 川

山 国 川

犀 川

旭 川

太 田 川

調査延長

87.Okm

36.Okm

48.Okm

142.Okm

144.Okm

103.Okm

遡上可能区間

(2.Okm)

(2.Okm)

(4.Okm)

(12.Okm)

(13.Okm)

(iO.Okm)

同構成比

2.3

5.6

8.3

8.5

9.Orｰ0

9.7rｰo'

水系群名

本州一瀬戸内海

本州一日本海

九州一瀬戸内海

本州一日本海

本州一瀬戸内海

本州一瀬戸内海
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3.原 生 流 域

ホ

原生流域とはつぎに示すような各種要件 を満足する高度に自然の保たれた集水域を摘出し

た ものであるが、その位置は図3-1に 、また現況は付表3に 示すとおりである。

原生流域は全国で ユ00流域、211,879ha存 在 しており、北海道地方(37流 域)、 東北地

方(31流 域)に 偏在 している。これ らの原生流域のうち北海道、本州以外の鹿児島県、沖

縄県に分布する集水域はそれぞれ屋久島と西表島、すなわち離島に分布している(表3-

1)。

原生流域の道県面積に対する占有率が最 も高いのは山形県(2.08%)で あり、占有率が

1%以 上となっているのは山形県のほか北海道、青森県等計8道 県である。

国土の高度な利用が進行 しつつある我国では、 自然性の保たれた原生流域も各種の行為

により改変される可能性を不断にもつ。第2回 調査以降、原生流域の要件を満足 しな くな

ったのは計11流 域、17,386ha(北 海道4流 域、岩手 ・秋田 ・山形 ・栃木 ・石川 ・静岡 ・

鹿児島県各1流 域)で あ朕 森林伐採及び林道開設等営林に係る開発が要件不備となった理

由の殆んどであったが、雄谷上流部(石 川県)の ように、わさび田の開設及び管理宿舎の

建設によ り原生流域でなくなったようなケースもある(表3-2)。

また、原生流域の要件は満たしているが、流域面積が減少 しているのは、豊似川上流部

(北 海道)を はじめ計4流 域、減少面積は2,247haで あり、いずれも森林の伐採によるも

のであった。

*原 生 流域の要件

r原 生流域 』とは、つ ぎのすべての要件 に該 当す る、面積1,000ha以 上 の集

水域であ る。

ア.集 水城内で河川改修工事、砂防工事が行われていないこと。

イ.集 水域内に人工構築物(建 築物、車道、各種工作物)が 存在しないこと。

ただし、標識、測量抗等の軽微な工作物及び歩道(登 山道 ・踏み分け道)に ついては、

この限 りではない。

ウ.集 水域内で森林の伐採(皆 伐 ・択伐)、 土石 ・鉱物の採取、水面の埋立、土地の形

状変更等の人為の影響が認められないこと。(過 去に択伐等による森林の伐採が行わ

れていたが、現在は行われておらず、ほとんど自然の状態に復元 している森林などは、

人為の影響が認められないと判断 してさしつかえない。)
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図3-1原 生流域位置図

注1:図 中の数字は原生流域番号(付 表3参 照)を 示す。

注2:*は 今回の調査で要件を満足しなくなった原生流域を示す。
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表3-1原 生流域の存在状況(道 県別箇所数及び面積)

道県名

北海道

青 森

岩 手

秋 田

山 形

福 島

栃 木

群 馬

新 潟

富 山

石 川

長 野

岐 阜

静 岡

鹿児島

沖 縄

(計)

箇所数

2回

39

3

5

9

12

5

4

4

9

1

6

3

3

2

2

1

108

3回

37

3

4

8

11

5

3

4

9

2

5

3

3

1

1

1

100

原生流域面積(hα)

2回

86,371

10,082

9,753

19,517

21,351

10,826

5,046

9,745

20,206

2,578

9,021

5,733

3,491

2,905

3,427

4,129

224,181

3回

84,630

10,082

6,631

17,829

19,352

10,826

3,280

9,745

20,206

5,469

7,899

5,733

3,491

1,232

1,345

4,129

211,879

減少面積

1,741

3,122

1,688

1,999

1,766

X2,891

1,122

1,673

2,082

12,302

占有率(%

2回

1.03

1.05

0.64

1.68

2.29

0.79

0.79

1.53

1.61

0.61

2.15

0.42

0.33

0.37

0.37

1.73

3回

1.01

1.05

0.43

1.54

2.08

0.79

0.51

1.53

1.61

1.29

1.88

0.42

0.33

0.16

0.15

1.73

道県面積飼

8,351,140

961,379

1,527,737

1,160,929

932,532

1,378,159

641,379

635,561

1,257,733

425,216

419,602

1,358,462

1,059,575

777,142

914,900

238,400

備 考

永田川上流部(屋久島)

浦内川上流部(西表島)

注:△ 新規選定(見 直し)に よる面積増。

*道 県面積に対する原生流域面積の割合。
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表3-2原 生流域の変化

道 県 名

北 海 道

冑 森

岩 手

秋 田

山 形

福 島

栃 木

群 馬

新 潟

富 山

石 川

長 野

岐 阜

静 岡

鹿 児 島

沖 縄

(計)

要 件 不 要 と な っ た 原 生 流 域 と 要 因

原 生 流 城 名

・忠別 川上流二見沢 ・アイジポ ップ。沢

・ポン クワウンナイ川流城

・右 股川上流部

・大鴨津川上流部(計5β70躍 の

・木内川上流部(和 賀川の支流)(1551鋪

・ノロ川上流部(1β88航)

・朝 日川上流部(1 ,929{α)

・鬼怒川上流部馬坂沢(1,671肋)

・雄谷上流部(1 ,122h)

・逆河内上流部(L6734α)

・小楊子川上流部(2 、082勉)

11流 域(17,386凌 ¢)

要 因

河川改修

0

緻

0

0

0

○

0

0

伐 採

0

0

0

0

0

0

0

Q

O

土石採取 地形変更

O

水面埋立 その他

O

0

備 考

森林伐採

〃

林道 ・沿山施設 ・森林伐採

林道 ・森林伐採

林道 ・沿山施設 ・森林伐採

林道

林道 ・森林伐採

わ さび田 ・管理宿舎

林道・森林伐採

林道・森林伐採

面積の減少した原生流域名

(減少面積)

・豊似川上流 部(511融)

・和賀川上流部(1 ,571砺

・根子川上流部(704¢)

・鬼怒川上流部(95航)

4流 城(2,247航 減)

新規に選定さ,れた原生流城名

(面 秘)

・須築川上流部

・利別川上流部

(計4,4404α)

・黒部川上流部(2 ,891舶)

3流 城(7,331航 増)



なお、第2回 調査以降の見直しにより新たに原生流域 に摘出されたのは須築川上流部(北

海道)を は じめ計3流 域、7,331haで ある。

つぎに原生流域における自然公園等保全地域の指定状況をみると、国立公園33箇 所、国

定公園26箇所、都道府県立自然公園14箇 所、原生自然環境保全地域2箇 所、自然環境保全

地域4箇 所、都道府県自然環境保全地域3箇 所(但 し、3流 域は異った保全地域の重複指

定)と なっており、100流 域のうち、保全地域の指定の全くないのは21流域となっている

(表3-3)。

原生流域は第2回 調査以降保全地域の指定が急 ピッチで進んだ。第2回 調査以降保全地

域の指定がなされたのは国定公園19箇所、都道府県立自然公園2箇 所、自然環境保全地域

1箇 所、都道府県自然環境保全地域1箇 所の計23箇 所である(表3-4)。 このなかでは、

日高山脈襟裳国定公園の新規指定による保全地域の増加が目立って多い。

表3-3保 全地域の箇所数

保 全 地 域 区 分

国 立 公 園

(33)

国 定 公 園

(as)

都 道 府 県 立

自 然 公 園

(14)

特 別 保 護 地 区

特 別 地 域

普 通 地 域

特 別 保 護 地 区

特 別 地 域

普 通 地 域

特 別 地 域

普 通 地 域

原 生 自 然 環 境 保 全 地 域 (2)

自 然 環 境

保 全 地 域

(4)

都 道 府 県 自 然

環 境 保 全 地 域

(3)

特 別 地 域

普 通 地 域

特 別 地 域

普 通 地 域

指 定 な し

箇所数

21

30

3

23

24

0

7

7

2

4

0

2

1

21

注()内 は地種区分の重複 を除いた原生流域数
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表3-4第2回 調査以降の保全地域指定状況

保 全 地 域 名

日高山脈襟裳国定公園

(昭 和56年10月1日 指定)

赤石川渓流暗門の滝

県立 自然公園

(昭 和56年7月7日 指定)

和賀岳自然環境保全地域

(昭和56年5月21日 指定)

大沢川源流部

県自:然環境保全地域

(昭和57年3月17日 指定)

(計)

箇所数

19

2

1

1

23

原 生 流 域 番 号

13,14,15,

21,22,23,

30,32,33

16,17,18,1920,

24,26,27,28,29,

39,40

43

53

注:原 生流域番号は、 「原生流城一覧表」(付 表3)を 参照。
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4.魚 類 相

河川は連続 した水系であり、流域は生態系の収れんする一つの単位である。河川の改変

状況についてはすでにみたとおりであるが、このような改変は直接的、間接的に河川に生

息する魚類に影響を及ぼしていることが考え られる。

魚類相の調査は107の 河川*について河口から上流端の間になるべく均等になるように(全河

川では平均10kmに1点 程度)調 査地点を選定 し、投網 ・釣り等による捕獲調査を行うとともに、

漁協等からの聞きとりによって生患種および放流 ・漁獲状況を把握したものである。

河川は河口部に感潮域をもつため、魚類相には稀に純海産魚が含まれる場合があるが、

純海産魚は河川の魚類相の主体ではない。 このため、集計 ・整理は、第2回 調査と同様、

純海産魚(中 村守純著の原色淡水魚類検索図鑑でとりあげられた汽水域に侵入する魚類以

外の海産魚)を 除いた淡水魚*について行い、その結果は第2回 調査結果とあわせ付表4に

示 した。
　 　

また、各都道府県の行った調査では細部の同定が困難なものについてコイ類、フナ類等

類表示という形で記載されているが、集計作業でも同様のカテゴリーでとり扱った。

*漁 獲試験対象河川から除外されている河川

湧 別 川

網 走 川

石 狩 川

尻 別 川

鵡 川

釧 路 川

(北 海 道)

(〃)

(〃)

(〃)

(〃)

(〃)
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*淡 水魚

淡水魚は大きくつぎの3つ のグループに分類される。

(1)全 生活史を淡水域で過ごす魚類(純 淡水魚)

(ア)完 全に淡水域で生活する魚類

ウグイ属を除 くコイ科 ・ドジョウ科 ・ナマズ科 ・ギギ科等のコイ目魚

類。スズキ目の魚類にも少数見 られる(オ ヤニラミ・カムルチー等)。

(イ)主 に淡水域で生息するが、海水域でも短期間ならば生息が可能な魚類

メダカ科 ・カダヤシ科の魚類

(2)淡 水域と海水域のあいだを規則的に移動する魚種(回 遊魚)

(ア)淡 水域に生息するが、産卵のために海に降りる魚類(降 河回遊魚)

ウナギ属

(イ)発 生後、一時的に海に降 り、後に河川を遡 り淡水域で生活する魚類(両 側回遊

魚)ア ユ ・ヨシノボリ等

(ウ)主 に海に生息するが、産卵のため河川を遡上する魚類(遡 河回遊魚)

サケ ・マス等

(3)沿 岸域、汽水域に生息 し、偶然あるいは生理的な要求によって淡水域に侵入する

魚類(周 辺性の魚類)

(ア)汽 水魚 マハゼ ・アベハゼ等

(イ)沿 海魚 ボラ ・スズキ等

一般に(3)に属するものは淡水域では稀にしか見られない魚類であり、(1)・(2)の魚類

が淡水域の魚相の主体である。

このように淡水魚とよばれるものの内訳は様々であるが、このなかでコイ目の魚類

は常に淡水域で発生分化を繰 り返 してきたと考えられており、一次的(primary)淡

水魚とよばれている。
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(1)生 息魚種

① 河川別の生息種数

集計作業では、現地調査及び聞きとり調査によって確認されたものを生息魚種として

いる。

河川別の生息状況は付表4に まとめたとお りである。

生息魚種数の多い河川を列記するとつぎのとおりであり、信濃川 ・筑後川の63種 を最

多として殆んどが本州の主要河川である。

◎ 生息魚種数の多い河川

信

筑

長

淀

高

紀

阿

雄

那

木

濃

後

良

津

の

賀 野

物

珂

曽

川

川

川

川

川

川

川

川

川

川

63種

63種

62種

62種

60種

59種

54種

53種

52種

51種

注:現 認及び聞きとりによる生息種

本州の河川以外では九州の筑後川で生息魚種数の多いことが目立 っているが、 こ

れは東北、中部 日本にくらべ、近畿以西で淡水魚相が豊富なこと、さらに北九州地方で

は中国揚子江下流部と共通の種が加わること等によるものと思われる。

ブラキス トン線によって本州と隔て られた北海道地方の河川や急流路で流下する水系、

および流程の短い河川には生息魚種の少ない河川が目立つ。

第2回 調査と第3回 調査を比較 して生息魚種数が増加 した河川を列挙すると表4-1

のような河川があげられる。これらの河川の中には多摩川のように放流がさかんで、 放流魚

種及び放流に伴う随伴種が定着 したため魚種相が豊富になった、すなわちこの間に魚類

相が変化 したと考え られる河川もあるが、他の多くの河川は聞きとりに力をいれたこと

や、汽水魚、沿海魚に関する知見が集積されて確認魚種数が多 くなったものと考え られ

る。

一方、第2回 調査か ら第3回 調査の間に生息魚種数が減少 した河川を列挙すると表4

-2の ような河川があげられる。魚種類の減少 した河川に関する都道府県の報告のコメ

ントでは、河口域の河川工作物の存在 〔赤川 〕や、鉱山の排水 〔梯川 〕等があげられて
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表4-1生 息魚種数が増加した河川

河 川 名

雄 物 川

子 吉 川

利 根 川

多 摩 川

鶴 見 川

狩 野 川

安 倍 川

菊 川

佐 波 川

仁 淀 川

菊 池 川

緑 川

生 息 魚 種 数

第2回

43

33

30

21

11

24

23

22

15

29

29

26

第3回

53

42

39

38

18

35

30

40

31

35

40

44

増 加 した 魚種 名

コ ノ シ ロ ・サ ヨ リ ・ シ マ ハ ゼ 等

コ ノ シ ロ ・サ ヨ リ ・ボ ラ等

イ ワナ ・ ウ ナ ギ ・ ク ロ ダ イ 等

イ ワ ナ ・タ イ リ クバ ラ タ ナ ゴ ・カ ダ ヤ シ 等

ウ グイ ・ ア ブ ラハ ヤ ・ ゲ ン ゴ ロ ウ ブ ナ 等

ニ ジ マ ス ・タ モ ロ コ ・ ニ ゴ イ等

ニ ジ マ ス ・ボ ラ ・ ス ズ キ 等

コ ノ シ ロ ・マ ハ ゼ ・シ マ ハ ゼ 等

ニ ゴ イ ・ タ カ ハ ヤ ・ア カ ザ 等

ゼ ゼ ラ ・ タ イ リ クパ ラ タ ナ ゴ ・ ス ズ キ 等

ドジ ョ ウ ・ ウ ナ ギ ・ボ ラ等

シ ラ ウ ナ ・ ゲ ン ゴ ロ ウ ブ ナ ・ クル メサ ヨ リ等

注:増 加種数6種 以上の河川を抽出

表4-2生 息魚種数が減少 した河川

河 川 名

十 勝 川

最 上 川

赤 川

荒 川(0330)

黒 部 川

小 矢 部 川

梯 川

由 良 川

九 頭 竜 川

北 川

千 代 川

日 野 川

生 息魚種数

第2回

23

49

38

44

14

32

23

37

39

28

23

19

第3回

13

42

30

37

7

19

15

31

24

13

12

13

減 少 した 魚種 名

ス ナ ヤ ツ メ ・イ トウ ・ ア メ マ ス等

ア メ マ ス ・バ ク レン ・シ ロ ウナ 等

シ ナ イ モ ッ ゴ ・モ ッ ゴ ・ ウ キ ゴ リ等

カ ワ マ ス ・ ニ ゴ イ ・ワ カ サ ギ 等

ト ミ ヨ ・ ウ キ ゴ リ ・カ マ キ リ等

ス ナ ヤ ツ メ ・イ トヨ ・ニ ジマ ス 等

イ ワ ナ ・ ア マ ゴ ・ シ マ ドジ ョ ウ 等

ヒ ガ イ ・ア ブ ラ ボ テ ・ア カ ザ 等

カ ワ ヤ ツ メ ・ ヒ メ マ ス ・ハ ス等

シ マ ドジ ョ ウ ・ア カ ザ ・サ ヨ リ等

ワ カ サ ギ ・ タ モ ロ コ ・モ ッ ゴ等

モ ッ ゴ ・ ビ リ ソ ゴ ・マ ル ハ ゼ等

注:減 少種数6種 以上の河川を抽出
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いる。また、表4-2に はランクされないが、高津川では、生活排水、魚類の乱獲、河

川改修ゐ進行等により、魚種、量 とも激減したというコメントもある。

しか し調査時に水量が少なく現地調査が十分に行えなかった河川(九 頭竜川 ・北川 ・

小矢部川)や 、調査方法が第2回 調査 と同じでない河川(第2回 調査で行 っていた潜水

調査が実施できなかった一千代川 ・重信川等)も ある。

確認魚種数の変化は魚類相の変化として一律には扱えないが、放流の盛んな一部の河川

では魚類相が豊富化 し、また、一部の河川では上に述べたような様々な要因によって魚

類相が貧弱化 したとうけとめ られる部分がある。

② 広域分布種

全国の河川に広く分布する魚種は表4「一3に 示すように、アユ(97河 川に生息)を は

じめとする種であり、後述するようにアユ ・コイ ・ギンブナ ・ウナギ等は主要な漁業対

象種として放流量、漁獲量とも多い。

オイカワは稚アユの放流にともない全国の河川に広 く分布するようになった種で、各

地で河川中流域の最優勢種にな りつつあることが指摘されているが、本調査でも多摩川

等では中流域の生息確認地点が増加 している。本種は河川改修に伴いますます繁殖が予

想される種である。

ウグイは純淡水魚であるが、上 ・中流域か ら下流まで広い行動範囲をもち、アユ ・オ

イカワについで広 く分布 している。

この他、底生性のカマッカやアユと同 じ両側回遊魚のヨシノボリも環境に対しては比

較的広い適応性をもち広域に分布 している。

表4-3広 域に生息す る魚種(上 位10種)

魚 種 名

ア ユ

ナ イ カ ワ

ウ グ イ

カ マ ツ カ

ヨ シ ノ ボ リ

コ イ

ギ ソ ブ ナ

ナ マ ズ

ウ ナ ギ

ボ ラ

シ マ ド ジ ョ ウ

生息河川数

97

96

92

91

90

90

83

82

80

78

75

注:現 地調査及び聞きとりによる確認
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③ 分布の限定された魚種

生息域の限定 された分布局限種(こ こでは3河 川以下にしか生息しない種、ただ し、

生息情報のない種は除く)を 集計すると41種が リス トアップされた(表4-4)。 アオ

ウオ ・コクレン等の移入魚、カマス ・ニシン等の沿岸魚のほかゴギのような天然記念物

指定の純淡水魚 も含 まれる。

分布局限種が多い河川は、北方系の狭分布種をもつ北海道一太平洋(中 南)水 系群の

沙流川、日本の淡水魚のルーッを多くもった琵琶湖から流下する淀川、有明湾にのみ生

息する魚類が遡上する筑後川、南方系の汽水魚のみられる沖縄県の浦内川などである。

④ 分布域の変化

主要魚種について生息する河川数の変化をみるとつぎのようにまとめられる(表4-

5)a

清水に生息す る種が多いサケ ・マス類は若干の河川で増減があるものの大きな変化は

見 られない。この中でヒメマスは、第2回 調査で記録のあった3河 川(九 頭竜川 ・鬼怒'

川 ・天竜川)の いずれか らも生息情報が得られていない。

広域分布種についてみるとアユは第3回 調査では北海道の留萌川、九州の六角川で聞

き取り、現認がなされず記録のみとなっているが、依然 として最 も多くの河川に生息し

ている。この背景には主要漁業対象種としての盛んな放流 が考えられる
。

コイ科の広域分布種では、オイカワ ・カマッカには変化がなかったが、繁殖の場が限

定されるカワムッはやや生息河川数が減少 した。本調査において河川単位ではこれらの

種に大きな変化は見 られなかったが、多摩川、荒川等でのオイカワの生息確認地点数の

増加に見られるように、河川改修に伴う河川形態の変化(瀬 と淵の消失、平瀬化)に よ

り平瀬的環境に好んで生息するオイカワは生息域を拡大 していると言われてお り、都道

府県のコメントでも吉野川等でこのことが指摘 されている。

生息す る河川数の変化が顕著であったのは後述する外国からの移入魚種の数種及び清

水性のギギ類 ・トゲウオ類である。

ギギ類ではアカザ(5河 川減少㍉ 、 トゲウオ類ではイ トヨ(5河 川減少)の 生息する河川

数が減少した。アカザは生息が確認されている河川で も高津川のように「近年激減しほとん

ど見かけない」というコメントが見られる。

アカザは由良川等本州一日本海水系秣 イトヨも黒部川 ・神通川等本州一日本海水系群の

河川での減少が 目立つ。

*減 少河川数は5で あるが、佐波川で今回確認されているため、全国では4河 川減少

した。
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表4-4生 息する河川の局限された種

魚 種 名

カ ラ イ ワ シ

ニ シ ン

カ タ ク チ イ ワ シ

ゴ ギ

エ ゾ イ ワ ナ

ナ シ ョ ロ コ マ

プ ラ ウ ン トラ ウ ト

カ ラ フ ト マ ス

シ シ ャ モ

キ ュ ウ リ ウ ナ

チ カ

ア リア ケ シ ラ ウ ナ

ア リアケヒメシラウナ

シ ナ イ モ ッ ゴ

ヒ ナ モ ロ コ

カ ワ パ タ モ ロ コ

チ チ ブ モ ド キ

ミ ミ ズ ハ ゼ

イ サ ザ

ヤ マ ノ カ ミ

ウ ケ グ チ ウ グ イ

河 川 名

淀川

天塩川

高津川,紀 の川

斐伊川,高 津川

鳴瀬川

渚滑川,十 勝川,沙 流川

犀川,庄 川

十勝川

沙流川

沙流川

沙流川

筑後川

筑後川

最上川,信 濃川,阿 武隈川

筑後川

菊川,矢 作川

菊川

高津川,狩 野川,紀 の川

荒川(0330)

嘉瀬川,菊 地川,緑 川

阿賀野川

魚 種 名

ア ナ ウ ナ

コ ク レ ン

ナ ・ガ ブ ナ

ニ ゴ ロ ブ ナ

イ タ セ ン パ ラ

シ ロ ヒ レ タ ピ ラ

セ ボ シ タ ピ ラ

ゼ ニ タ ナ ゴ

キ ンギ ョ(ヒ ブナ)

タ ウ ナ ギ

ナ ナ ウ ナ ギ

カ ダ ヤ シ

ハ リ ヨ

カマス(ア カカマス)

チ ョ ウ セ ン ブ ナ

ギ ソ ガ メ ア ジ

ヒ ラ ス ズ キ

ゴ マ フ エ ダ イ

ナ キ フ エ ダ イ

'

キ ヂ ス

河 川 名

利根川

利根川,荒 川(0290),淀 川

信濃川,天 竜川

紀の川,淀 川,大 和川

木曽川L長 良川,淀 川

豊川,淀 川,仁 淀川

筑後川

信濃川,名 取川

最上 川,多 摩川,淀 川

雲出川,紀 の川,淀 川

櫛田川,浦 内川

荒川(0290),多 摩 川

長良川

子吉川

信濃川

浦 内川

四万十川

浦内川

浦内川

川 内川

注1:3河 川以下にし ・々生息 しない種、ただ し生憲情報のない種は除 く。

注2:魚 種名が「'○○類 」と報告されたものについては除く。
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表4-5主 要魚種の生息河川臓 の変化

ア サケ ・マス類

魚 種 名

イ ト

カ ワ

ア メ

エ ゾ イ

オ シ ョ ロ

イ ワ

ジ

マ

マ

ワ

マ

ウ

ス

ス

ナ

コ マ

ナ

ス

ブ ラ ウ ン ト ラ ウ ト

カ ラ フ ト マ ス

ピ

サ

イ

サ ク

ヤ

ビ

ア

メ マ

ワ

ラ マ

マ

ワ マ

マ

ス

ケ

メ

ス

メ

ス

ゴ

生 息 河 川 数

第2回

1

12

9

3

4

30

61

1

2

3

33

1

29

44

6

43

第3回

0

10

7

1

3

33

58

2

2

0

34

0

30

47

5

43

イ.広 域分布種

生 息 河 川 数

ウ.ギ ギ類 ・トゲ ウオ類

魚 種 名

ア

オ イ

コ

カ マ

カ ワ

ウ グ

ウ ナ

カ

ツ

ム

ユ

ワ

イ

カ

ツ

イ

ギ

第2回

99

96

91

91

66

96

7s

第3回

97

96

90

91

63

92

80

魚 種 名

ア カ

ネ コ ギ

ギ

イ ト

ト ミ

イ パ ラ ト ミ

ム サ シ ト ミ

ザ

ギ

ギ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

生 息 河 川 数

第2回

44

6

30

21

8

5

1

第3回

40

5

31

16

7

4

0

⑤ 移入魚の増加

魚類相の変化は一般的には魚類をとりまく各種の生態的要因の変化に対応しており、

水域の魚類相の豊富化は外からの移入によってなされる場合が多い。

魚類相の変化として、顕著なことの一つは各地で外国産の移入魚の生息する河川が増
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加 していることである。

すなわち外国産移入種の中には日本に移入 ・放流されることにより繁殖し、分布を拡

げつつあるものがみられる(表4-6)。

ブラックバス(オ オクチバス)は 、北米原産種でルアー釣 りの対象種として芦ノ湖に

移入されて以来、全国に広 く分布するようになり、第2回 調査では全国8河 川に生息してい

たが、今回の調査では33河 川に生息している。肉食魚ということでその動向が注目ざれている。

ブルーギルも北米原産種で第2回 調査では全国13河川に生息 していたが、その後最上

川、円山川等にも分布を広げ、今回の調査では20河 川に生息 している。 この他カムルチ

ー(43河 川に生息) 、タイ リクバ ラタナゴ(42河 川に生息)、 ティラピア(4河 川に生

息)等 も生息域を拡大 している魚種である。

表4-6外 国産移入魚の生息河川数変化

魚 種 名

ア オ ウ オ

ソ ウ ギ ョ

バ ク レ ン

タイ リ クバ ラ タナ ゴ

(ニ ッポ ンバ ラ タナ ゴ)*

タ ッ フ。 ミ ノ ー

カ ダ ヤ シ

カ ム ル チ ー

フ フ ツ ク ハ ス

ブ ル ー ギ ル

ア イ フ ピ ア

生 息 河 川 数

第2回

1

17

12

36

9

1

0

39

8

13

1

第3回

1

16

11

42

4

0

2

43

33

20

4

注:*ニ ッポンバラタナゴは移入魚ではないが参考のため記載した。

今後も放流事業の如何によってはこれ らの魚種の生息域が拡大 してゆ く可能性もある。

また、 「ニッポンバラタナゴが外来種タイリクバラタナゴによる交雑ど生態的圧迫 に

より減少 している」といわれるような傾向は本集計結果(表4-6)か らも読みとるこ

とができ、原産、移入の別を問わず、移入魚種の生態的圧力による在来種の減少が懸念

される。

⑥ 天然繁殖魚種

天然繁殖魚種は、漁獲試験により生息を確認したもの、漁協等の聞きとりによって生息を
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確認したもの以外にも、当該河川に現在生息していると思われる魚種について、採卵、人工

ふ化によらず自然の状態で繁殖している魚種である。したがって現地調査及び聞きとり調査

によって確認されたもののみを対象として集計した前 「①河川別の生息種数 」～「⑤移入魚

の増加 」の項の生息魚種数よりも天然繁殖魚種数が多くなる場合がある。

天然繁殖魚種数(文 献に記載のあるものを含む)の 多い河川についてみ ると四万十川

(76種)が 最多で他に60種以上が2河 川(紀 ノ川、高津川)、50種 以上が6河 川(仁 淀

川、岩木川、淀川、吉野川、緑川、菊池川)と なっており、調査河川の平均は29.2種 で

あった(表4-7)。

天然繁殖魚種数が多いということは水質条件、河床状況、河岸の植被状況等に規定 さ

れた魚種の繁殖の場が多いことを示 している。天然繁殖魚種数が上位の河川をみると、

四国の主要河川が多いのが目立つ。一方、天然繁殖魚種数が少ないのは、 ブラキス トン

線をはさんで本州の外側にある北海道の河川や本州一日本海水系群に属する河川に多く

見られる。本州一日本海水系群の河川は黒部川、常願寺川に代表されるように均一な急

流という地形条件が、天然繁殖魚種数の少ない要因の一つになっていると思われる。

つぎに魚種についてみると、多 くの河川で天然繁殖 している魚種は、オイカワ(94河

川)、 ウグイ(92河 川)、 カマツカ(90河 川)、 コイ(88河 川)な どで、アユを除いて

表4-7天 然繁殖魚種数の多い河川

河 川 名

四 万 十 川

紀 の 川

高 津 川

仁 淀 川

岩 木 川

淀 川

吉 野 川

緑 川

菊 池 川

那 珂 川

江 の 川

肱 川

鬼 怒 川

多 摩 川

最 上 川

天然繁殖魚種数

76

68

67

56

54

53

52

52

51

49

48

48

47

4?

46

水 系 群

四国一太平洋(中 ・南)

本 州一太平洋(中 ・南)

本 州一 日本海

四国一太 平洋(中 ・南)

本 州一 日本海

本州一瀬戸内海

四国一太平洋(中 ・南)

九州一束支那海

九州一束支那海

本州一太平洋(中 ・南)

本 州一日本海

四国一瀬戸内海

本州一太平洋(中 ・南)

本 州一太平洋(中 ・南)

本 州一 日本海
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魚類の生息河川数順位と一致 している。アユは97河 川に生息しているが、このうち天然

繁殖 しているのは82河川であった(表4-8)。

表4-8天 然繁殖魚種別河川数(順 位)

天 然 繁 殖 魚 種

1.オ イ カ ワ

2.ウ グ イ

3.カ マ ッ カ

4.コ イ

5.ヨ シ ノ ボ リ

6.ギ ン ブ ナ

7.ア ユ

8.ド ジ ョ ウ

9.シ マ ド ソ ヨ ウ

10.メ ダ カ

11.ナ マ ズ

12。 モ ッ ゴ

13.カ ワ ム ツ

14.チ チ ブ

15.ゲ ン ゴ ロ ウ ブ ナ

河 川 数

94

92

90

88

88

83

82

79

72

71

69

67

65

61

60

注:文 献記載を含む。

(2)放 流状況

r(1)⑤ 移入魚の増加 』の項でみたように、魚類の移入すなわち放流は、その規模の大

小に関わらず、わが国の河川生態系に少なからぬ影響を及ぼしてきたものと思われる。

第3回 基礎調査で もこのような視点から河川の放流状況を調査 した。

調査対象河川(107河 川)で 放流の行われているのは計90河 川である。

河川における放流の実態は稚魚放流では尾数及び重さで、卵放流では卵数で把握されて

いる。これによると稚魚放流が行われているのは、尾数記載:85河 川、重さ記載:29河 川

で稚魚放流計では90河川、また、卵放流では37河川である。

一方、放流が全く行われていない河川は一部の河川群に偏 っており、北海道の水系群(計

10河川)の ほか本州一瀬戸内海水系群(計4河 川)、 九州 一束支那海水系群(計5河 川)

などにまとまっている。 これらの河川は、北海道の河川群を除くといずれも比較的短流路

の河川である。なお都市河川(b代 表ともいえる荒川、鶴見川も放流の行われていない河川

である。

放流量の多い河川は表4-9に 示すように、稚魚放流(尾 数表示)で は天塩II(ワ カサギが主

体)、 卵放流では江の川(ア ユが主体)を はじめとする河川である。
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表4-9放 流量の多い河川

稚魚放流(百 尾/年)

天 塩 川

神 通 川

雄 物 川

信 濃 川

後志利別 川

球

子

紀

米

黒

磨

吉

の

代

部

川

川

川

川

川

772,772

176,338

86,670

85,996

69,030

65,970

65,690

58,595

56,870

55,230

稚魚放流(kg/年)

利

太

信

吉

江

庄

旭

黒

高

揖

根

田

濃

井

の

部

保

川

川

川

川

川

川

川

川

川

川

29,233

15,316

13,705

12,366

11,831

10,350

10,158

9,310

9,285

5,050

卵 放 流(千 粒/年)

江

木

大

筑

天

矢

の

曽

野

後

竜

部

川

川

川

川

川

川

小 矢 部 川

吉 野 川

後志 利別川

大 淀 川

145,700

120,000

69,000

43,045

31,420

28,540

20,300

18,000

16,000

12,030

放流魚種についてみると、最も多 くの河川で放流されているのはアゴ(78河 川)で あり

ついでコイ(73河 川)、 ウナギ(55河 川) 、ニジマス(37河 川)の 順である。量的にみて

も放流量が最 も多いのはアユで、26,463万 尾/年 、82.4t/年 が放流されており、卵放

流でも他魚種を圧倒 し、放流対象種 として抜き出ている(表4-10)。

つぎに第2回 調査と第3回 調査で調べられた放流量の魚種別組成(い ずれ も調査前5年

間の平均)を 比較してみ ると(付 表5)、 放流量の多い主要河川では2時 期の間に放流量

が変化 していても、魚種別の組成(放 流量にしめる構成割合)自 体には大きな変化はみら

れない場合が多いが神通川のようにアユの放流割合を大きく変えている河川や、米代川の

ように放流の主体がニジマス、アユからサケ、サクラマスへと大き く変わったケースもあ

る。

放流事業は漁獲高を高めるために行われるものであり、河川の規模、河川の水況に応 じ

た管理によって漁獲高の向上が可能 となる。 このため、わが国の主要河川では河川の状況

に応 じ、魚種、放流量を年度毎細か く設定 しているのが現状である。
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表4-10主 要魚種の放流量 と放流河川数

魚 種 名

ア ユ

コ イ

ウ ナ ギ

ニ ジ マ ス

ア マ ゴ

ゲ ン ゴ ロ ウ ブ ナ

ギ ソ ブ ナ

サ ケ

イ ワ ナ

フ ナ 類

ナ イ カ ワ

サ ク ラ マ ス

ウ グ イ

キ ン ブ ナ

放流河川数

78

73

55

37

37

31

26

21

is

17

15

14

13

9

稚 魚 放 流 量

100尾/年

2,646,399

58,087

55,824

14,684

50,380

11,798

11,584

757,530

56,500

3,750

34,651

26,757

5,791

7,970

kg/年

82,432

17,440

5,570

2,139

1,280

919

219

1,603

305

6,072

172

3,999

卵 放 流 量

1000粒/年

487,704

584

6

193

1,000

65

10,145

(3)漁 獲状況

漁獲に関する情報がある河川は、計88河川で、これは調査対象河川の77.9%に あたっ

ている。

漁獲量が多いのは表4-11に 示す利根川をはじめとする諸河川で、これ らはいずれも長流

路の河川であり環境容量の大きさをうらづけている。

漁獲量についてみると漁獲量の最も多いのはアユで、全国の計では8,994tの 水揚げが

ある。ついでウグイ ・コイ ・サケの順で漁獲が多い(表4-12)。

全国的に広 く漁獲されているの もアユで北海道か ら九州まで77河川で漁獲がある。

ついでコイ(67河 川)、 ウグイ(63河 川)、 ウナギ(56河 川)の 順で漁獲河川数が多い。

アユは放流量 ・漁獲量 ともに抜き出た、わが国水産上の最重要種である。

また第2回 調査/第3回 調査で調べ られた漁獲量について魚種別の組成をみると(付 表

6)、2回 の調査問に漁獲量の大きく伸びた阿賀野川(第2回282.8t/年 、 第3回

1,626.6t/年)・ 神通川(第2回335.7t/年 、第3回500.7t/年)等 を除くと魚種別の組成
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に大きな変化はみ られず比較的安定 している。なお、阿賀野川 ・神通川はいずれも2回 の調

査で放流量が大きく増加 した河川であり、阿賀野川のデータからは、昭和53年4月 の水銀

汚染の安全宣言以降の漁業の振興ぶりを伺うことができる。

表4-11漁 獲 量 の 多い河川

河 川 コ ー ド

0280

0340

1010

0890

oa70

0542

0920

0350

0320

0130

河 川 名

利 根 川

阿 賀 野 川

球 磨 川

四 万 十 川

那 珂 川

長 良 川

筑 後 川,

信 濃 川

相 模 川

十 勝 川

漁 獲 量(kg/年)

2,861,000

1,626,600

1,258,000

1,254,900

1,173,000

1,065,000

968,000

810,000

684,800

668,081

表4-12主 要魚種の漁獲量と漁獲河川数

魚 種 名

ア ユ

コ イ

ウ グ イ

ウ ナ ギ

オ イ カ ワ

ニ ジ マ ス

フ ナ 類

ギ ン ブ ナ

ア マ ゴ

イ ワ ナ

サ ケ

サ ク ラ マ ス

ゲ ンゴ ロウプナ

キ ン ブ ナ

漁獲河川数

77

67

63

56

47

40

24

23

22

19

18

15

15

13

漁獲量(kg/年)

8,994,470

2,774,612

2,849,420

725,832

1,172,470

410,332

599,710

912,939

325,600

335,400

1,239,300

75,200

85,200

266,118
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(4)魚 類相と環境要 因

淡水魚の分布を左右する生態的要因 として、上野(1980)は つぎのような事項をあげて

いる。

(1)水 温(2)DO(3)光(4)餌 料の存在

(5)塩 分(6)か くれ場所(7)流 れの強さ

(8)病 気(9)天 敵 ⑩ 底質

⑪ 産卵や繁殖に適 した場所 ⑫ 競争の相手

これ らの要因は概ね各魚種ごとに定まっているものであるが、こうした各種の生態的要

因は上流か ら下流へ流下する河川の形態と対応 して存在 している場合が多い。例えば河川

の上流では一般に水温は低く、DOが 多く、底質はれき底 といった具合である。

こうした生態的要因と生息魚種の関係を表わすためにヨーロッ抽 では出現する魚類によ

って水域を類型化することが進んでいる。河川では上流側から(1)ヤマメ域、(功工'ッシェ域、

(3)バルベ域、(4)ブラクセ域、(5)汽水域にわけられる場合が多い(図4-1)。

魚類による水
域わけ

傾斜
流速

流量

プロフィーノレ

底質
濁り

水温の年較差

酸素含有量

水質階級

魚の指標値

ヤマメ域
上部 下部
i

L℃ 「

}

1

エ ッ シェ域

▽

3
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図4-1水 域類型区分の例

出典 陸水生態学(1974)津 田松苗
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日本 の河川 もこのよ うに類 型化 す ることができ、例 えば津田 ・御勢 らは吉野川 ・紀の川

水系につ いて 、上流か ら(1)アマ ゴ域、(2)オ イカ ワ域、(3》コイ域、(4)汽 水域 に区分 してい る。

ヨーロ ッパ の5類 型に くらべ、 ここで は一 類型少 ないが、流程 が短か く勾配 も著 しく大 き

い 日本の河川 は ヨーロ ッパの河川 と同一に扱えず、短 流路の河川で は(3》と(4)のみ という場

合 も少 な くない。

また、可児(1944)は 、 河川の形態 につ いて、瀬 と渕の分布 に着 目し次 のよ うな分類 を

行 ってい る。

河川の形態

一般に、河川の上流では一つの蛇行区間に多 くの瀬と淵が交互に出現するのに対

し、中流と下流では瀬と淵が一つ しかない。可児は前者をA型 、後者をB型 と名づ

けた。

つぎに瀬から渕への流れ込み方に着目すると、上流では滝のように落ち込み(a

型)、 中流では波立つ(b型)、 下流では殆んど波立たない(c型)。

以上の地形的条件と水の流れ方の組み合わせによって河川を表現 したのが河川形

態であり、典型的な河川ではAa型 は上流に、Bb型 は中流に、Bc型 は下流にみと

め られる。

平面図

Aa型 鞭 厚,凱 採 渉

縦断図

多臨
" ・ノ4

,ノノ!

B欧華糖 癒

図4-2河 川 形 態 の3っ の 型 ♂ 』'・,'・・、 ノ、の'

(覗1944よ り改)Bc型:・.§ 一 一一f・ 伽_,Z卿.

以上は、河川における魚類相をとりまく生態的要因及び河川の形態に関する一般的な事

項であるが、取水施設の設置は下流域に減水区間をつ くりだ し、河道の改修は瀬と淵の分

布を変化させる等、河川の改変は魚類相に代表される河川の生態系に少なからぬ影響を及

ぼ しているものと思われる。この項ではこのような観点から河川の改変状況と魚類相の関

係を検討 してみる。

まず、魚類相については、天然繁殖魚種数の多い河川、生息魚種数の多い河川、遡河性

魚種に関係する河川、清水性魚種数の多い河川等をとりあげた。これらの河川は、一般に魚
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類の自然分布か らみて好ま しい状況を呈 していると思われる河川である。

これらめ河川の改変状況等を全国の平均値と比較 したところ、魚類相の良好な河川では、生

息魚種数め多い河川以外は人工化された水際線の構成比が全国の構成比よりも低いが、河原や

河畔の自然地率とは特に関係は認められない。このことは、魚類の生息にとって河川後背

の諸条件よりも、一次的な水際線の状況がより需要な因子となっているという見方ができ

る。また、河川横断工作物については、その多少の程度と魚類相との間に明確な関係は見

出せないが、r2(4)項 』でみたように魚類の自然分布に及ぼ している影響は大きいものと

思われる(表4-13、 図4-3)。

表4-13魚 類 相 とi環境要因

天然繁殖魚種数の
多い河川(20)

生 息 魚 種 数 の
多い河川(32)

アユが河[]か ら100km以

上 に生 息す る河川(28)

サケの 遡上す る
全河川(31)

サクラマスの遡上する
全河川(24)

清水性魚種が6種 以上
生息す る河川(27)

全 河 川
(113)

人工化され
た水際線%

18.7

25.0

19.9

15.3

15.5

20.2

21.4

河原の自然
地率%

31.3

32.7

34.6

31.1

33.2

35.1

33.3

河畔の自然
地率%

36.1

31.6

39.1

32.7

33.1

42.8

36.9

河 川 横 断
工 作 物 数

19.7

24.2

19.6

18.6

18.8

18.4

19.4

注1:表 中数字はいずれ も平均値()内 は河川数

注2:清 水性魚種としてはサケ科、イ トヨ科、ギギ科の魚種をとりあげた。
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図4-3魚 類相と環境要因
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また、近年、河川改修に伴う河道の直線化や瀬と淵の消失が魚類相を変化させているこ

とがいわれ七いる。一例として水野はr河 川の生態学 』の中で、 「河川の人為的な改変は

アユの生息に悪影響を与え、オイカワに有利に働 くことが多く、アユ型河川からオイカワ

型河川へ変化することがある。 この、オイカワ型河川への変化は主に河川改修によるもの

であるが、水質の汚濁が進行す ると、 コイの優勢な魚相へ変化 してゆく場合も考えられる」

ことをのべている。オイカワは平瀬的環境 に好んで生息 しており、この意味で一般に河川

改修等による瀬、淵の区分のあいまい化は、オイカワに有利な環境をつくり出していると

指摘されている。

この関係をみるため、第2回 調査と第3回 調査の間で、オイカワの生息地点が増加 した

河川を抽出 し、これらの河川の改変状況の変化を調べた。

2回 の調査の間にオイカワの生息地点数が増加したのは全国で計27河 川であり、本州一

太平洋(中 ・南)、 四国一太平洋(中 ・南)、 九州一太平洋、九州一束支那海等の水系群

で増加 している(表4-14)。

オイカワの増加 した河川における人工化された水際線の割合は26.0%と 全国の値(21.4

%)に くらべて高 く、河畔の自然地率は35.0%と 全国の値(36.9%)よ り低い。

第2回 調査から第3回 調査の間に、全国では人工化された水際線が2.2%増 加 し、後背

の河畔の自然地率は2.5弩 減少している。これに対してオイカワの生息地点数の増加した全国

27の河川について、水際線の人工化の割合および河畔の自然地率の変化を求めてみると、人

工化された水際線の割合は3.2%増 と、全国の変化を上回 り、河畔の自然地率の変化は2.0%

減となる(表4-15)。 オイカワが水際線の改変の少ない北海道の河川には生息 していない

点を考慮する必要があるが、上記の結果は、前項の結果と同様、水際線の改変状況が魚類の生

息状況に係わっている一つの表われと考えられる。
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表4-14オ イカワの生息地点の増加 した河川

水系群

本州一日本海

(5)

本 州 一太 平 洋

(中 ・南)

(13)

河川名

岩木川

雄物川

常願寺川

日野川

江の川

利根川

荒川

多摩川

鶴見川

狩野川

富士川

安倍川

大井川

天竜川

矢作川

庄内川

木曾川

鈴鹿川

2回

8

9

1

6

10

6

7

1

1

4

2

3

7

6

9

8

10

4

3回

9

10

2

7

11

7

8

4

2

6

3

4

8

8

10

9

12

5

水 系 群

本州一瀬戸内海

(2)

四国一太平洋

(3)

九州 一太平洋

(1)

九州 一瀬戸内海

(1)

九州 一束支那海

(2)

河川名

揖保川

佐波川

吉野川

那珂川

四万十川

大淀川

大野川

本明川

川内川

2回

7

4

8

9

13

9

9

3

8

3回

8

5

9

10

14

10

10

4

10

表4-15 オイカワの生息地点数の増加 した河川における

河川の改変状況
単位:%

オ イカワの増加した河川

(27)

オ イカワの生息する河川

(96)

全
(113)

国

人工化された水際線

第2回

22.8

20.3

19.2

第3回

26.0

23.3

21.4

河畔の自然地率

第2回

37.0

37.9

39.4

第3回

35.0

35.5

36.9
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5.そ の 他

(1)保 全地域指定状況

河川に関する自然公園、自然環境保全地域等保全地域の指定状況を表5-1に 示す。

全河川では2,180区 間、19.1%が 何らかの保全地域の指定をうけており、 その内訳は国

立公園510区 間(4.5%)、 国定公園414区 間(3.6%)、 都道府県立自然公園1,225区 間

(11,0%)、 自然環境保全地域11区 間(0.1%)、 都道府県自然環境保全地域8区 間(0.1

%)で あり、原生自然環境保全地域には該当するものがない。保全地域別では都道府県立自

然公園の割合が大きい。

水系群別にみると、河畔土地利用で自然地構成率の高い沖縄の浦内川が88.9%と 最 も保

全地域の割合が大きく、九州一束支那海水系群(39.1%)が これに続き、 本州一太平洋水系

群、北海道一太平洋(北)水 系群が20%以 上の高い指定率となっている。

一方、四国一瀬戸内海水系群と太平洋に注 ぐ水系群を除く北海道の水系群では10%以 下の

低い指定率であることが目立ち、ここにも地域差が認められる(図5-1)。
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表5-1保 全 地 域 の 指 定 状 況

水 系 群 名

北海道 一 オホー ツク海

北海道 一 日本海

北海道 一太 平洋(北)

北海道 一太 平洋(中 ・南) .

本 州 一 日本海

本 州一 太 平洋(中 ・南)

本 州一瀬 戸内海

四 国一太 平洋(中 ・南)

四 国一瀬 戸内海

九 州 一 日本海

九 州 一 太平洋(中 ・南)

九 州 一瀬戸内海

九 州 一束支那海

沖 縄 一束支那海

全 国

河 川 数

全 体

4

5

z

z

29

31

11

5

3

t

4

9

11

1

113

保 全地 域

1

1

2

1

22

29

7

4

1

0

3

3

9

1

79

区 間 数 保 全 地 域 区 分(コ ド)嶺

全 区 間

325

683

269

224

2,957

3,738

983

679

159

58

309

245

785

18

11,412

保全地域*

3

28

54

4

450

973

140

109

〉〉

a

45

40

307

16

2,180

構 成 比(%)

0.9

4.1

20.5

1.8

15.2

26.0

14.2

16.2

7.1

14.8

16.3

39.]

88.9

19.1

1]

5

5

32

42

12

23

23

130

189

1

7

16

389

13

33

14

62

18

127

510(4.5)

21

4

9

z2

3

9

9

249

21

21

16

33

5

361

23

10

11

1

32

45

99

414(3.6)

32

141

275

40

10

z7

993

33

165

237

86

79

1

29

6

zio

813

12}55(11.0)

41

a

p(0.0)

52

11

11

53

0

11(0.1)

62

3

3

63

5

3

8

8(0.1)

備 考

注1,保 全地域 区分(コ ー ド)は つ ぎの とお り。

注2,水 系群 別の区間 数(保 全地域)欄 は保 全地 域 の蒐複分

を含 まない総区 間数 を示す。

地 域 地 区 区 分

国 立公 園

国 定 公 園

特別保護地区

特 別 地 域

普 通 地 域

特別保護地区

特 別 地 域

普 通 地 域

コー ド

11

12

13

21

22

23

地 域 地 区 区 分

都道府県立

自然 公 園

特 別 地 域

普 通 地 域

原生 自然 環 境 保 全地 域

自 然 環 境

保 全 地 域

都 道 府 県
自 然 環 境
保 全 地 域

特 別 地 区

普 通 地 区

特 別 地 区

普 通 地 区

コ ー ド

32

33

41

52

53

62

63
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保全地域な し

北海道一オホーック海

保全地城なし

本 州一太平洋(中 ・南)

幽 城なし

九 州一太平洋(中 ・南)

保全地域なし

北海道一日本海

保全地域なし

本 州一瀬戸内海

保全地域なし

九 州一瀬戸内海

保全地域なし 保全地域なし

北海道一太平洋(北)北 海道一太平洋(中 ・南)

保全地域なし 保全地域な し

四 ∵ 洋(中'南)四 　 内海

保全地城なじ

九 州一束支那海 沖 縄一束支那海

図5-1保 全地域の状況(水 系群別)

保全地域なし

本 州一日本海

保全地域なし

九 州一日本海

凡 例

国 立 公 園

国 定 公 園

都 道 府 県 立
自 然 公 園

自 然 環 境
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(2)河 川の利用状況

都市化の波が全国的に波及 しようとしている今日、河川はアメニティ要素を多く備えた

貴重な空間である。河川空間がレクリェーション面、漁業面でどのように利用されているか

を把握する観点から調査区間ごとの河川の利用状況を調査 した。なお、河川の利用状況の

詳細は不快要因と併せ付表2中 に示 した。

表5-2に は漁業及び各種のレクリエーション対象としての河川の利用状況を示 した。

河川の利用形態で多いものについてみると、漁業(6392区 間)の ほか、風景探勝(855

区間)・ ボート(188区 間)・ 川下り(151区 間)・ 温泉(141区 間)・ キャンプ(127

区間)順 であり、常設的釣場(72区 間)と しての利用は少ない。

レクリエーション利用の構成比の高い河川をみるとつぎのとおりで、都市を近郊にもつ河

川(淀 川、多摩川等)か ら豊かな自然資源をもちこれがレクリエーション対象となっている

河川(浦 内川等)ま で、様々なタイプの河川がみられる。

● レクリエーション利用の進んだ河川(上 位10河川)

河川名 利用区間累計 河川調査区間数 指数

浦内川

多摩川

淀 川

大分川

山国川

相模川

番匠川

嘉瀬川

鶴見川

筑後川

16

100

55

36

32

57

20

28

20

54

16

116

76

52

48

113

42

60

122

注:「 利用区間累計 」は利用形態別の利用区間数の和。

1.00

0.ss

O.72

0.69

0.67

0.50

0.48

0.47

0.45

0.44

「指数 」は「利用区間累計 」を、調査区間数で割った値(1区 間あたり

の利用形態数)。

つぎに第2回 調査からの変化傾向をみると、第2回 調査と比較 して河川の利用が最 も増

加しているのは本州一日本海水系群で、風景探勝(57区 間増)を はじめとしていずれの種

目も目立って多くなっている。この他では、本州一太平洋水系群の風景探勝 ・キャンプ、

本州一瀬戸内海水系群(淀 川)の 川下り、九州一瀬戸内海水系群の風景探勝 ・温泉(大 分

川)、 九州一束支那海水系群の風景探勝などの増加が目立つ。

何 らかの河川の利用が行われているのは区間数からは約半数であり、河川環境はまだ利

用される可能性をもつが、荒川 ・多摩川 ・淀川等都市を間近に控えた主要河川では、風景
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表5-2河 川の利用状況

水

系

群

名

北海道 一オホ ーック海

北海道一日本海

北海道一太平洋(北)

北海道 一太平洋(中 ・南)

本 州一日本海

本 州一太平 洋(中 ・南)

本 州一瀬戸内海

四 国 一太平洋(中 ・南)

四 国一瀬戸内海

九 州一日本海

九 州一太平洋

九 州一瀬戸内海

九 州7東 支那海

沖 縄一束支那海

全 国

区

分

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

河 川 の 利 用 状 況

風

景

探

勝

5

4

26

28

2

1

1

1

89

146

230

384

79

80

17

21

3

5

14

18

15

14

50

82

61

62

9

9

601

855

キ

ヤ

ン

プ

1

2

9

25

52

66

8

7

10

11

ユ

3

2

1

1

9

12

93

127

温

泉

1

1

1

1

46

50

22

29

1

2

2

2

1

9

20

35

35

117

141

ボ

i

ト

1

1

6

6

23

37

47

54

14

14

8

8

7

8

9

5

14

12

36

36

7

7

172

188

川

下

り

1

3

11

35

73

69

6

17

4

3

3

20

20

114

151

常

設

釣

場

6

22

31

12

10

22

23

8

1

1

42

7

113

72

漁

業

2

4

65

58

20

14

14

1,584

1,623

2,287

2,389

852

852

465

508

78

99

58

276

276

180

187

392

360

2

2

6,255

6,392

小

計

9

11

105

97

2

22

ユ5

15

1,784

1,947

2,723

3,001

982

995

514

554

88

117

72

18

304

297

254

302

595

532

18

18

7,465

7,926

注:表 中の数字は区間数
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探勝をはじめとする各種利用が増加する傾向をみせており、身近な自然として河川空間の

もつ各種の資源性が見直 されてきているといえよう。

なお、 このように河川の各種利用が増加する傾向をみせる中で、常設的釣場としての利

用は天塩川、嘉瀬川などで減少 し、調査対象河川全体としても減少 してきている。

漁業は調査対象河川の83%に あたる94河川で行われており、このうち、最上川 ・利根川

・四万十川など27河川は調査区間全域が漁業の場となっている(表5-3) 。

● 漁業が全区間で行われている河川

最上川 赤川 関川 由良川 円山川 北川 鳴瀬川 名取川 利根川

荒川 多摩川 長良川 雲出川 櫛田川 宮川 紀の川 新宮川

加古川 揖保川 佐波川 物部川 四万十川 五ケ瀬川 小丸川

大淀川 山国川 矢部川

漁業の実施区間は6,392区 間で、構成比は56.0%で ある。区間割合の高いのは、九州

一太平洋(中 ・南)(90 .8%)、 本州 一瀬戸内海水系群(86.7%)等 である。このうち

九州一太平洋水系群では、4河 川のうち3河 川までが全区間で漁業が行われている。な

お、北海道の水系群は全体に漁業の実施区間割合が低い。
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表5-3漁 業の実施状況

水 系 群 名

北海道 一ナホーツク海

北海道一日本海

北海道一太平洋(北)

北海道一太平洋(中 ・南)

本 州一 日本海

本 州一太平洋(中 ・南)

本 州一瀬戸内海

四 国一太平洋(中 ・南)

四 国一瀬戸内海

九 州一日本海

九 州一太平洋(中 ・南)

九 州一瀬戸内海

九 州一束支那海

沖 縄一束支那海

全 国

漁業の実施区間割合*(%)

0

1

1

5

6

1

1

4

19

30未 満

4

4

1

2

6

4

1

1

1

2

1

27

30^一60

6

4

3

1

1

15

60以 上

6

6

5

1

2

2

3

25

100%

6

11

3

2

3

1

1

27

調査延長

(km)

325

683

264

224

2,957

3,738

983

674

154

58

304

245

785

18

11,412

漁 業 実 施

区間数(㎞)

4

58

20

14

1,623

2,389

852

508

99

0

276

187

360

2

6,392

構成比

(%)

1.2

8.5

7.6

6.3

54.9

63.9

86.?

75.4

64.3

90.8

76.3

45.9

11.1

56.0

注*漁 業の実施区間割合欄の数字は河川数を示す。

一65一



(3)河 川の不快要因

前項でみたように、河川は周辺住民の大きなレクレーション資源である反面、人間の河

川への働きかけの如何によっては不快要因をも生みだす。

表5-4に 示すように河川の不快要因として多くあげられている項目は、全国では水のに

ごり(1,007区 間)、 ゴミ・残材(530区 間)、 砂利採取(507区 間)、 水量の少 なさ

(417区 間)の 順である。

不快要因の多くあげられている河川名をあげるとつぎのとおりである。

● 不快要因の多い河川(上 位10河 川)

河川名 不快要因のあげられている区間累計 河川調査区間数 指 数

大和川

遠賀川

淀 川

鶴見川

六角川

犀 川

留萌川

庄内川

大井川

姫 川

注1:

155(38)

119(245)

128(39)

65(72)

66(5)

169(206)

25(34)

88(35)

150(108)

49(50)

62

58

76

44

47

142

25

90

160

58

2.50(0.61)

2.05(4.22)

1.68(0.51)

1.48(1.64)

1.40(0.11)

1.19(1.45)

1.00(1.36)

0.98(0.39)

0.94(0.68)

0.84(0.86)

「不快要因のあげられている区間累計 」は不快要因別の報告区間数の和。

「指数 」は「不快要因のあげられている区間累計 」を調査区間数で割 った値

(1区 間あたりの不快要因数)。

注2:()内 は第2回 。

不快要因のうち水のにごり・砂利採取 ・渇水時のダム湖岸 ・河畔の道路法面の存在の4

項目は第2回 調査よりも不快要因として多くとりあげられており、水のにごりや渇水時の

ダム湖岸などは、風景探勝など増大する河川のレクレーション利用に対し、主要なマイナ

ス要因となっている可能性が高い。

水系群別にみると、北海道一日本海水系群、本州一日本海水系群、九州一日本海水系群

等では不快要因の報告が目立 って減少している。

これとは対象的に本州一瀬戸内海水系群(特 に淀川 ・大和川の2河 川)で は水のにごり

ゴミ、残材、水面上のあわなどの各種不快要因に対する調査者の報告が目立って増加 して

いる。この他、本州一太平洋(中 南)水 系群でも不快要因の報告が増加しており、水のに

ごり、河畔の道路法面が不快要因として大きくとりあげられるなど、地域により明らかな

差が認められる。

一66一



表5-4河 川の不快要因

水

系

群

名

北海道 一オホー ック海

北海道一日本海

北海道一太平洋(北)

北海道 一太平 洋(中 ・南)

奉 州一躰 海

本 州一太平洋(中 ・南)

本 州一瀬戸内海

四 国一太平洋(中 ・南)

四 国一瀬戸内海

九 州一日本海

九 州一太平洋

九 州一瀬戸内海

九 州一束支那海

沖 縄一束支那海

全 国

区

分

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

不 快 要 因

水

の

に

ご

り

4

3

130

100

27

2

334

264

185

299

47

134

52

55

19

4

44

35

8

9

51

102

901

1,007

水

面

上

の

あ

わ

42

25

37

26

8

35

44

1

1

1

37

7

169

95

悪

臭

26

11

55

37

27

50

1

44

3

1

3

22

158

122

コ"

ミ

残

材

5

21

7

4

2

157

118

142

156

70

115

29

34

19

4

58

37

17

7

5

7

68

43

595

530

砂

利

採

取

19

8

3

2

28

30

194

182

152

153

25

37

32

53

6

17

13

1

13

29

490

50?

河
畔
の
道
路
法
面

8

2

38

60

37

120

6

29

1

15

49

47

3

2

1

115

66

273

326

水

量

の

少

な

さ

161

120

184

190

52

23

16

10

43

25

10

4

6

4

24

41

渇
水時

の
ダ
ム

塑
序

1

30

54

10

78

5

3

8

11

5

5

15

19

496174

417 170

小

計

29

11

162

111

31

4

28

30

982

834

802

1,059

240

426

138

163

101

39

245

ヱ19

59

37

13

12

326

329

0

0

3,156

3,174

注:表 中の数字は区間数
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付 表1.調 査 対 象 河 川 一覧 表

水

系

群

名

北
海
道

i
オ
ホ
i
ツ

ク
海

北
海
道

1
日
本
海

北
海
道太
1平洋

北

北
海太
道平
1洋中

南

本

州

日

本

海

河

川
コ

1

ド

0020

0030

0040

0050

ooio

ooso

0070

0080

0090

oi20

0130

oioo

0110

0140

oaio

02za

0230

0240

0250

0330

0340

0350

0352

0360

0370

0380

0390

0400

河・川 名

渚 滑 川

湧 別 川

常 呂 川

網 走 川

小 計

天 塩 川

留 萌 川

石 狩 川

尻 別 川

後志利別川

小 計

釧 路 川

十 勝 川

小 計

鵡 川

沙 流 川

小 計

岩 木 川

米 代 川

雄 物 川

子 吉 川

最 上 川

赤 川

荒 川

阿 賀 野 川

信 濃 川

犀 川

関 川

姫 川

黒 部 川

常 願 寺 川

神 通 川

都道府県

北海道

4河 川

北海道

〃

〃

5河 川

北海道

2河 川

北海道

2河 川

青 森

秋 田

山 形

罐
器
慧
長 野

新 潟

誓轟
富 山

〃

灘

水

系

群

名

本

州

日

本

海

本

州

太

平

洋

　

中

南
)

河

川

コ

1

ド

0410

0420

0430

0440

0590

0620

os70

osso

0690

0700

.0710

07∠0

0730

0740

0150

also

0170

0180

0190

0200

02so

0270

ozso

ozsz

0290

0300

0310

0320

0450

0460

ono

河 川 名

庄 川

小 矢 部 川

手 取 川

梯 川

由 良 川

円 山 川

九 頭 竜 川

北 川

千 代 川

天 神 川

日 野 川

斐 伊 川

江 の 川

高 津 川

小 計

高 瀬 川

馬 淵 川

北 上 川

鳴 瀬 川

名 取 川

阿 武 隈 川

久 慈 川

那 珂 川

利 根 川

鬼 怒 川

荒 川

多 摩 川

鶴 見 川

相 模 川

狩 野 川

富 士 川

安 倍 川

都道府県

護 岩
富 山

石 川

〃

京 都

兵 唖

福 井

鳥 取

島 根

島 根

広 島

島 根

29河川

青 森

馨
馨
宮 城

宮 城

嘉 篶

要 農

蓋 築

縫
蓄 築

舞棄
東 京

神奈川

灘
偽 岡

艘
静 岡

水

系

群

名

本

州

1

太

平

洋

　

中

南
)

本

州

i

瀬

戸

内

海

四
国
1
太
平洋

　

中
南
)

河

川
コ

1

ド

0480

0490

0500

0510

0520

0530

0590

0592

0550

0560

0570

0580

0650

osso

0600

06]0

0630

0640

0750

0760

0770

0780

0790

osoo

osio

oszo

0830

0870

ossa

0890

河 川 名

大 井 川

菊 川

天 竜 川

豊 川

矢 作 川

庄 内 川

木 曽 川

長 良 川

鈴 鹿 川

雲 出 川

櫛 田 川

宮 川

紀 の 川

新 宮 川

小 計

淀 川

大 和 川

加 古 川

揖 保 川

吉 井 川

旭 川

高 梁 川

芦 田 川

太 田 川

小 瀬 川

佐 波 川

小 計

吉 野 川

那 賀 川

物 部 川

仁 淀 川

四 万十 川

都道府県

静 岡

讐
愛 知

〃

謬 智
知

長 野

岐 阜

三 重

〃

纂歌窒
和歌山
奈 良

31河 川

杢

滋 賀
大 阪

奈 良

兵 庫

〃

岡 山

〃

広 島

山 ロ

11河 川

器
徳 島

高 知

鴛
高 知

水

系

群

名

四
国
i

麺
戸
内
海

　

爆

九

州

1

太

平

洋

,九

州

「

瀬

戸

内

海

九

州

1

東

支

那

海

河

川
コ

1

ド

osaa

0850

oaso

0900

1050

ioso

1070

1090

0910

]020

河 川 名

小 計

土 器 川

重 信 川

肱 川

小 計.

遠 賀 川

小 計

.五ケ瀬 川

小 丸 川

大 淀 川

肝 属 川

小 計

山 国 川

大 分 川

　
10301大 野ll1

1…i番 匠 川

レ1'計

0920

0930

0940

0950

0960

0970

0980

0990

1000

1010

1080

沖東1100
縄支

1那海
.

筑 後 川

矢 部 川

松 浦 〕q

六 角 川

嘉 瀬 川

本 明 川

菊 池 川

白 川

緑 川

球 磨 川

川 内 川

小 計

浦 内 川

小 計

全 河 川

都道府県

5河 川

番 川

愛 媛

3河 川

幅 岡

1河 川

宮 崎

〃

〃

鹿児晶

4河 川

大 分

4河 川

'岡

大 分
熊 本

幅 岡

佐 賀

〃

長 崎

熊 本

〃

宮 碕

鹿児島

11河 川

沖 縄

1河 川

113河 川

一70一



(1)

付 表2.河 川改 変 状 況 一覧 表 上段 第2回
下段 第3回

水

系

群
名

北

海

道

i

オ

ホ

1

ツ

ク

北

海

道

1

日

本

海

北太

海平

道洋

1北

北太

海平

道洋

1中

南

本

州

i

日

本

海

河
川
コ

i
ド

河 川 名

0020渚 滑 川

0030湧 別 川

0040常 呂 川

0050網 走 川

(小 計)

0010天 塩 川

0060留 萌 川

0070石 狩 川

0080尻 別 川

0090後 志利別 川

(小 計)

0120釧 路 川

Ol30十 勝 川

(小 計)

0100鵡 川

Ol10沙 流 川

(小 計)

0140岩 木 川

0210米 代 川

0220雄 物 川

0230子 吉 川

0240最 上 川

0250赤 川

0330荒 川

0340阿 賀 野 川

0350信 濃 川

総

延

長

km

74

74

80

80

ios

103

68

68

330

325

236

232

25

25

242

242

110

115

71

69

684

683

113

105

159

159

272

269

120

iao

104

104

224

224

91

91

120

iao

123

123

62

62

232

232

69

69

59

59

205

205

352

352

水 際 線

人

工

化

%

5.3

7.0

6.1

8.6

12.1

15.8

7.2

io.s

8.3

11.0

11.1

16.9

34.0

18.4

15.4

18.6

13.1

9.0

4.1

10.4

13'.0

15.4

9.0

13.9

22.9

23.9

17.1

19.9

5.4

8.4

7.9

10.2

6.6

9.2

8.8

9.6

17.2

23.9

12.6

16.3

17.1

20.0

11.7

15.5

7.8

8.3

11.5

13.1

11.8

12.9

30.3

30.4

自

然.

%

94.7

93.0

93.9

91.4

87.9

842

928

89.4

91.7

89.0

89.0

83.6

66.0

81.6

84.6

81.4

86.9

91.0

95.9

89.6

87.0

84.6

91.0

86.1

77.1

76ユ

82.9

80.1

94β

91.6

92.1

898

93.4

908

91.2

90.4

76.1

87.4

83.7

829

80.0

88.3

845

922

91.7

885

869

88.2

87.1

69.7

69.6

河原の土地利用

存

在

区

間

%

35.1

35.1

60.0

60.0

74ユ

77.7

39.7

485

56.1

575

742

87.1

32.0

24.0

74D

85.5

382

47$

352

352

62.7

725

94.7

95.2

66.7

66.7

783

780

59.2

61.7

61.5

61.5

60.3

61.6

66.3

692

.5'

53.3

70!ア

57.6

90.3

27.4

44.0

44.0

493

49.3

49ユ

57β

38.5

39.0

659

662

土 地 利 用

自
然
地

0

20.1

19.6

44β

44.4

38.5

38.7

16.7

20.3

31.8

318

712

71.4

32.0

4.8

50.]

55.0

36.5

45.8

22.7

123

51.7

52.9

His

73.3

428

42.8

54.7

55.0

573

58.7

57D

し57.0

572

57.9

272

28b

63.1

41.7

59.3

37B

789

24つ

30.5

313

30.0

30.6

48.6

57.1

282

303

40.7

40.7

農業

地

0

14.1

15.4

14.6

12.6

32.6

358

228

27.4

22B

23.7

2.8

13.9

0.0

192

18.6

24.8

1.7

2.0

11.3

22.4

9.0

16,9

4.5

.5.6

22.4

22.3

15.0

15.7

1$

3.0

4.5

4.5

3.1

3.7

33.3

33.6

92

io2

ios

15.7

11.3

32

11.6

10.4

is.0

183

o.o

o.z

9ユ

8.1

235

235

議
用地

O

o.o

o.o

0.3

0.3

0.O

o.a

o.0

05

o.o

o.a

o.i

o.i

o.o

o.o

22

07

o.o

o.o

0.7

0.o

0.9

0.3

16.7

14.1

0.3

0.3

7.1

5.7

o.o

o.o

0.O

o.o

o.0

0.0

o.o

os

o.0

1.2

0.2

2.5

0.2

0.o

o.i

o.i

o.0

0.0

o.o

o.o

o.o

o.o

o.o

o.i

旅利設用

的地

0

1.0

0.1

0.9

2.8

3.0

3.1

0.3

0.3

1.5

1.8

o.o

is

0.O

o.o

3.0

5.0

o.o

o.o

0.7

0.6

1.1

2.4

1.9

2.2

1.3

1.3

15

1.6

o.o

o.o

o.o

o.o

o.o

o.o

5.9

6.8

0.3

0.3

os

1.5

0.0

0.2

1.8

2.2

0.7

i.o

0.5

0.3

i.z

O.6

1.6

is

河 畔 の 土 地 利 用

右 岸

自
然
地

%

33.8

33.8

25.0

27.5

38.0

33.0

23.1

7.7

30.6

26.8

54.7

44.0

20.0

8.0

30.1

28.9

44.6

36.5

52.1

38.0

42.8

35.6

45.1

43.4

42.1

42.1

43.4

43.9

68.3

66.7

66.3

66.3

67.4

66.5

iss

ias

17.5

ios

17.9

13.8

40.3

38.7

20.3

18.1

42.0

42.0

52.5

54.2

37.5

34.6

42.9

17.3

農
業
地

%

59.5

60.8

65.0

66.3

55.6

62.1

62.8

66.7

60.3

65.8

41.5

52.6

72.0

76.0

61.6

64.5

52.7

60.0

45.1

56.3

51.9

59.4

44.3

39.8

52.2

52.2

48.9

48.5

27.5

30.8

30.8

30.8

29.0

30.8

61.1

61.1

66.7

71.7

70.7

74.0

51.6

53.2

73.7

75.4

50.7

50.7

40.7

37.3

45.9

46.3

34.7

58.5

市工街業

地地

%

6.7

5.4

10.0

6.3

6.4

4.9

14.1

12.8

9.1

7.4

3.8

3.4

8.0

16.0

8.3

6.6

2.7

3.5

2.8

2.8

5.3

5.0

10.6

9.7

5.7

5.7

7.7

7.6

4.2

2.5

2.9

2.9

3.6

2.7

22.1

22.1

15.8

17.5

11.4

12.2

8.1

8.1

6.0

6.5

7.3

72

6.8

8.5

16.6

19.0

22.4

24.1

左 岸

自
然
地

%

48.6

51.4

30:0

30.0

17.6

15.5

30.6

19.2

30.3

28.6

59.3

41.8

44.O

o.o

34.7

29.8

49.1

44.3

42.3

43.7

46.7

36.7

44.3

41.6

38.3

39.6

40.8

41.7

59.2

55.8

75.0

75.0

66.5

64.7

14.7

10.5

30.9

22.5

24.4

21.1

35.5

30.6

19.9

20.3

43.4

43.5

55.9

57.6

43.9

42.4

46.8

17.0

農業

地

oa

46.0

47.3

55.0

60.0

69.4

74.8

64.1

64.1

59.7

64.6

38.6

56.0

28.0

64.0

50.4

57.0

48.2

55.7

56.3

52.]

45.7

56.4

45.]

42.5

60.4

59.]

54.1

53.8

40.0

43.3

24.0

24.0

32.6

34.9

60.0

57.9

55.8

59.2

67.5

69.1

51.6

58.1

74.1

73.3

52.2

52.2

32.2

37.3

42.9

43.9

32.7

59.1

審嚢
地地

qs

5.9

1.4

15.0

10.0

]3.0

9.7

5.3

3.8

10.0

6.8

a.i

2.2

28.0

36.0

14.9

13.2

2.7

0.o

1.4

1.4

7.6

6.9

10.6

8.8

1.3

1.3

5.1

4.5

os

O.8

1.0

1.0

0.9

0.9

25.3

27.4

13.3

18.3

8.1

9.8

12.9

11.3

6.0

6.5

4.4

4.3

11.9

5.1

13.2

14.1

20.5

23.9

河 川 工作 物

湖 上 可

魚
道
有

箇所

0

0

1

1

1

1

0

0

2

z

1

1

0

0

a

3

0

0

O

z

3

6

0

0

1

1

1

1

3

4

1

1

4

5

5

6

4

5

O

a

1

1

1

1

O

l

3

z

21

15

8

9

魚道

無

箇所

0

0

1

1

3

z

O

6

4

6

3

0

1

12

9

0

0

a

i

20

14

0

0

2]

20

21

20

0

0

a

O

a

O

2

1

0

0

1

0

1

1

20

21

9

12

a

4

19

20

15

is

棚上不可

魚道

有

箇所

0

0

1

1

0

0

0

0

1

1

0

0

0

0

0

2

0

2

0

0

0

4

1

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

0

1

1

a

O

0

0

0

1

1

1

6

5

魚道

無

箇所

z

4

0

0

a

a

a

O

z

4

1

3

i

O

3

3

0

6

0

0

5

12

O

a

0

0

0

0

1

1

z

a

3

3

1

1

1

2

a

z

io

10

12

12

6

6

8

8

4

8

17

16

取

水'

施

設

箇所

5

4

3

4

4

4

4

3

16

15

9

4

19

0

69

81

15

6

8

19

120

110

2

1

0

0

2

1

28

45

34

26

62

71

3

4

ii

24

21

21

6

7

4

12

6

6

4

5

32

46

35

55

高 ダさ

15
　

以
上
の ム

箇所

a

O

0

0

0

0

1

1

1

1

3

3

0

0

a

2

0

0

0

0

5

5

0

0

2

2

2

z

0

0

1

1

1

1

1

1

0

0

O

a

0

0

1

1

1

1

3

3

7

7

3

3

河 川 の 利 用 状 況

風

景

探
勝

区間

3

3

1

1

1

5

4

2

2

24

26

26

28

1

ヱ

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

i

3

1

1

1

1

z

9

7

7

24

13

キ

ヤ

ン

プ

区間

0

0

1

a

1

2

0

0

0

0

1

1

1

a

2

2

温

泉

区間

1

1

1

i

1

i

O

1

0

1

0

0

1

1

7

7

1

3

7

8

3
'7

ポ

i

ト

区間

1

1

1

1

6

6

6

6

0

0

0

0

2

i

2

9

3

2

川

下

り

区間

1

0

1

3

0

3

0

0

O

a

1

11

21

13

常

設

釣

場

区間

0

0

6

6

0

0

0

0

0

漁

業

区間

1

1

1

1

1

1

2

4

14

16

3

48

37

4

1

65

58

20

a

20

2

2

12

12

14

14

14

13

6

5

4

5

232

232

69

69

27

29

71

49

201

199

不 快 要 因

水
の
1豆
こ

り

区間

2

1

1

3

9

3

62

36

25

25

38

39

4

1

130

100

7

a

20

27

2

0

0

5

5

1

9

Y

i

38

41

39

60

水あ

面

上

のわ

区間

0

0

0

0

0

0

0

0

1

5

1

32

13

悪

臭

区間

0

0

0

0

0

0

0

0

2

22

3

ぞこ

残材

区間

5

5

0

2

7

19

21

7

4

2

4

2

0

0

1

10

15

25

21

15

9

i

1

1

1

7

i

13

20

砂

利

採

取

区間

4

5

5

10

2

i

19

8

z

1

a

3

2

0

0

17

is

ii

12

28

30

13

io

17

3

15

4

1

i

2

2

10

13

23

54

河法
畔
の
道
路面

区間

0

0

1

7

a

8

2

0

0

0

0

14

19

水少

量な

の さ

区間

0

0

0

0

0

0

0

0

4

7

i

54

31

渇ダ

水ム

時湖

の畔

区間

1

i

O

0

0

0

0

0

0

6

6

(注)調 査 原票 は各調査 区間(1Km)ご との百 分比で表わ されてい るの で,

但 し,水 際 線は両岸の平均 であ る。

これ を実延 長に換 算 した。
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上段 第2回
下段 第3回

(21

水

系

群

名

本

州

i

日

本

海

本

州
1

太

平

洋

　

中
南
)

河川

コ 河 川 名

i
ド

0352犀 川

0360関 川

0370姫 川

0380黒 部 川

0390常 願 寺 川

0400神 通 川

0410庄 川

0420小 矢 部 川

0430手 取 川

0440梯 川

0590由 良 川

0620円 山 川

0670九 頭 竜 川

0680北 川

0690千 代 川

0700天 神 川

0710日 野 川

0720斐 伊 川

0730江 の 川

α740高 津 川

(小 計)

0150高 瀬 川

0160馬 淵 川

0170北 上 川

0180鳴 瀬 川

0190名 取 川

総

延

長

km

142

142

63

63

58

58

78

78

52

52

121

121

123

123

67

67

67

67

36

36

141

141

68

68

94

94

20

20

48

48

28

32

62

62

90

90

200

200

82

82

2,953

2,957

33

33

126

126

242

241

78

78

48

47

水 際 線

人

工

化

rｰo'

13.7

16:5

19.2

20.3

36.4

47.2

1.3

2.6

4.0

4.2

38.2

40.2

10。7

11.1

18.4

18.8

1.9

2.2

12.8

13.6

16.8

12.0

22.4

21.8

12.9

1?.1

9.5

18.0

36.3

61.9

73.9

79.1

26.3

53.2

21.9

28.3

10.5

26.4

27.0

29.8

18.1

21.8

fiO.6

7.0

8.7

11.4

12.8

12.1

6.2

5.5

4.2

3.6

自

然

rｰ0

86.3

83.5

80.8

79.7

63.6

52.8

98.7

97.4

96.0

95.8

61.8

59.8

89.3

889

81.6

81.2

98.1

97.8

87.2

86.4

83.2

88.2

77.6

78。2

87.1

82.9

90.5

82.0

63.7

38.1

26.1

20.9

73.7

46.8

78.1

?1.7

89.5

73.7

73.0

702

819

782

39.4

93.0

91.3

88.6

87.2

87.9

93.8

94.5

95.8

96.4

河原の土地利用

存

在

区
間

%

45.8

45.8

6.4

55.6

46.6

51.7

26.9

26.9

63.5

71.2

24.8

24.8

25.2

30.9

o.o

o.o

38.8

37.3

5.6

5.6

5.0

5.0

72.1

76.5

58.5

58.5

0つ

o.o

39.6

41.7

35.7

37.5

35.5

35.5

25.2

35.6

10.0

31.5

17.1

17.1

41.8

42.5

13.7

212

5.6

5.6

50.0

55.6

79.5

65.4

43.8

25.5

土 地 利 用

自
然
地

%

41.1

41.4

4.3

55.1

45.3

50.2

26.3

25.4

58.8

68.8

18.3

18.3

21.7

26.7

o.o

o.o

37.8

36.3

3.3

3.3

3.2

2.5

61.6

67.4

42.0

43つ

o.o

o.o

31.9

21.9

21.8

20.0

33.2

33.7

ai.0

28.8

9.9

30.7

16.1

14.6

32.0

32.3

13.1

20.6

os

O.5

a8.8

31.4

61.0

44.1

34.0

24.9

農業

地

0

4.2

3.2

0.8

0.3

i.0

1.0

o.0

0.3

2.1

1.2

4.3

4ユ

2.4

2.7

o.o

o.o

o.o

o.o

o.o

o.o

].4

2.1

9.3

6.6

13.7

12.7

o.o

o.o

2.1

12.1

o.0

2.2

0.3

0.3

3.3

4B

o.o

o.o

0.4

0.9

8.3

8.3

o.a

O.3

0.3

0.3

is.i

zos

iss

20.4

9.4

0.4

霜護
用地

o.o

o.i

0.O

o.z

o.o

o.o

0.4

0.4

1.7

1.2

os

O.7

0.4

0.5

0.O

o.o

o.a

o.o

o.o

o.o

o.0

0.0

0.9

2.4

1.1

0.4

o.a

o.o

0.0

2.1

8.9

9.4

o.0

0.0

0.1

0.9

0.1

0.i

0.6

0.2

0.3

0.5

o.o

o.o

3.7

2.9

0.5

0.8

0.5

0.o

o.o

o.o

旅利
設用
的地

%

0.4

1.0

1.3

0.o

o.z

O.5

0.3

0.9

os

o.o

1.6

1.7

0.7

1.0

o.o

o.o

1.O

i.o

2.2

2.2

0.4

0.9

0.3

0.i

1.7

2.4

o.o

o.o

5.6

5.6

5.0

5.9

].9

].5

os

1.8

o.0

0.7

o.a

1.3

1.2

1.4

0.4

0.3

0.9

1.9

2.6

as

i.2

0.9

0.9

0.2

河 畔 の 土 地 利 用

右 岸

自然

地

%

58.5

47.2

41.2

34.9

67.2

62.1

80.8

80.8

55.7

51.9

48.7

47.9

64.2

62.6

23.8

23.9

46.2

46.3

22.2

30.6

48.2

35.5

22.0

35.3

38.3

36.2

15.0

15.0

22.9

29.2

10.7

31.3

24.2

21.0

49.5

16.8

50.5

58.0

31.7

34.1

39.8

34.6

51.0

15.7

25.3

25.4

24.4

23.7

35.9

41.0

52.1

61.7

農業

地

%

37.3

46.5

54.0

55.6

29.3

34.5

19.2

16.7

38.5

36.5

33.9

33.9

28.5

30.1

46.3

46.3

44.8

40.3

63.9

55.6

47.5

59.6

66.2

45.6

47.9

50.0

75.0

75.0

35.4

39.6

71.4

50.0

66.1

66.1

34.5

44.5

44.0

37.5

61.0

58.5

47.9

52.0

49.0

49.0

69.1

68.3

69.0

69.7

55.1

56.4

33.3

25.5

市工街業

地地

%

4.2

6.3

4.8

9.5

3.5

3.4

o.0

2.6

5.8

11.5

17.4

18.2

7.3

7.3

29.9

29.9

9.0

13.4

13.9

13.9

4.3

5.0

11.8

19.1

13.8

13.8

10.0

10.0

41.7

31.3

17.9

18B

9.7

12.9

is.0

14.3

5.5

4.5

?.3

7.3

12.3

13.9

o.o

o.o

5.6

6.3

6.6

6.6

9.0

2.6

14.6

12.8

左 岸

自
然
地

00

48.5

43.7

44.4

36.5

56.9

51.7

75.7

75.6

53.6

55.8

45.4

46.3

60.2

61.8

25.4

25.4

49.3

49.3

25.0

27.8

65.9

52.5

13.2

19.1

44.7

42.6

15.0

15.0

25.0

29.2

10.9

21.9

35.5

35.5

44.6

25.2

48.5

52.5

29.3

28.0

41.3

36.0

47.O

iis

17.4

18.3

21.9

20.3

11.5

39.7

43.8

59.6

農業

地

ｰ0

42.3

46.5

42.9

47.6

7.9

41.9

19.2

17.9

38.7

36.5

37.2

36.4

27.6

26.0

58.2

58.2

35.8

35.8

63.9

55.6

30.5

42.6

50.0

42.6

41.5

43.6

75.0

75.0

47.9

45.8

75.0

50.0

59.7

58.1

46.2

38.7

46.0

43.0

62.2

63.4

46.4

50.3

51.0

51.0

78.6

77.0

71.5

73.0

66.7

52.6

47.9

34.0

雷蓑
地地

0

9.2

9.9

12.7

15.9

5.2

6.9

5.1

6.4

7.7

7.7

17.4

17.4

12.2

12.2

16.4

16.4

14.9

14.9

11.1

16.7

3.6

5.0

36.8

38.2

13.8

13.8

10.0

10.0

27.1

25つ

7」

28.1

4.8

6.5

9.2

11.8

5.5

4.5

8.5

8.5

12.3

13.7

2.0

2.0

4.0

4.8

6.6

6.6

21.8

7.7

8.3

6.4

河 川 工作 物

棚 上 可

魚
道
有

箇所

0

0

0

6

2

a

i

1

0

0

6

7

3

2

1

1

3

3

0

0

11

8

9

12

6

5

6

8

14

14

7

9

29

27

9

11

2

2

6

9

158

169

8

8

5

5

2

2

2

1

3

3

魚道

無

箇所

3

3

1

13

13

14

1

1

1

5

12

17

0

0

19

15

12

iz

9

9

3

2

9

29

1

1

6

6

0

0

15

0

3

z

5

20

8

7

6

9

191

237

0

0

16

is

7

6

4

4

a

a

棚上不可

魚
道
有

箇所

1

1

5

3

1

1

i

1

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

0

0

0

1

1

26

14

0

0

O

a

1

0

0

0

1

1

52

30

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

魚道

無

箇所

is

io

19

9

20

20

3

4

11

22

14

15

7

8

5

5

7

7

2

1

6

5

8

5

8

6

0

0

0

0

4

0

1

2

2

6

16

17

4

2

208

207

0

0

1

1

1

i

8

9

0

0

取

水

施

設

箇 所

11

11

ao

ao

4

4

9

7

3

5

17

17

6

8

3

3

6

8

10

12

5

21

20

25

8

9

7

7

3

15

4

6

22

25

1

2

37

29

9

23

322

432

0

1

3

3

27

34

25

25

8

8

高 ダ
.さ
15
の

以
上
の ム

箇所

9

9

2

2

1

1

4

4

6

6

4

4

7

7

2

a

1

1

1

1

3

3

0

0

3

3

0

0

0

0

O

a

0

0

1

i

2

a

0

0

62

62

0

0

0

0

1

i

1

1

0

0

河 川 の 利 用 状 況

風

景

探
勝

区間

16

6

10

25

25

1

1

2

2

1

1

3

4

12

5

6

io

2

1

7

1

1

19

4

5

1

i

89

146

17

2

2

キ

ヤ

ン

プ

区間

a

1

1

1

1

2

2

1

1

a

2

8

1

9

25

温

泉

区間

7

3

5

6

7

5

6

8

1

1

1

1

46

50

ボ

i

ト

区間

1

2

2

9

9

i

6

5

z

9

23

37

川

下

り

区間

it

35

常

設

釣

場

区間

2

13

5

a

2

12

13

3

1

22

3]

漁

業

区 間

104

101

56

13

33

30

21

2]

94

94

87

80

39

31

44

141

68

68

69

76

20

20

4

3

i

12

76

72

175

191

69

69

1,584

1,623

82

82

84

84

69

?8

48

47

不 快 要 因

水
の
1重
こ

り

区間

130

65

5

ii

15

7

i

i

5

3

9

9

28

8

i

1

47

16

25

4

7

334

264

4

4

3

3

水あ

面

上

のわ

区間

1

i

7

i

1

1

3

42

25

悪

臭

区間

1

i

1

2

1

2

1

1

26

11

ぞこ

残
材

区間

16

8

3

13

9

i

i

0

1

6
4

3

1

2

5

10

4

6

z

5

2

15

13

1

1

z

157

118

i

砂

利

採

取

区間

23

21

4

10

11

8

5

8

1]

10

15

11

io

5

i

8

5

4

5

14

10

2

3

a

a

194

182

2

3

7

河法
畔
の
道
路面

区間

12

23

a

3

10

2

3

3

4

1

1

i

38

60

水少

量な

の さ

区間

20

25

5

12

9

9

7

7

11

11

1

1

4

2

i

34

9

9

7

161

120

渇ダ

水ム

時湖

の畔

区間

4

27

3

2

2

9

9

2

7

7

30

54

一73^一74一





131

水

系

群

名

本

州

J

太

平

洋

(

中

南
)

上段 第2回
下段 第3回

河川

ゴ

1
ド

河 川 名

0200阿 武 隈 川

0260久 慈 川

0270那 珂 川

0280利 根 川

0282鬼 怒 川

0290荒 川

0300多 摩 川

0310鶴 見 川

0320相 模 川

0450狩 野 川

0460富 士 刀1

0470安 倍 川

0480大 井 川

0490菊 川

0500天 竜 川

0510豊 川

0520矢 作 川

0530庄 内 川

0540木 曽 川

0542長 良 川

0550鈴 鹿 川
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62.7

71.3

71.2

o.o

o.o

59.0

48.4

45.0

43.8

46.6

46.6

23.3

Z3.3

55.8

48.4

19.5

18.4

31.6

23.7

52.7

40.0

50.6

55.3

61.5

58.2

36.3

38.7

84.3

84.4

38.1

36.5

農業

地

ｰ0

59.5

60.5

68.6

68.6

52.0

59.7

60.6

55.0

52.7

53.?

35.7

45.2

1.7

1.7

25.0

22.7

33.6

32.7

41.3

39.]

53.3

49.2

11.8

13.7

20.6

20.0

82.]

82.1

26.7

34.1

42.5

42.5

42.4

42.4

35.6

30.0

24.7

28.4

59.5

59.9

57.9

60.5

41.8

40.0

43.5

32.9

29.7

28.6

42.7

38.7

7.5

6.8

43.8

44.1

市工街業

地地

0

9.8

11.2

15.2

15.2

11.0

11.0

22.5

27.0

8.5

11.7

40.1

31.8

48.3

53.4

72.7

77.3

39.8

40.7

50.0

43.5

15.6

is.o

27.5

23.5

8.1

8.8

]7.9

17.9

14.3

17.5

12.5

13.8

11.O

ii.o

41.1

46.7

19.5

23.3

21.0

2].8

10.5

15.8

5.5

20.0

5.9

11.8

8.8

13.2

zi.0

22.6

8.2

8.8

18.1

19.4

左 岸

自然

地

90

28.8

27.4

13.3

13.3

39.6

37.0

17.9

18.2

36.2

34.6

24.9

21.7

40.5

40.5

2.3

0.o

27.4

27.4

21.7

21.7

45.9

46.?

51.0

49.0

75.6

75.6

o.o

o.o

52.5

51.2

43.7

42.5

50.0

50.8

23.4

Z3.3

43.2

41.9

a7.0

26.5

31.6

23.7

52.8

38.2

34ユ

29.4

60.4

54.9

33.1

34.7

85.7

83.7

36.5

35.8

農業

地

OS

57.7

56.3

r6.2

75.2

50.0

53.2

56.4

53.7

45.7

41.5

35.0

33.1

0.9

0.9

20.5

20.5

31.9

31.9

34.8

41.3

36.1

34.4

15.1

13.7

13.]

13.8

89.3

85.7

28.6

32.7

48.8

51.3

44.1

42.4

32.2

28.9

34.0

36.7

45.3

46.3

42.1

36.8

4,3.6

43.6

50.6

32.9

34.1

26.4

41.1

36.3

8.2

102

43.3

42.2

審垂
地地

9a'

13.5

16.3

10.5

11.4

10.4

9.7

25.7

28.0

18.1

23.9

40.]

45.2

58.6

58.6

77.2

79.5

40.7

40.7

43.5

37.0

18.0

18.9

33.3

37.3

11.3

10.6

10.7

14.3

18.9

16.]

7.5

6.3

5.9

6.8

44.4

47.8

22.8

21.4

27.7

27.2

26.3

39.5

3.6

18.2

15.3

37.6

5.5

18.7

25.8

29.0

6.1

6.1

2Q.2

22.0

河 川 工作 物

醐 上 可

魚
道
有

箇所

7

10

15

15

2

3

4

4

8

5

1

1

12

4

0

0

4

4

1

2

i

2

0

0

0

0

0

0

4

4

l

l

3

5

7

2

7

7

6

6

10

10

14

17

8

9

2

a

4

4

0

0

141

136

魚道

無

箇所

18

18

12

io

2

0

1

a

7

9

8

4

5

8

3

2

6

4

O

l

3

7

0

0

4

7

31

29

6

6

2

2

0

1

11

11

1

1

7

5

3

5

O

i

0

0

0

0

3

a

2

1

164

162

棚上不可

魚
道
有

箇所

2

2

0

0

O

a

0

1

1

1

2

1

1

3

0

0

2

2

1

a

a

z

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1]

19

魚道

無

箇所

2

2

O

a

16

a

6

6

8

9

4

6

2

5

1

1

28

28

4

7

24

24

10

12

6

9

7

16

4

4

3

3

a

3

9

9

19

14

1

]

2

3

3

3

12

12

3

3

2

a

5

6

183

196

取

水

施

設

箇所

42

48

20

22

8

11

29

31

22

18

4

7

8

18

0

0

35

35

0

20

35

36

O

i

5

8

a

1

9

11

4

4

5

8

7

5

35

14

17

]4

11

13

15

19

8

8

5

5

2

ii

?

9

396

448

高 ダさ

15
の

以
上
のム

箇所

0

0

0

0

2

2

1

1

4

5

1

1

2

2

0

0

2

2

0

0

0

0

0

0

6

6

0

0

5

5

0

0

3

3

0

0

8

8

0

0

0

0

0

0

a

O

2

a

2

2

5

5

45

46

河 川 の 利 用 状 況

風

景

探

勝

区間

16

19

1

3

4

17

54

4

40

10

17

58

73

20

20

37

38

11

3

5

4

3

19

6

5

2

a

1

7

7

24

30

7

8

8

8

a

4

i

230

384

キ

ヤ

ン

プ

区間

5

5

5

7

1

a

1

2

z

a

3

io

ユ0

8

8

1

z

2

2

a

.3

1

1

7

z

3

4

4

8

52

66

温

泉

区間

1

i

1

1

1

9

9

3

3

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

3

3

l

i

1

4

za

29

ボ

i

ト

区間

2

4

1

3

2

3

r

7

12

12

8

9

i

5

2

7

10

1

1

a

a

47

54

川

下

り

区間

12

12

6

5

5

5

26

21

22

24

2

a

?3

69

常

設

釣

場

区間

ユ

1

1

1

1

3

1

6

z

i

i

1

i

1

12

10

漁9

業

区間

50

51

69

70

50

48

287

307

47

63

157

157

114

]]6

89

91

4

48

116

113

74

74

85

87

66

66

175

175

146

147

44

55

74

85

91

91

123

103

147

147

2.287

2,389

不 快 要 因

水
の
に
ご
り

区間

29

73

4

21

8

16

29

13

8

26

43

21

24

7

23

17

8

2?

14

18

3

1

6

31

185

299

水あ

面

上

のわ

区間

7

4

4

1

2

3

10

4

1

9

4

4

4

3

1

1

1

1

37

26

悪

臭

区間

27

13

13

2

2

6

4

4

3

10

2

2

a

1

1

55

37

ぞ

こ

残
材

区間

10

1

5

4

2

2

4

11

26

i6

14

22

21

5

20

5

1

8

2

1

5

1

1

6

10

5

23

6

17

7

1

1

5

8

4

10

6

142

156

砂
利
採
取

区間

1

12

8

11

20

24

ユ5

6

3

1

1

11

15

3

6

13

3

1

13

10

28

16

ll

2

7

23

4

3

2

9

3

1

z

5

z

3

10

152

153

河法
畔
の
道
路面

区間

2

2

7

14

19

7

8

i

1

ユ2

10

6

9

0

24

8

27

37

izo

水少

量な

の さ

区間

ユ0

33

1

2

2

1

7

4

90

117

6

8

11

13

31

30

i

1

6

184

190

渇ダ

水ム

時湖

の畔

区間

10

2

a

9

19

8

8

6

24

10

78

一75～76一
P





(4)

上段 第2回
下段 第3回

水

系

群
名

本

州

i

瀬

戸

内

海

四
国

1

太

平

洋

　

中
南
)

四
国

1
瀬
戸

内
海

九 日
州 本
1海

九太
州平
1洋

河川

ゴ

i
ド

河 川 名

0600淀 川

0610大 和 川

0630加 古 川

0640揖 保 川

0750吉 井 川

0760旭 川

0770高 梁 川

0780芦 田 川

0790太 田 川

0800小 瀬 川

0810佐 波 川

(小 計)

0820吉 野 川

0830那 賀 川

0870物 部 川

0880仁 淀 川

0890四 万 十 川

(小 計)

0840土 器 川

0850重 信 川

0860肱 川

(小 計)

0900遠 賀 川1

(小 計)

1050五 ケ 瀬 川

1060小 丸 川

総

延

長

km

76

76

62

62

86

86

70

70

129

129

144

144

110

110

87

87

103

103

59

59

57

57

983

983

191

191

112

112

66

66

128

128

177

177

674

674

33

33

32

32

89

89

154

154

58

58

58

58

98

98

73

?3

水 際 線

人

工

化

%

34.3

34.7

37.3

49.7

16.4

21.3

21.9

18.4

22.6

232

19.2

19.8

27.2

26.9

65.7

72.0

24.3

31.8

40.5

42.0

31.4

36.1

29.4

32.3

15.2

13.1

15.3

16.9

21.2

8.5

zo.2

io.a

23.0

4.2

18.8

10.4

17.0

20.0

72.5

76.6

36.6

37.6

39.9

42D

23.4

44.0

23.4

44.0

6.4

7.6

5.1

6.0

自

然

%

65.7

65.3

62.7

50.3

83.6

78.7

78.1

81.6

77.4

76.8

80.8

80.2

72.8

73.1

34.3

as.o

75.7

68.2

59.5

58.0

68.6

63.9

70.6

67.7

84.8

87.2

84.7

83.1

78,8

91.5

79.8

90.0

77つ

95.8

81.2

89.6

83.0

80.0

27.5

23.4

63.4

62.4

60.1

58.0

76.6

56.0

76.6

56.0

93.6

92.4

94.9

94.5

河原の土地利用

存

在

区

間

ｰ6

56.6

51.3

29.0

30.6

52.3

57.0

51.4

54.3

31.8

24.8

27.1

25.0

34.6

318

12.6

13.8

51.5

31.1

1.7

1.7

17.5

26.3

34.1

31.3

48.2

47.6

26.8

ass

19.7

16.7

26.6

27.3

68.9

52.6

43.2

38.9

30.3

30.3

71.9

78.1

19.1

19.1

32.5

33.8

44.8

48.3

44.8

48.3

2.0

18.4

13.7

13.?

土 地 利 用

自然

地

0

25.4

31.3

26.9

20.5

49.9

49.8

48.1

47.3

25.9

20.3

22.8

21.7

29.0

26.0

5.7

6.9

46.0

26.2

1.7

1.7

13.5

20.9

27.7

24.8

37.5

36.6

26.4

27.8

18.3

15.8

22.2

23.8

65.3

49.5

38.2

34.0

25.5

25.2

60.9

63.4

11.9

13.0

25.O

zs.i

30.3

16.6

30.3

16.6

a.o

i7.0

12.3

11.4

農業

地

O

o.o

o.o

i.i

2.1

0.2

0.5

2.0

1.9

3.7

1.4

o.$

1.0

1.6

a.o

o.o

o.a

o.i

o.i

o.o

o.o

3.2

3.2

1.2

1.0

9.6

9.5

o.o

o.a

1.1

0.a

4.4

3.6

3.2

2.4

4.5

4.1

o.o

o.o

3.4

2.2

5.4

3.6

3.8

2.5

5.7

iss

5.7

18.6

o.o

os

0ユ

0.1

未造
利成
用地

%
11.7

0s

o.0

0.8

o.a

4.8

o.0

4.0

1.0

1.2

2.2

0.3

1.3

0.4

o.o

o.o

o.i

o.a

o.0

0.0

o.0

0.9

1.5

1.1

0.O

o.o

0.3

0.z

o.a

os

o.o

o.o

o.0

0.0

o.a

o.i

os

O.6

4.1

7.5

o.0

1.7

1.0

2.7

2.4

4.8

2.4

4.8

o.o

o.i

1.2

1」

旅利
設用
的地

%

19.3

19.2

1.0

7.3

2.0

2.0

1.3

1.6

1.2

1.9

1.4

1.9

2.7

3.9

6.9

6.9

5.2

4.8

0.O

o.o

1.9

1.9

3.7

4.4

1.1

1.6

0.1

0.4

0.3

0.o

0.O

o.o

0.5

0.7

0.5

0.7

4.2

4.5

3.4

5.0

1.8

0.8

2.7

2.5

6.4

8.3

6.4

8.3

o.0

0.6

o.a

1.1

河 畔 の 土 地 利 用

右 岸

自
然
地

ro

32.9

22.4

12.9

12.9

12.7

12.8

22.9

22.9

24.1

24.0

34.7

33.3

24.5

30.0

28.7

32.2

54.3

54.4

81.3

78.0

26.3

26.3

31.7

31.4

51.3

50.3

68.7

65.2

68.1

63.6

73.5

72.7

50.9

50.8

55.2

58.5

30.3

30.3

34.4

25.0

52.8

50.6

44.2

40.9

3.4

1.7

3.4

is

81.6

69.4

72.6

63.0

農
業
地

%

10.5

10.5

40.3

33.9

64.0

66.3

47.1

45.7

58.1

55.1

40.3

43.1

47.3

44.5

52.9

48.3

27.2

27.2

11.9

8.5

73.?

66.7

43.7

42.0

32.5

32.5

28.6

30.4

25.8

30.3

24.2

25.0

46.3

46.3

37.2

34.1

51.5

51.5

53.1

43.8

37ユ

36.0

43.5

40.9

69.0

65.5

69.0

65.5

8.2

16.3

16.4

as.o

市工
街業
地地

%

56.6

67.1

46.8

53.2

23.3

20.9

30.0

31.4

17.8

20.9

25.0

23.6

28.2

25.5

18.4

19.5

18.5

18.4

6.8

13.6

o.a

7.0

24.6

26.6

16.2

17.3

2.7

4.5

6.1

6.1

2.3

2.3

2.8

2.8

7.6

7.4

18.2

182

12.5

31.3

10.1

13.5

12.3

18.2

27.6

32.8

27.6

32.8

10.2

14.3

11.0

11.0

左 岸

自
然
地

ｰ,0

23.7

21.1

14.5

14.5

9.3

7.0

21.5

18.6

29.4

28.7

31.3

34.0

25.4

29.]

25.3

28.7

20.8

43.7

69.5

72.9

36.8

36.8

29.2

30.1

48.7

47.6

50.9

56.3

72.8

65.2

71」

69.5

48.0

45.8

50.2

54.5

21.2

21.2

31.2

28.1

42.7

46.1

35.7

37.0

1.8

0.o

1.8

0.o

59.2

54.1

63.0

56.2

農業

地

%

15.8

10.5

48.4

40.3

73.3

75.6

57.1

60.0

56.6

51.9

47.2

44.5

38.2

33.6

4?.1

42.5

55.9

31.1

20.3

16.9

59.7

57.9

46.0

42.7

42.9

39.3

37.5

32.1

24.2

31.8

25.0

26.6

49.2

52.0

43.0

38.3

57.6

57.6

62.5

56.3

42.7

41.6

50.0

48.1

67.2

56.9

67.2

56.9

20.4

24.5

26.0

28.8

審垂
地地

ｰb

60.5

68.4

37.1

45.2

17.4

17.4

21.4

21.4

14.0

19.4

21.5

21.5

36.4

37.3

27.6

28.7

23.3

25.2

10.2

10.2

3.5

5.3

24.8

27.2

8.4

13ユ

11.6

11.6

3.0

3.0

3.9

3.9

2.8

2.3

6.8

7.3

21.2

21.2

6.3

15.6

14.6

12.9

14.3

14.9

31.0

43.]

31.0

43.1

20.4

21.4

11.0

15.1

河 川 工作 物
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道
有
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7
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8
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6

7
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i

4
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設
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8

8

2

3
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7

6
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9
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0
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河 川 の 利 用 状 況
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4

3

3

0

3
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7
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22
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漁
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33

37
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72
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32
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8

1

8

1

a

O
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0
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27
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127

177
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465

508

31

24

47
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58
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不 快 要 因
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に
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り

区間
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46

13

41
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l
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上段 第2回

下段 第3回

水

系

群

名

九太

州 平

1洋

九

州

i

瀬

戸

内

海

九

州

i

東

支

那

海

沖東

縄嘉

1海

河
川
コ

i

ド

河 川 名

1070大 淀 川

1090肝 属 川

(小 計)

0910山 国 川

1020大 分 川

1030大 野 川

1040番 匠 川

(小 計)

0920筑 後 川

0930矢 部 川

0940松 浦 川

0950六 角 川

0960嘉 瀬 川

0970本 明 川

0980菊 池 川

0990白 川

1000緑 川

1010球 磨 川

1080川 内 川

(小 計)

1100浦 内 川

(小 計)

合 計

総

延

長

km

103

103

30

30

304

304

48

48

52

52

ユ03

103

42

42

245

245

122

122

59

59

47

47

47

47

60

60

16

16

70

70

62

62

68

68

108

108

its

126

785

785

18

18

18

is

11,425

11,412

水 際 線

人

工

化

%

19.4

25.2

37.3

50.0

13.4

17.4

15.4

20.0

30.4

28.3

11.6

11.6

23.3

22.9

18.4

18.7

32.5

44.6

27.8

51.0

53.2

60.0

35.3

46.8

8.0

26.0

ioo.o

ioo.o

24.1

18.3

53.2

31.9

45.9

10.7

42.1

18.9

18.0

23.5

34.1

32.6

o.o

o.o

0.0

0.0

19.2

21.4

自

然

%

80.6

74.8

62.7

50.0

86.6

82.6

84.6

80.0

69.6

71.7

88.4

88.4

76.7

77,1

81.6

81.3

67.5

55.4

72.2

49.0

46.8

40.0

64.7

53.2

92.0

74.0

o.0

0.0

75.9

81.7

46.8

68.1

54.1

89.3

57.9

81.1

82.0

76.5

65.9

67.4

100.0

100.0

100.0

100.0

80.8

78.6

河原の土地利用

存

在

区

間

%

17.5

28.2

33.3

43.3

13.1

23.0

4.2

4.2

o.0

1.9

7.8

6.8

9.5

14.3

5.7

6.5

50.8

47.5

20.3

28.8

6.4

6.4

o.o

o.o

30.0

28.3

0.O

o.o

32.9

24.3

8.1

8.1

45.6

25.0

33.3

32.4

21.4

33.3

27.6

26.9

o.o

o.o

o.o

o.o

43.1

44.3

土 地 利 用

自
然
地

%

10.2

13.5

29.7

41.3

10.0

16.9

1.9

1.9

o.0

1.0

7.8

6.5

5.7

8.8

4.6

4.8

24.6

21.7

17.5

23.7

o.o

o.o

0.O

o.o

2a.a

19.8

o.o

o.o

19.9

12.1

3.7

4.0

36.5

19.1

30.2

29.3

20.6

31.4

19.5

18.8

o.o

o.o

o.0

0.0

33.5

33.3

農
業
地

%

0.0

1.3

3.3

2.0

0.4

0.$

2.1

2.1

o.o

o.o

0.O

o.a

o.0

0.0

0.4

0.4

14.8

17.2

2.7

3.6

0.9

0.9

o.o

o.o

5.2

5.8

o.o

o.o

6.1

10.7

o.0

0.8

5.9

4.9

o.0

1.2

os

O.7

4.1

5.2

o.o

o.a

o.o

o.o

6.8

7.6

未造利
成
用地

%

3.4

4.4

0.O

o.a

1.4

1.8

o.o

o.o

o.o

os

0.O

o.o

o.0

2.6

o.o

os

4.2

1.0

o.o

o.o

2.1

1.5

0.O

o.o

2.3

2.0

o.o

o.o

4.6

0.o

4.4

0.o

1.6

0.a

0.5

0.o

o.a

O.9

1.9

0.5

o.0

0.0

o.o

o.o

0.8

0s

旅利
設用
的地

a

3.9

9.0

0.3

0.o

1.3

3.5

o.z

o.a

o.0

0.4

o.0

0.3

3.8

2.9

0.7

0.7

7.2

7.6

o.a

1.5

3.4

4.0

0.0

0.0

0.3

0.7

o.a

o.o

2.3

1.4

o.0

3.2

1.6

1.0

2.7

1.9

0.0

0.3

2.1

2.4

o.o

o.o

o.o

o.o

2.0

2.6

河 畔 の 土 地 利 用

右 岸

自
然
地

%

33.0

28.2

13.4

13.3

56.3

48.4

31.2

25.0

13.5

11.5

38.8

42.7

57.1

52.4

47.4

34.3

27.1

24.6

20.3

16.9

34.0

21.3

8.5

2.1

38.3

35.0

o.0

0.0

22.8

28.6

14.5

6.5

52.9

48.5

61ユ

58.3

30ユ

30.2

32.2

29.3

100.0

100.0

100.O

ioo.o

40.0

37.0

農
業
地

9b

49.5

52.4

63.3

63.3

29.6

35.5

50.0

52.1

75.0

61.5

56.3

49.5

26.2

26.2

41.6

48.6

47.5

42.6

66.1

66.1

59.6

68.1

87.2

85.1

56.7

53.3

81.2

81.2

64.3

54.3

50.0

62.9

39.7

45.6

25.0

3].5

56.4

56.3

52.8

53.6

o.o

o.a

o.o

o.o

45.5

47.3

市工
街業
地地

9b

17.5

19.4

23.3

23.3

14.1

16.1

18.8

22.9

11.5

26.9

4.9

7.8

16.7

21.4

11.0

17.1

25.4

32.8

13.6

16.9

6.4

10.6

4.3

12.8

5.0

11.7

工8.8

18.8

12.9

17.1

35.5

30.6

7.4

5.9

13.9

10.2

13.5

13.5

15.0

17.1

o.o

o.o

0.0

0.0

14.5

15.7

左 岸

自
然
地

a

3].0

26.2

10.0

10.0

45.7

40.8

25.0

33.3

1].5

9.6

43.7

44.7

54.8

52.4

35.1

36.3

21.3

18.9

28.8

25.4

29.8

10.6

8.5

6.4

46.7

40.0

a.o

o.o

27.2

35.7

14.5

9.7

55.8

51.5

63.9

63.0

34.9

34.9

34.1

31.6

100.O

ioo.o

100.0

100.0

38.9

36.9

農
業
地

ob

40.8

46.6

73.3

73.3

33.9

37.8

66.7

58.3

67.3

57.7

48.5

43.7

21.4

19.0

51.4

45.3

53.3

55.7

69.5

72.9

55.3

61.7

89.4

83.0

53.3

55.0

81.2

81.2

65.7

54.3

58.1

62.9

42.7

45.6

27.8

31.5

54.0

52.4

54.6

55.2

o.o

o.o

o.o

o.o

45.9

46.6

離
地地

90'

28.2

27.2

16.7

16.7

20.4

21.4

8.3

8.3

21.2

32.7

78.

11.7

23.8

28.6

13.5

18.4

25.9

25.4

1.7

1.7

14.9

27.7

2.1

10.6

o.0

5.0

18B

18.8

7.1

10.0

2マ.4

27.4

1.5

2.9

8.3

5.6

11.1

12.7

11.3

13.2

o.o

o.o

o.o

o.o

15.2

16.5

河 川 工 作物

棚 上 可

魚道

有

箇所

1

1

0

0

11

6

4

2

3

3

1

2

6

8

14

15

14

14

15

17

5

4

4

4

12

10

i

五

16

9

34

12

8

7

11

6

7

9

130

93

O

a

0

0

616

587

魚
道
無

箇所

0

2

8

12

8

17

is

15

14

15

4

5

6

5

42

40

3

4

2

2

2

i

4

4

12

12

11

17

0

2

0

0

0

3

0

0

1

2

59

47

0

0

0

0

662

729

棚上不可

魚
道
有

箇所

0

0

0

0

1

1

0

1

0

0

0

0

0

0

O

i

1

0

0

0

1

1

0

0

1

1

1

0

0

0

O

a

0

0

0

0

0

0

4

a

0

0

0

0

92

83

魚
道
無

箇所

23

15

2

1

41

29

3

10

12

12

9

10

11

10

35

42

z

20

2

5

5

14

1

1

13

16

3

1

a

6

0

47

2

5

3

9

7

6

52

130

0

0

0

0

663

790

取

水

施

設

箇所

4

12

3

10

24

41

24

22

19

17

15

16

3

2

61

57

23

47

11

14

6

14

2

7

15

14

3

7

13

13

3

15

3

13

5

12

5

24

89

180

0

0

O

a

1,351

1,740

高 ダ
さ
15
　

以
上
のム

箇所

z

2

0

0

8

8

0

0

1

1

1

1

0

0

2

2

2

2

2

2

0

0

O

a

1

1

0

0

0

0

0

0

z

a

3

3

2

a

12

12

0

0

0

0

159

160

河 川 の 利 用 状 況

風

景

探

勝

区間

9

9

1

i

15

14

26

28

2

20

9

20

13

14

50

82

13

21

2

i

12

12

20

io

4

a

12

14

61

62

9

9

9

9

601

855

キ

ヤ

ン

プ

区間

3

2

1

1

1

1

1

3

3

3

2

1

i

3

a

2

9

12

0

0

93

127

温

泉

区間

0

0

2

2

7

16

a

9

20

17

8

1

1

1

ii

5

3

2

2

2

1

4

4

ボ

1

ト

鴎
a

9

5

1

8

5

6

6

14

12

26

25

1

10

io

3

5

35

35

0

0

117

141

36

36

7

7

7

7

172

188

川

下

り

区間

0

0

0

0

20

20

20

20

0

0

114

151

常

設

釣

場

区間

1

1

0

0

0

13

i

i

27

7

42

7

0

0

113

72

漁

業

区間

103

103

a

2

276

ass

46

48

35

35

96

96

3

8

180

187

95

95

59

25

1

24

27

58

53

8

8

21

30

126

122

392

360

2

2

2

2

6,255

6,392

不 快 要 因

水
の
`三

こ
り

区間

4

6

2

3

8

9

0

0

30

19

ii

13

i

3

i

32

1

10

4

7

3

7

11

51

102

0

0

901

1,007

水あ

面

上

のわ

区間

1

1

1

1

i

0

1

29

7

4

1

3

37

7

0

0

169

95

悪

臭

区間

2

1

3

1

0

0

0

3

1

5

ユ

5

1

7

z

3

22

0

0

158

122

ぞ
こ
残
材

幽

3

5

9

17

7

1

1

3

3

2

1

1

5

7

34

3

7

9

11

3

3

3

1

27

10

68

43

0

0

595

530

砂

利

採

取

区間

11

5

17

13

1

1

0

4

4

1

1

1

1

1

1

5

9

7

7

13

29

0

0

490

507

河法畔

の
道
路面

区間

1

3

a

1

i

O

63

63

49

3

3

115

66

0

0

273

326

水少

量な

の さ

鴎

9

3

10

4

4

2

4

6

4

18

11

3

ユ

1

14

1

6

2

4

3

1

24

41

0

0

496

417

渇ダ

水ム

時湖

の畔

区間

O

a

0

0

4

15

15

15

19

0

0

74

170

一79^一80一
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付 表3. 原 生 流 域 一 覧 表

i

z

3

4

5

原生流域名
(地域名)

テッパ ンベツ川

流域

ルシャ川上流部

オッカバケ川上

流部

簡 甥明川上流 部

茅刈別川上流部

忠別川上流部

忠別川上流二見
沢
アイシポップ沢

ポンクワウンナ

ィ川流域

※
流 域
面 積

ha
2,225

z,zzs

1,S71

1,571

889

889

1,984

1,984

1,261

1.:261

6,036

6,036

且,075

],338

都 遺
府 県

北海道

N

"

〃

"

N

n

市 町 村

斜里郡斜里町

斜里 郡斜里町

目梨郡羅臼 町

目梨郡羅臼町
標 津郡標津町

上 川郡上川町

上川郡上 川町

上川 郡東川町

上 川郡奨瑛町

0選 定 要 件 の 変 化 等

森林伐採によ り流域面橿が舐少 し、かつ
3っ の流域 となり、要件 を満た していな
いo

森林伐採に より流域面積が減 少 し、 かつ
2つ の流域 とな り、要件 を満た していな
いu

※
保 全 地 域

知床国立公園

'

知 床国立公園

知 床国 立公園

大雪山国立公園

大雪山国立公団

大雪山国立公園

大雪山国立公園

殖 生 等 の 概 況

淘岸付近の緩斜面等にはイワノガリヤス草原がみられるが.標 高100m-150mま ではエゾイタヤーシナノキ林などの

落藥広薫樹林で、以降、しだいに針藥樹の混交度合を増し、所々にエゾマツ、 トドマツなどの針蘂樹林を形成する。森林

限界はおおむね700m前 後で所によっては500mま で下降し、付近にダケカンバ、ミヤマハ ンノキ林がみられる。よ
り高標高地では圧倒的`こハイマツが優勢で一部の凝地や岩礫地付近では、ツガザクラ頬やチングルマなどの高山櫃物群落

や湿原群落が観察される。

流域はルシャ川本流とポンルシャ川に大きく2分 される。前者は大部分を轟林群落によっておおわれる。後者は東密付近
へ達する稜線の一部をふくむ関係で高山帯を広く持ち、ハイマツ群落の発達が顕著である。

主稜部は知床半島のなかでは高山植物群落の発達がよくみられるところであり、ニツ池付近では高層湿原の発達もみられ
る。ハイマツも優勢を保っており、標高600m付 近でもハイマツが出現するが、森林限界はおおむね800～900m
と想定される。限界付近では蟻性のダケ九ンバ林、ミヤマハ ンノキ林の発遠が予想される。

高山帯の発達は、おおむね1,㎜m前 後からみられ、800m～1,000mが ダケカンバ帯及び上部針広混交林、それ以下は

針葉樹林及び下部針広混交林となっていることが予想される。

高山帯はほぼ1,500m前 後からみられるが特`ζ、 璽,700m以 上では高山植物群落の発達が顕著である。上部針広混交林

(エゾマツーダケカンバ群落)、 ダケカンバ群落は、ほぼ1.000m前 後からと想定される。針薫樹林もみることができ緩

斜面の広い尾根筋にはササ草原が森林群落に介在 している。

流域のほぼ%が 高山帯で、多彩な高山植物が広大な面積にわたってみられる。森林限界は1,300m～ 亘,600mで 、森林帯
では、エゾマツ・トドマツ林.ア カエゾマッ林などの針彙樹林、ド部針広混交林が一般的である。地形的にも新期火山の

旭橘、高根ケ原の熔岩台地、忠別川本流の峡谷など変化に窩んでいる。

標高1,300m前 後までは針葉樹林及び上部針広交林で、それより.ヒ部はダケカンバ林からハイマツ帯へと続いている。旭
岳の1,800m以 上は、生成の新しい火山である関係で、一般に植生の発達は貧弱である。

森林限界は1,300m～1,400mで 、森林帯は下部針広混交林針彙樹林が主体となっている。流域巾最高峰の小化雲岳は大曽

山系主稜の出尾根であり、稜線は広い緩斜面を形成する熔岩台地状の地形となっており、ハイマッ群落が一面1ζ広がって
いる。

注1,晦 欄:一 は原生流域 の要件 を満 た して いない流域

注2,流 域面積 上段:第2回 下段:第3回

注3.保 全地域欄、Oは 第2回 調 在以降指定 された もσ芝
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器

i

※

6

7

8

9

10

ii

且2

13

14

原生流域名

(地域名)

クワンナイ川上

流部

辺別川上流部

美瑛川上流 部

トムラウシ川上

流東沢

布部川 上流部

芦別川上 流部

トナシベツ川上

流部

戸蔦別川上流部

新 冠川上流部

※
流 域
面 積

ha

3,812

3,812

1.349

1,349

1,362

且,362

1,634

1,634

1,981

1,981

1,513

1,513

1,III

1,III

5,558

5,558

ha

2,365

2,365

都 道
府 県

北海道

〃

〃

"

〃

〃

〃

幽

市 町 村

上川郡美瑛町

上川郡美瑛町

上 川郡美瑛町

上川郡新得町

富 良 野 市

芦 別 市

空知郡南富食野
町

帯 広 市

新 冠郡新冠町

選 定 要件 の変 化 等
※

保 全 地 域

大雪山国立公園

大雪山国立公園

大雪山国立公園

大雪山国立公園
十勝川源流部原

生自然環境保全
地域

大雷山国立公園

富良野芦別道立
自然公園

窟良野芦別道立
自然公園

U高 山脈襟裳国
定公園

0日高山脈襟裳
国

定公園(全 敵
町{和56{F10月1
日指定)

植 生 等 の 概 況

高度範囲、600m～2,141m。 大雪山系の主稜南部を構成する山稜の集水区域。標高800mま での河道沿いには渓畔林が
よく発達している。森林限界は1.400m前 後。 トムラウシ山付近はoッ クガーデン状の岩礫堆稲地であり、小軍模な山上
湖が多数散在し、高山植物群落の発達も顕著である。

黄金ケ原は古い熔岩台地で、大雪山系主稜線から十勝岳連峰への接点にあたうている。森林限界は1,400m～1.500m。 森

林帯の構成は他の大雪山系に係る原生流域と大差ない。高山帯を構成する台地の一角には比較的娩模が大きい湿地もしく
は湿潤地が存在 している乙

高度範囲880m～1,670m(コ スマヌブリ)。 十勝岳連峰の北端の一角を占める稜線を構成する流域である。森林限界は
1,400m前 後となっている。流域には硫黄沼の名で知られる山上湖がある。

高度範囲700m～1.710m(五 色ケ原付近)。 森林限界は1,500m前 後で、森林帯の占める割合が高い。森林帯は、原生

自然環境保全地域に指定されている部分を中心として、北海道を代表する針蘂樹林(エ ゾマツ ・トドマツ)を 含んでいる。
五色ケ原は、高山草原群落の典型として著名である。

高度範囲840m～1,912m(富 良野岳)。 森林限界は1,400m～1.500m。 恋林帯の大部分は原始ケ原と呼ばれる高層湿原
地帯で、湿原性アカエゾマツ林の存在で特徴づけられる。標高がやや高 くなるとエゾマツ・トドマツの針葉樹林、上部針
広混交林、ダケカンバ林を経て、ハイマツ帯へと続いている。

高度範圏600m～1,700m(芦 別猛付近)。 森林限界1,500m前 後。芦別岳付近は石灰岩や蛇紋岩類など特殊な地質条件
をそなえており、高山植物種数の豊富さでは定評がある。大部分を占める森林帯は、一般的な針広混交林を主体とし、エ
ゾマツ、トドマツなどの針蘂樹林も含んでいる。

高度範囲580m～1,660m(夕 張岳付近)。 森林限界は、1.500m前 後。夕張岳は、蛇紋岩山地の代表的な山体で固有樋
を高山帯に多産することはよく知られている。稜線付近は、タ張付近をのぞいてササ草原が広く分布している。森林帯は
一般的な針広混交林である。

高度範囲660m'}1.959m(戸 蔦別岳)。 河道沿い1ζはヤナギ類を主体とする河床林、高標高の沢沿い`ζは ミャマハンノ
キ林、中腹斜面には落糞広蘂樹林、より上部にはチシマザサ群落、ダケカンパ林、溜木群落がありハイマッ帯へと続いて

いる。高山植物群落の発達は顕著ではないが、北部日高ではカール地形を中心として比較的よく発連している。

高度範囲820m～1,959m(戸 蔦別畠)。 森林限界1,300m付 近。区域の北西界の稜線付近では氷河湖である七ツ沢カー
ル ・幌尻岳カール周辺を中心として雪田群落からピース群落に至る高山植物群落が最もよく発達している。森林群落はほ

とんどダケカンバ林で占められ、針広混交林もみられるが、針藥樹林は少い。
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器
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i:i

15

且6

且7

18

且9

20

2且

22

23

原生流域名

(地嫉名)

札内川 ヒ流(本

疵)

斬}琶川ペツピリ
ガイ沢

シュンベツ川 ヒ

流郎

シュ ンベツ川上

流ナ メワッカ沢

札内川上流七の

沢

コイ ボク シュシ

ビチ ャ リ川上流

郎 ・

札内川上流五の

沢

コイボクシ ニシ

ビチ ャ リ川 ナナ

シノ沢

歴 舟川 上流 部

※
流 域
面 積

3,990

3,990

1,183

且,183

1,074

1,074

1,308

1,308

i,zos

1,209

1,024

1,024

1,308,

1,308

ha
2,072

2,072

5,813

5,813

都 辺
府 県

北海道

"

〃

N

〃

〃

〃

〃

〃

市 町 村

河西郡中札内村

新冠郡新冠町

静内邸 静内町

静内郡 静内町

河西郡中札内村

静 内郡静内町

河西郡中札内村

静内 郡静内町

広尾郡大樹町

選 定 要 件 の 変 化 等 保 全 地 域

Oli高山脈襟裳国

定公園(全 部 、
昭和56年10月1
日指定)

0 日高山脈襟裳 国

定 公園(全 部 、

匡¥{耳臼156年101.葺1

日指定)

Ol
.1高山脈襟 裳国

定 公園(一 部 、

hl雪不ll56{群10月1
日指定)

O日高山脈襟裳国

定公園(一 部、
昭和56年10月1
日指定)

o日高山脈襟裳困

定公園(全 部 、

昭和56年10月1
日指定)

O日高山脈襟裳国

定公園(全 部、
昭和56年10月1
日指定)

O日高山脈襟裳国

定公園(全 部、
昭和56年10月1
日指定)

0日高山脈襟裳国

定公園(全 部、
昭和56年10月1
日指定)

。日高山脈襟裳国

定公園(一 部、

昭和56年10月1
日指定)

生 等 の 概 況

高度範囲620m～1,979.4m(カ ムィエクウチカウシ山)。 卜勝川の大支流のひとつそある札内川の本流の ヒ流域である。
森林群落では落薫広蟹樹林とダケカンバ林がほとんどをしめる。稜線直下のカール群1ζは筒山草本群落が尭達する。ハイ
マッ群落はナイフリッジ状稜線付近に細長く分布する。

高度範囲840m～1,901m(エ サオマントッタベッ島)。 大部分がダケカンバ林で竃稜線付近の櫃生状況は他とかわらな
いが、支稜を多くふくむため高山草本群落の発il甦は貧弱である。

商度範囲620m～1.852m。 櫃生につい ては新冠川 肚流部(㎞ 且4)を 参照。

高度範囲600m～1,672m。 比較的低標高地が多いため、針広混交林とダケカンバ林がほとんどをしめる。高山帯は北西
の境界となっている稜線付近でわずかにハイマッ群落を主体としてみられる程度である。

高度範囲580m～1.823m。 札内川に係る3つ の原生流域(恥16,隔20、 隔22)の 中間に位置する区帳である。植生状況
については尚17で述べた日高山系一般の傾向とかわらない。

高度範囲680m～1,979m(カ ムイエクゥチカウシ山)。 植生状況晦14参照。日高山系全体では、針薫樹林の分布が北か

ら南へ向かって少くなる傾向1ζあり、当該流域では全く見ることができない。

高度 範囲480m～1,721m(コ イカ クシュサ ッナ イ岳)。 植生 状況 にっいて は新冠川 ヒ流部Ob14)を 参照。

'高度 範囲520m～1
.839m,櫃 生状況 につい ては新冠川 ヒ流 部(Na14)を 参 照u

高度範囲は380m～1,794m(ヤ オロマップ励 と、高低差1,400mに わたり、落蘂広薫樹林が森林群落の多くをしめる。
その他の植生状況については日高山脈全体の傾向とかわらず、針藥樹林は全くみられない。ヤオロマップ岳の北東のカー
ル地形では、この区域では比較的大きい高山草本群落をみることができる。
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24

25

26

za

29

30

31

32

原生流域名

(地域名)

コイカクシュシビ

チ ャリ川 上流 サ

ッシビチ ャ リ沢

上アブカサンベ
沢川上流部

ポンヤオ0マ ッ

プ川流域

中 ノ川上流部

コイカクシュシ

ビチャリ川上流

部ペテガリ沢川

ヌピナイ川上流

部

元浦川上流ソエ
マツ沢

豊似川上流パ ン

ケアイアン沢

日高幌別川上流

部

流 域
面 積

2,633

2,633

1,520

1,520

1,476

1,476

6,373

6,373

1,446

1,446

3,720

3,720

ha!

2,且54

2,且54

999

999

1,551

1,551

都 道
府 県

北海道

〃

〃

"

n

〃

"

〃

〃

市 町 村

静内郡 静内町

静 内郡静内町

広 尾郡大樹町

広尾郡大樹町

静内郡静内町

.広 尾郡大樹町

浦 河郡浦河町

広 尾郡広尾町

浦河郡浦 河町

選 定 要 件の変 化 等
※

保 全 地 域

。日高山脈襟裳国

定公園(全 部、

昭和56年10月1
日指定)

O日高山脈襟裳国

定公園(一 部、
昭和56年10月1
日指定)

0

日高山脈襟裳国

定公園(一 部、
昭和56年10月1
日指定)

。日高山脈襟裳国

定公園(全 部、
昭和56年10月1
日指定)

。日高山脈襟裳国

定公園(一 部、
昭和56年10月1
日指定)

O日高山脈襟裳国

定公園(一 部、
昭和56年10月1
日指定)

。日高山脈襟裳国

定公園(全 部、
昭和56年10月1
日指定)

植 生 等 の 概 況

高度範囲480m～1,839m。1,839m峰 はヤオロマップ島から西方1ζ派生する出尾根上の最高 ピークであるr苗 生伏況は
日高山系一般の傾向と大差はない。

日高山系の主稜から西方へ遠 く離れた支稜上の1,417m(勲 名峰)を 最高度地点とし、そのさらに西側に位置する340m

地点を最低高度とする区域である。ダケカンバ林、針広混交林、落蘂広葉樹林が大部分を占め、針葉樹林もみることがで

きるほか、クマイザサ、チシマザサの群落も他地域に比 して比較的多くみられる。

高度範囲420m～1,5且8m(無 名峰)。
を落葉広葉樹林と混交林がしめる。

主稜上のペテガリ岳か ら東へ派生する尾根上の無名峰が最高地点である。大部分

今回の調査で抽出された最大の原生流域で、高度範囲は280m～1,625m(ソ エマツ岳)に 及んでいる。大部分が落葉広

葉樹林で占められる。植生状況については、歴舟川(Na23)と 大差ない。

高 度範囲500m～1,736m(ペ テガ リ岳)。

れる。

ほとんどが森林群でしめられ、内容的には他とかわらない。針蘂樹林もみら

高度範囲380m～1,631m(ピ リカヌブリ)。 中ノ川と同様の地形を含む区域である。植生状況は他の流域とかわらない。
ピリカヌブリ周辺には、比較的大きな高山草本群落がみ られる。

高度範囲440m～1,631m(ピ リカヌプリ)。 植生状況は他の流域と変わらない。わずかに針延樹林がみ られる。

高度範囲320m～1,259m(無 名峰)。

であ る。

支尾根の末端部を最高地点とする関係で規模は小さい。はとんどが落彙広薫樹林

高度範囲460m～1.634m(ピ リカヌブリ)。 北に隣接する隔34の区域には針薫樹林がわずか`ζみられたが、この区域で
は同じ日高側でありながら、全く分布していない。
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35

38

39

原生流域名
(地域名)

.α似川上流部

余911川.上流 部

ぬ川 上 流 部

右股川上流郎

大鴨識川上流部

須 築川上疏部

利根川.ヒ 流部

迅 良瀬川原流

赤{'i川 源 流

※流 域

面 棲

3,407

2,896

1,4且9

1,419

i,zso

1,260

1,958

i,zss

z,sso

1,780

hal

3,563

3,563

4.466

4,466

都 遭

府 県

北海道

n

〃

胃森県

〃

市 町 村

広 尾郡広尾町

積 丹郡積丹町

桧山郡上ノ国町

桧山郡上ノ国町

松 前郡福島町

頼 棚 町

今 全 町

深 浦 町

鯵 ケ 沢 町

選 定 要 件 の 変 化 等

本流域では、道道浦河大樹線の建設が進んで
いる。このため流域面留を滅少するg

昭和55～59年 、本慌河川に沿って峰越林道が

開設され、この道は石埼 ・松前線に路線認定
され一部は道々として供用中。

また、森林伐採により流域面横が減少し、要

件を満たしていない。

道々石崎 ・松前線の設置及び森林伐採にょり

流域面積が減少し、かっ2つ の流域となり、

要件を満たしていない。

新規選定
全域が国有林であり、当面の伐採計画はない。

新規選定

全域が国有林であ り、当面の伐採計画はない

保 全 地 域

O
日高山脈襟裳国

定公園(全 部、
昭和56年10月1
日指定)

0大千軒島道薗然

保護保全地域

[鋼

狩場茂津多
道自然公固

津軽国定公園
(昭 和50年3月
31日 指定)

。赤石川渓流暗門

の俺自然公園

(昭 和56年7月
7日 指定)

植 生 導 ・ の 概 況

筒度範囲280m、L520m落 彙広薫樹林が大部分を占める。針蟹樹林もわずかにみられる。 トヨニ岳付近の稜線周辺の緩
斜面には比較的大きな高山草本群落がみられる。 トヨニ{吾付近のカールは開析をうけてかなりくずれているが、日筒ll」系では最南端のカ

ールである。野塚盾の東斜面には'響言潤草原か形成されている
。

績♪}半島の 一角を占める区域で高度範囲240m～1,145m(ポ ンアンチシ山)の 区域である。区域のほほ全域が森林群落
によってしめ られ、落葉広蘂樹林がその主体となっている。

道南の松前'r島、人千軒傷付近の3ヵ 所の原生流域のひとつである。高度範囲280m、920m(燈 明岳)。
ナ林(ヒ メアオキーブナ群団)に よって占められる。稜綴部分を中心としてササ草原もみるζとができる。

ほとんどかブ

高度範囲220m～1,372m(大 千軒岳)。 ほとんどがブナ林によって占められるが高度を増すにしたがってダケカンバが
目立ち、しだいにダケカンバ林へと移行する。大干軒岳のピーク付近はササ草原のほか、風衝の影唇により特殊な草本群

落がみられる。

高度 範囲280m～1.372m。 植生状 況1こつ いては 右股 川(隔39)と 大差 ない。

ブナ ・イタヤ ・カバ ・ナナカ マ ド等 の広葉樹天然 林で あ り、 標高600m以.ヒ はダテカ ンパ、 ナナ カマ ド主体 、 山頂部は狩

場山 高 山棺物、 ハイ マツ等 とな ってい る。

標高600m未 満はブナ・カバ ・イタヤの天然広葉樹林であり、600m以 上はダケカγパ主体となっている。

地域の大部分は森林でおおわれており、そのほとんどはブナ林である。局部的にキタゴヨウ林、ヒメヤシヤブシータニゥ
ッギ林が形成されているが、この立地は急峻な斜面に終るやせ尾根か急傾斜地の崩壊地である。渓畔では一部にサワグル
ミ林が形成されている。

植生等の概況は、追良瀬川原流(恥38)と ほぼ同様。
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原生流域名

(地域名)

暗 門 川 諒 流

窩恨田川上流部
(雫石川の支流)

萬根田川上流部
(雫石川の支流)

和賀川 上流部

本内川 上流部
(和賀川の支流)

小 出川流域部
(胆沢川の支流)

柏 毛川上流部

粒様沢上流部

ノo川 上 流部

※
流 域面 積

2,053

2,053

1.033

1,033

1,231

1.231

3,299

1,728

he

1,551

2,639

2,639

2,429

2,429

i,zzo

1,220

1,688

都 道
府 県

胃森県

岩手県

〃

〃

謬

"

秋田県

n

〃

市 町 村

西 目 麗 村

雫 石 町

雫 石 町

沢 内 村

和 賀 町

胆 沢 町

藤 里 町

森 吉 町

森 吉 町

選 定 要 件の変 化 等

岩手県企業局の測水施設の設置
森林の一部伐採
奥地産業開発道路の建設

森林の伐採、伐採のための林道及び作業道が
全域に張 りめ ぐらさ叛 治山ダムも建設され
ているo要 件を満たしていない。

森林伐採により流域面積が減少し、要件を満

たしていない。

::<

保 全 地 域

。赤石川渓流暗門

の滝自然公園

(昭 和56年7月
7日 指定)

十和田八幡平国
立公園

十和田八幡平国

立公園

。和賀岳自然環境

保全地域(国 指

定)

(昭和56年5月
21日 指定)

森吉山県立a然
公園(一 部)

森占山県立自然

公園

植 生 等 の 概 況

植生等の概況は、追良瀬川原流(恥38)と ほぼ同様。

●

林令120～130年 以上のブナ林(ブ ナーチシマザサ群落)に 波われている。

植生等の概況は.葛 根田川上流部(Nn9])と ほぼ同様。

林令160年 以上のブナ林(ブ ナーチシマザサ群落)に 被われている。

林令120～ 且60年以上のブナ林(ブ ナーチシマザサ群落)に 被われている。

林令175～185年 以上のブナ林(ブ ナーチシマザサ群落)に 被われている。

ブナの純林 地帯であ り、亜高木層 と して、 ホウノキ、 ヤマモ ミジ、

キ、 チシマザサな どに被われて いる。

トチ、ミズナラなどが わずか に混 生 し、林 床は ヒメアオ

ブナ林が大半で、急傾斜地1ζは針薫樹が見られるが、詳 しい調査はされていない。

ブナが優占した天然林で、沢沿いにはヤチダモ、サワグルミが高場森東側に国の尺然記念物(桃 凋 ・佐渡スギ原壷林)が

ある。
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50

51

52

原生流域名
(地域名)

玉 川 上 流 部

生保内川 ヒ流部

堀内沢上流部

成瀬 川上流部

皆瀬川上流部

春 川..ヒ流 部

大 沢川L流 部

銅 山川L流 部

四大烏川上流部

流 域
面 積

3,412

3,412

z,oss

2,089

2,778

2,778

he

2,302

2,302

2,382

2,382

1.2且7

1,2且7

i,say

1,687

1,166

1,166

z.aos

2.408

都 遡

府 県

秋田県

〃

〃

a

〃

〃

山形県

"

〃

市 町 村

田 沢 湖 町

田 沢 湖 町

角 館 町

東 成 瀬 村

皆 瀬 村

皆 瀬 卜,

八幡町 員室川町

大 蔵 村

朝 日 村

選 定 要 件 の 変 化 等 保 全 地 域

卜和川八幡・円司
立公園

田沢湖抱返り県

復自然公園

栗駒国定 公園

栗駒国定 公園

0大沢川源流部

県自然環境保全

地域(昭 和57年

3月17日 指定)

磐梯朝日国立公
園

生 の 概 況

標高LOOOm以 ドでは ブナ林 、それ以 ヒではオ オシ ラビソ休とな ・・てい る。

ブナ林がメごrで あ り、一 部 ミズナラ林があ る。

ブナが優 占 してい るが、他 に ヒノキ ァスナ ロ、 スギ、 ミズナ ラ、ア オダモ、 アカ シデな どが混生 している。尾 根には シナ

ノヰ、 ダケカ ンバ、 ナナ カマ ド等がみ られる。

ブナ林が優 占 して おり、他 に ヒメヤ シャブ シータニ ウッギ群落や シナノキ ンバ イー ミヤマキ ンポウゲ群団が 混生 している。

ブナ林が優占しており、他にクロベーヒメコ7ツ 群落などが混生している。

ブナ林が優占しており、虎毛山周辺ではコケモモーハイマツ群築が混生している。

植生はほとんどブナーチシマザサ群落で山形県北部を代表するブナ林である。ヤセ屋根にはキタゴヨウが出現し沢岸の平
担地の安定した湿性地はサワグル ミージュウモンジシダ群落でカツラートチノキーサワグル ミ型林櫓である。

本地域の標高1,100m～1。200mま では、一帯がブナーチシマザサ群落で、800m～900mま ではコナラ、ミズナラが混生し

ている。上部の大部分は ミヤマナラ、ダケカンバが混生する嫌雪性植生の亜高山落蘂低木群落であり、念仏ケ原の凹部は

高層湿原値物群落で、小岳より南西に走る広い屋根筋は月山特有の鱈田植生群落である。

重蔵山北東斜面の急傾斜地一帯はヒメヤシャブシータニウツギ群落であるが.残 りの全域は ミズナラを混生したブナ林で
あり、下流部はブナの純林である。
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59

60

61

62

63

原生流域名

(地域名)

東大鳥川上流部

根子 川上流部

荒 川 上 流 部

野 川 上 流 部

朝 日川上流 部

金 目川上流 部

横 川 上 流部

玉川(梅花皮沢)

上流部

玉川(桧 山沢)

上流部

※流
域
面 積

1.399

1,399

1,779

1,709

ha

2,183

2,183

1,249

且,249

i,szs

2,768

2,768

1,689

1,689

1,240

1,240

1,854

1,854

都 道
府 県

山形県

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

市 町 村

朝B 村

大 江 町

小 国 町

艮 井 市

朝 日 町

小 国 町

小 国 町

小 国 町

小 国 町

選 定 要件 の変 化 等

林道新設

林道建設に伴い、築水域が2分 さ腰 件を満
たさなくなったo

};
保 全 地 域

磐梯朝日国立公
園

磐梯朝日国立公

園 ・

磐梯朝日国立公
園

ヌルマタ沢 ・野

川県自然環境保

全地域

磐梯朝日国立公

園

襲梯朝日国立公

園

植 4三 等 の 概 況

甚六山、白岳以北の区域及び西俣沢上流部はミズナラ、カエデ類などの混生したブナーチシマザサ群落であり、甚六山、

化穴山、桝形山、白岳を結ぶ稜線沿いは ミヤマナラ、ハクサンシャクナゲなどの亜高山落薫低木群落である。又、白猛東
斜面の急崖地は ヒメヤシャブシータニウツギ群落である。 ・

本地域の下方は ミズナラの混生したブナーチシマザサ群落で標高1,000m～1,400m位 の東向き急斜面は ミヤマナラ、サラ
サドウダンの混生するヒメヤシャブシータニウツギ群落となり、1,400m以 上はダケカンバ、コミネカエデ等の混生 した
亜高山落薫低木群落となり、主峰の稜線沿いはハイマツ、コケモモを主体とした曽田植物群落である。

本地域の中腹までのほとんどは ミズナラ、コナラ等の混生するブナ帯であり、東南斜面中腹の急崖地はサラサドウダン、
ハンノキ等を混生したヒメヤシャブシータニウツギ群落で、大朝日島を含む峰沿いは、ヤハズハンノキ、 ミネカエデ等の

亜高山落藁低木群落であるが、西朝日岳～袖朝日岳問の稜線沿いはハイマツ、コケモモ、一部 ミネカエデ等の混生した雪
田植物群落である。

本流域の大部分はコナラ、ミズナラの混生したブナ帯であるが、平岩山～大玉山間を結ぶ稜線沿いはサラサ ドウタン、ハ
ンノキ等の混生したヒメヤシャブシータニウツギ群落で平岩山～御影森山間を結ぶ稜線沿いは、サラサドウダン、 ミネカ
エデ等の混生 した亜高山落葉低木群落である。

本流域は御影森山から南に走る稜線沿いの一部がヒメヤシャブシータニウッギ群落に属するほか大部分が、コナラ.ミ ズ
ナラ、サラサ ドウダン、アズマシャクナゲ等が部分的に混生するが、ほかは、純林に近い優良なブナ帯である。

稜線下の急斜面あるいは沢に面した急崖地等のなだれ植生部はマルバマンサクを混生したヒメヤシャブシータニウツギ群
落が散在するが、そのほかの区域は、ミヤマナラ、ミネカエデ、ハクサンシャクナゲ等の混生 したブナ帯であり、 ヨモギ

平、在所のような緩斜地で土壌の比較的厚いところは、優良なブナの純林となっている。

沢に近い急崖地及び大丸森山の東斜面の急傾斜地は罎生のブナが混生するヒメヤシャブシータニウッギ群落であるが、そ
の他の地区はユキツバキ.ハ ナヒリノキ、ホツッジ、ミネカエデ等の混生するブナ帯である。

梅花庚沢と滝沢の出合付近まではヤブコウジ、ヒメアオキ、コナラ等の混生したブナ帯であり、それより標高1,400m位

まではウラジロヨウラク、アズマシャクナゲ、ミヤマナラ等の混生したヒメヤシャブシータニウツギ群落となり、それよ
り1,600m位 まではダケカンバを主体とした亜高山落蘂低木群落とササ原を主体としたチシマザサ自然群落となり、門内

岳～鳥帽子島間を結ぶ稜線付近は部分的1ζハイマツ、ヤハズハンノキ等の雪田植生僻落である。

標高700m位 までの区間はヤブコウジ、ヒメアオキ等の混生 したブナ帯であり、標高L400m位 まではウラジロヨウラク、
サラサ ドウダン、 ミヤマナラ等の混生したヒメヤシャブシータニウツギ群落となり1,700m位 までは、ダケカンバを主体

とした亜高山落藥低木群落とササ原を主体としたチンマザサ自然群落となり、鳥帽子吊～飯豊山間を桔ぶ主脈沿いは部分
的にハイマツ、ヤハズハンノキ、バクサンシャクナゲ等の雪田植生群落である。
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原4三流域名
(地域名)

大桧 沢上流部

滝沢川上流部

白戸川上流部

鳳谷 川 ヒ流部

柚 沢 ヒ 流 部

那珂川ヒ流部矢

沢

鬼怒川上流部罵
坂沢

鬼怒川上流部湯
沢

鬼 怒川上流 部

流 域面 積

i,osz

i,osz

he

1,753

1,753

3,46且

3,461

2,375

2,375

2,145

2,145

1,090

1,090

1,671

1,187

且,187

且,098

1,003

都 道

府 県

福島県

p

n

〃

N

栃木県

〃

N

〃

市 町 村

耶麻郡熱塩加納
村

大 沼郡金山町

南会庫郡只見町

南会津郡只見町

南会津郡桧枝岐
村

黒 磯 市

栗 山 桝

栗 山 村

栗 山 村

選 定 要 件 の 変 化 等

森林伐採、林道工事のため、原生流域として
の条件を満たさなくなった。

砂防ダムが上流部にできたため前回調査より
面積が減少している。

保 全 地 域

栂峰県自然環境
保全地域

越後三山只見国

定公園

越後三山只見国
定公園

日光国立 公園

日 光国立公園

植 生 の 概 況

大桧沢上流部は、山稜部を除いてブナ、チシマザサ群落を中心とする見事な原生林である。栂峰山頂の南西部から販森山、

鉢伏山にかけての尾根一帯はシヤマナラを主とした低木林となっており、多雪山地ブナ山地帯における稜線部のいわゆる
貧栄養土壌の植生型である。また、栂峰山頂及び小栂峰山頂付近にはオオシラビソが見られる。東北日本海に面した多電
山地においては、垂直的森林帯としての亜高山性針蘂樹林帯を欠いているのが普通であるが、まれにオオンラビソ、コメ
ツガなどの局地的な微小林分が例外的に存在する場合があり、本地域のオオシラビソ林もその例である。 隔

福島県と新潟県との境の只見川の水源は、大部分伐採されて残っているところは{董かである。滝沢川源流だけは今なお自
然を残している。標高1,000m～1.300mの 山1ζ囲まれている山地帯で、ブナ林を主としている。稜線部はキタゴヨウマツ
にクロベを混えた岩角地貧養林があり、岩壁は裏日本特有のチョウジギク、オニシオガマ、 ミヤマアブラススキ、セイワ

イチョウがあり、渓谷はV字 谷で、滝のしぶきのかかるところや崖錐に裏日本系草本がみられる。

白戸川源流は、丸山岳、会津朝日岳から発している。これ等山岳は亜高山帯に達しているところであるが、日本海側多曽

地の特徴とするオオシラビソを欠いた植生で、針葉樹はキタゴヨウマツ、コメツガ、クロベがあるだけであり、そのほか
風衝低木林がある。

黒谷川上流部は、概してブナ林で、河畔林としてサワグル ミ林があり、河岸斜面に トチ、カツラの大径木を見る。
ブナ林は ミズナラをまじえ、林床はチシマザサが生じていて、襲日本型の植物相である。会漆朝日岳は特に急峻な露岩地

があり、亜高山一高山性植物が生 じている。ヒメサユリ分布の南限である。また、穂磐が多いので、冬季、寒風から保護

されて地史上古 くからの遺存植物を残している。原生植物櫓をもつ残り少ない貴重な地域である。

袖沢の源流は、駒ケ岳、三ツ岩山など標高2,000mを 越す山がある。冬季季節風激 しく、頓聾も多いので、東北地方亜高

山帯を標徴するオオシラビソは駒ケ島あたりに林分を見るだけである。残雪がおそくまで残っているところが多いので、
樹木の生育を妨げ、草原になり、池塘が生 じ、いわゆる湿性お花畑をなしており、夏季融電時に種々の高山性植物が一斉
に開花をみる。柚沢はV字 谷をなし、崩雪多発地はミヤマナラの疎林であるが、川の合流部の堆檀土あるところには河辺

林が発達するなど、多様の植生がある奥只見の代表的森林地域である。

太いもので胸径50cm内 外の ミズナラ・ブナ林を主とし、 上部の北向き斜面にはアスナロの極相林がある。大川林道に近
い高地の北側には一部にヤマグルマの群生地もある。沢にはフサザクラとサワグル ミが多い。

標高1,700mか ら上はコメッガ林であるが、それよりも低い部分は最大径1m内 外の ミズナラ林で、ブナも径90cmの 大木

もある。沢筋にはサワグル ミ林が発達している。

噴泉塔(標 高約1,500m)あ たりまではミズナラの最大径1mの ものがあり、ブナも多く、カエデの種類も豊富なので紅

葉の最もすぐれた地域である。
これよりも高所には、アスナロ ・クロベ、さらに1,900mあ たりから上にはコメツガ・オオシラビソ林がある。

標高L600mあ たりまではブナ・ミズナラ林で、この上にクロベ ・アスナロ林やコメツガの極相林がある。
且,900m以 上はオオシラビソの純林で、鬼怒沼には拠水林として倭少なクロベ林がある。

この地区の針葉樹林は県内で最大かっ最も見事である。
鬼怒沼は日本で最高点にある高層湿原として非常に貴重である。
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原生流域名

(地域名)

利根川 上流部

小穂口沢上流部

奈良 沢上流部

コツナギ沢上流

部

山熊田川上流部

泥又川 上流 部

末沢 川上流部

岩井沢上流部

早 出川上流部

流 域面 積

ha

3,654

3,654

1,666

1,666

3,026

3,026

1,399

1,399

1,296

i,zss

2,877

2,877

1,559

1,559

1,088

i,ose

he

4,313

4,313

都 道
府 県

群馬県

n

〃

"

新潟県

〃

〃

〃

n

市 町 村

水 上 町

水 上 町

水 上 町

水 上 町

山 北 町

朝B村

朝 日 村

朝 日 村

村松町、上川村

選 定 要件 の変 化 等

※

保 全 地 域

利椴川原流部自
然環境保全地域

平ヶ極}・白沢山
西面県自然環境

保全地域

磐梯朝B国 立公

園

磐梯朝日国立公
園

奥早出粟守門県

立自然公園

植 生 等 の 概 況

群馬県の最北蟷に位置し、豪雪、雪崩、残雪などの影響を受け、植生は完全な裏日本多雪地帯の性格を持ち、 ミヤマナラ
林が分布 している。 塾
ミヤマナラ林より上方はヌマガヤ草原、高山風衝草原、雪田群落が形成されている。

本地域の低部はブナ林(オ オバクロモジーブナ群集)が ほとんどを占め、上部は蟹崩地植生(ミ ヤマナラ群輿、'7ルバマ
ンサクーブナ群集)と なり、これは裏日本多雪地帯の特徴的なもので、最上部は岩壁及び岩石崩壊地植生となっている。

この地域は三国山脈の一部をなし、冬季に日本海からの北西の風を受ける多雪地帯である。標高L600mま ではブナ林で

ありオオバクロモジーブナ群集となっている。

三ツ石山の東南斜面は ミヤマナラ林が広く分布している。

桧倉山から小沢岳にかけての群馬県側の山地の低山帯域にはブナ林が広く分布する。それは裏日本型気候域の多雪地帯の
オオバクロモジーブナ群集で低木林にオオバクロモジ、エゾユスリハ、チシマザサ、低木層にイワゥチワ、オォィワカガ
ミなどが多い特徴がある。

県北に位置し、海抜250mか ら1,000mの 範囲にある。

植生は、ブナクラス域の自然植生で占められ、ゆるやかな傾斜域はブナの原生林で覆われており、急斜地は自然低木林で

勢 麗 購:良 好な蜻 をしており亜高木層。タ。夙 。シ繊 オが ク・モ・・どの・本海頂1縢の種が多く.
自然低木林は ミヤマナラを主体としている。
しかし、第三次国有林施桑計画によれば、なめこ生産の原本供給が本区域から予定されている。

県北に位置し、海抜200mか ら1,300mの 範囲にある。
苗生は、県境稜線部は高山帯植生の雪田草原及び亜高山帯埴生の ミヤマハンノキーダケカンバ群集で占められ、残りの地

域は、ブナクラス域の自然植生である。
ブナクラス域の植生は、チシマザサーブナ群団、自然低木群落及び自然草原である。

本地域は、融雪時に山菜とりが入山するかは、入山者がなく、きわめて原始性の強い地域である。

県北`ζ位認し、海抜400mか ら1,550mの 範囲にある。
植生は、ブナクラス域の自然植生で占められているが、一部急傾斜地には亜高山帯自然植生のササ自然草原がみられる。
ブナクラス域の植生は、チシマザサーブナ群団及び自然低木林である。チシマザサーブナ群団のブナは、生育が食好で、

植被率も高く、高木層はほとんどブナで占め、よく発達したブナ林である。
しかし、本地域のすぐ近くまでブナ林の伐採が進んできている。

県北1ζ位置し、海抜100mか ら1.000mの 範囲1ζある。低海抜地域にもかかわらず、人手が加わらなかったのは、三面ダ
ムの構築により扱立化したためと思われる。

植生は、ブナクラス域の自然植生で、チシマザサーブナ群団及び自然低木群落で占められている。
しかし、本地域のすぐ外側にはスギの造林地がみられる。

県の中央に位置し、海抜350mか ら1.250mの 範囲にある。
植生は、ブナクラス域の臼然植生で、チシマザサーブナ群団及び自然低木林で占められる。本地域は.地 形が急峻で、岩

肌が露出している所も多いため、高木層は未発達である。亜高木、低木には、ヤマモ ミジ、マルバマンサ久 ミズナラ、
オオバクoモ ジ、リョウブなど日本海側要素の種が多く出現する。

なお本地域は、全国的に有数なカモシカの生息地である。
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原鷹流域名

(地域名)

笠 堀 川 止流部

大 川 一ヒ流 部

砥沢川 上流部

大白川 ヒ流部

3鳥長蔭111.ヒ流 部

燃部川上流部

倉 谷川L流 部

"!川.ヒ 流 部

雄 谷.ヒ 流 部

※流 域

面 積

2,122

2,122

2,494

2,494

1,445

1,445

3,012

3,012

2,578

2,578

2,891

1,797

且,797

he
1,034

1,034

1,亘22

都 避

府 県

新潟県

n

"

〃

窟山県

〃

石川県

〃

"

市 町 村

下 田 村

下 田 村

下 田 村

湯 之 谷 村

下新川郡朝日町

宇奈月町

窟山県新川郡
宇奈月町

金 沢 市

金 沢 市

石川郡吉野谷村

選 定 要 件 の変 化 等

新 規 選 定

昭和57年3月 に、わさび田(約6,000耐 、ふ
とんかごエあり)及 び管理宿舎(約40m3)力

整備された。

保 全 地 域

興早出粟守門県

立自然公園

奥早出粟守門県
、1自然公園

輿㌧咄 粟守門県
、γrl然公園

越後 三li.1只見国

定公園

中部山島国1凱公

園朝日県立自然
公園

中部山岳国立公

園

一部は犀川源流

自然環境保全地
域

一部は犀川源流

自然環境保全地
域

全域白山国立公
園

生 等 の 擬 況

県の中央に位置し、海抜250mか らL250mの 範囲にある。
植生は、ブナクラス域の自然櫃生で、チシマザサーブナ群団及び自然低木林で占められる。本地域は、地形が急峻で、岩

肌が露出している所も多いため、高木層は未発達である。亜高木、低木1ζは、ヤマモミジ、マルバマンサク、ミズナラ、
オオバクロモジ、 リョウブなど日本海側要素の種が多く出現する。

なお本地域は、全周的に有数なカモシカの塩息地である。

県の中央に位置し、海抜200mか ら1,250mの 範囲`ζある。

櫃生は、ブナクラス域の自然植厘で、チシマザサーブナ群団及び自然低木林で占められる。本地域は、地形が急峻で、岩

肌が露出している所 も多いため、高木層は未発達である。亜高木、低木1ζは、ヤマモミジ、マルバマンサク、 ミズナラ、
オオパクロモジ、 リョウプなど日本海側要素の種が多く出現する。

なお本地域は、全国的に有数なカモシカの生息地である。

県の中央に位置 し、海抜200mか ら且,100mの 範囲1ζある。
植生は、ブナクラス域の自然植生で、チシマザサーブナ群団及び自然低木林で占められる。本地域は、地形が急峻で、岩

肌が露出している所も多いため、高木層は未発遠である。亜高木、低木には、ヤマモミジ、マルバマンサク、 ミズナラ、
オオバクロモジ、リョウブなど日本海側要素が多く出現する。

なお本地域は、全:国的に有数なカモシカの塩息地である。

県南に位齪し、海抜900mか ら2、150mの 範囲にある。
植生は、亜高山帯の自然植生及びブナクラス域の自然植生で占められており、県境稜線部は、高層湿原が点在している。
亜高山帯自然植生は、オオシラビソ群築、コメツガ群落、ササ自然草原で、ブナクラス域自然植生は、チシマザサーブナ
群団のヒメアオキーブナ、マルバマンサクーブナで占められ、高木1削ζケ トチノキ、 ミズナラも混生する。また、傾斜地
には、 ミヤマナラを主体とする自然低木群落もある。
また、本地域は、目光国立公園の尾瀬ケ原と隣接している。

標高1,400m-1,500mよ り下の地域では、ブナを中心とした原生林が発達している。
それより標高の高い地域では、 ミヤマハンノキーダケカンバ群団の櫃生からなり、新潟県との県境付近の稜線部は国の天
然記念物に指定されている白馬連山櫃物帯である。

標 高1.500～1,600mよ り下の地域 では ブナ を中心 とした原 生林 が発達 してお り、 尾根ぞ いに、 アカシ、 イ ヌッゲー ク
。べ群 集が点在 してい る。 よ り標高 の錦 ・地域 では ξ ドリユキザサ、 ダケカ ソバ群 団、 ヒメヤ シ・ブシー タニウツ構

落 の植 生か らな り、 稜 部 では オオシラ ヒソ群 集、 ウラ ジロ ヨウラター ミヤ マナラ群団 が発 達 して いる。

ブナ林を主体とし、一部ブナーミズナラ林、山地高茎草原を含む。

クロベーヒメコマツ林、ダケカンバ林もみられる。

動物相も豊かで、極めて少数の登山利用がみられるにすぎない。

倉谷川上流部とおおむね同様であり、ブナ林を主体とし一部、ブナーミズナラ林、山地高茎草原、クロベーヒメコマツ林、
ダケカンバ林を含み、奈良岳山頂付近等にはアオモリトドマツもみられる。

動物相 も豊かで、限られた人々の登山利用がみ られるにすぎない。

大笠山q,822m)、 笈ケ岳(1,841m)、 冬瓜山(1,628m)に 源を発する雄谷川の源流部であり、登山道もなく人跡
のまれな地域である。

原始性の高いブナ林を主体`ζダケカンバーアオモ1,トドマツ林、チシマザサ低木林、山地高茎草原等か ら成り動物帽も豊
かで'ある。



i

N

i

※

89

90

91

92

93

95

96

97

原生流域名

(地域名)

亀添 川上流部

中 ノ川上流 部

目附谷上流 部

渋 沢

伊 奈 川 上 流

三 峰 川 上 流

荒 谷 上 流 部

板 取川上流部

揖斐 川上流部

※
流 域面 積
、

1,254

1,254

且,593

1,593

z,zai

2,221

1,47]

1,97]

1,315

1,315

2,947

2,947

ha

1,103

1,]03

1,207

1,207

1,181

且,181

都 道
府 県

石川県

n

〃

長野県

〃

n

岐阜県

〃

〃

市 町 村

石川郡吉野谷村

石 川郡 尾ロ村

石川郡尾ロ村、

吉野谷村

下水内郡栄村

木曽郡大 桑村

上伊那郡長谷村

大 野郡白川村

武儀郡駁取村

揖斐郡 徳山村

選 定 要 件 の変 化 等
※

保 全 地 域

全域白山国立公
園

全域白山国立公

園

大部分白山国立
公園

上信越高原国立
公園

中央アルプス県
立自然公園

南アルプス国立
公園

白 山国立公 園

揖斐県立自然公

園

植 生 等 の 概 況

編 鎚 騨 鷹 齢 磁 禁誌7カ ンパ林を主体とし・アオ・リトド・・林・山地高・輔 艦 え・・

亜高山帯から高山帯の地域でダケカンバーアオモリトドマツ林、ダケカンバ林、
ハイマッ林等から成り、また地獄谷と呼ばれる崩壊の著しい自然裸地を含む。

ミヤ マハ ンノキ低 木林、高lll高 茎草原 、

ブナ帯か ら亜高山帯、高山帯にわたり、ブナ林、ダケカンバ林、アオモリトドマツ林、高山高茎草原、ハイマツ林等から
成る。原始性の高い地域である。

シラピソーオオシラビソ上群集
コメツガ群集

ミヤマハンノキーダケカンバ群築
マルパマンサクーブナ群集

か分布している。

コケモモ ーハイマ ッ群団

シラ ビソーオオ シラビソ上群築

コメツガ群落

ミヤ マハ ンノキー ダケ カンバ群集

ヒノキーサ ワラ群 築 等 が分布 している。

ミネ ズオウークOマ メノキ群 集

コケモモ ーハイマ ツ群団

シラ ビソーオオ シラビソ .ヒ群集

コメツガ群落

ミヤマハ ンノキー ダケカ ンバ群樂 等が分布する。

本地域の大半は約200年 生のブナ・ミズナラ等広葉樹の原生林で占められており、この広彙樹林帯の上部には、アオモリ
トドマツ・コメツガ等の針葉樹林が占める亜高山帯となっている。

本地域は尾根部にヒノキがそのF部 にブナが王となって生育しており、その鉢令は100年 をこえるものである。

又本地域の南側にはコウヤマキが見受けられる。

本地域は100年 をこえるブナ ・ナラ等の広薫樹林となっている。
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原生流域名
(地域名)

寸 又川 上流部

逆河内上流部

'1暢子川上流郎

永田川上流部

浦内川上流部

流 填
面 積

1,232

1,232

1,673

2.082

i,345

1,345

4,129

4,129

都 道
府 県

㈲岡県

w

鹿児島
県

n

沖縄県

市 町 村

榛原郡本川根町

榛原郡本川根町

熊毛郡屋久町

熊毛郡上屋久町

竹 富 町

選 定 要 件の変 化 等

疎林伐採(39.8ha)及 び林道の新設(延 長
3,748m)に より要件を満たさなくなったo

小揚子川右谷中流左岸山腹面において、林道
の開設及び疎林の伐採が行われたため原生流

域は小揚子川左俣と中俣のみとなり大幅に面

積が旗少 した。

、

※
保 全 地 域

大井川源流部原

生自然瑠境保全
地域'

屋久島原生自然
環境保全地域
霧島屋久国立公
園

霧島屋久邸z公
園

西表国立公園

植 生 等 の 概 況

光岳(2。591m)を 頂点とする標高1,900m以 上は、シラビソを主とする林分であり、1.700m以 下は、モ ミやツガ等の
常緑針葉樹とブナ・ミズナラ・イタヤカエデ等落葉広葉樹の混交林となっていて、両者の中間域にもモミ及びコメツガの

多い林分が見られる。上部のシラビソ林は成木が伊勢湾台風で被害を受け、その後天然更新しつつある林分と見ることが

できる。下部の混交林は大径木からなるうっそうとした林分からなる。なお、光岳より東南1こ伸びる尾根土にはハイマツ
の群落を見るが、これはこの群落の事実上の南限である。この地域の植生の詳細は未調奪となっている。

名の示すとおり複雑な流路を描いて流れる逆河内の流域には、広大なツガやモミを交える高樹令 ・大径木の落葉樹林が広
この流域の森林をなお詳細に見れば、谷底の一部1ζブナ、シナノキ、ケヤキ等落葉広蘂樹を主とする林分ががっている。

その上方の大面積をモ ミ、ツガ、ハ リモミ等の針葉樹を混交する針濁混交林の林分が占めている。そして、標高があり、

増すにつれ、針葉樹の混交割合が増加し、標高1,700m以 上ではウラジロモ ミ、コメッガが主木となり.1.900m以 上で
はトウヒが主木となる。場所によっそ、この トウヒ林は樹高30mを こえる高密度の純林を形成している。 トウヒ純林と針

温混交林の原生林はこの流域の森林を代表するものといえよう。(55年 度林道開設予定)

標高約400mか ら標高1,935mの 宮之浦岳1ζまで及び植生としては、イスノキ、ウラジロガシ、スダジイ、タブノキ等を
高木層とする暖帯常緑広葉樹林が、標高800m～900mの ところまで分布し.ζれから1.400m～1.500mの 間には、スギ,モ ミ
ツガ等の針葉樹1ζ、ヤマグルマ、ヒメシヤラ、 ミヤコダラ、アカガシ、ウラジロガシ等を混じた暖帯性雲帯林を形成して

いる。この森林は、湿度が高いため1こ葛生植物の発育も非常1ζ旺盛であって、本来地上樹木である種頬 も穏生生活を営む

ものが多く見られ(特 にヤマグルマ)、 その種類も豊富である。

更に、この上位頓高1,400m飼1,500mか ら1,600m旬1。700mの 間は、温帯性雲帯林でスギ」ッガ1ζようて代表されてい
るが、樹形は萎縮媛形をなしている。樹幹は蘇苔、地衣類で膨に被われているが、本来の普生植物は少ない。
標高1,700m以 上の高地帯はヤクザサ、ヤクシ'7シャクナゲの優占する亜高山帯植生であり、所々に、ビヤクシン、アセ
ビ、ナナカマド等が小溜木状を呈し混入 している。また、このヤクザサ帯の内部には大きな花簡岩の露出も多く、この岩

隙に`封 イゴクミツバツツジ、ヤクシマヒカゲツツジ、ナナカマ ド・ヤクシマアリドウシ・畝 シマチヤポゼキシ・ウ等

が見られる。(峰 越林道開設計画あり)

標高約200mか ら標高1886mの 永田岳にまで及んでいる。植生については4・揚子川(上 流部)参 照 。

暖温帯の代表的な常緑樹林としてのスダシイ林、オキナワウラジロガシ林、アカメイヌビワ林などが発達するが、標徴種
のヤブツバキの出現頻度は少なく、逆に、汎熟帯性のツルアダンが高頻度に出現 し、熱帯への移行的植生となうている。

1

、





Ill

付表4主 要 河 川 の 魚 類 相
○ 確認

● 確認+放 流
手 記.の み

上:第2回
ード:第3回

四 島 区 分

海 域 区 分

河 川 番 号

魚 種名

河川 名

カワヤ ツ メ

スナヤッメ

チ ョウザ メ

ハ イ レン
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コノ シロ

ニ シ ン
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川

÷
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川

0

大

野

川

番
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川
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十
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O
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●

十
十
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十
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十

O

六

角

川

十

瀬

川

十

十

0
十

0

十

十

97

本

明

川

十

十

0

98

菊

池

川

十

●

十

0

÷
十

0

十

ss

白

川

0

0

iao

緑

川

}

0

0

0

O

1

球

磨

川

つ

●

0

十

川

内

川

0

io

浦

内

川

O
十

0

0

8は

生 息河川敷

0内 は記録
のあったもの

も含めた数宇

19(27J

22(26i
45(sa)

396句
o(iJ

oci
00

0蒐0
zca)

1(3
223置

28(43)
01)
1(2
7(12

2且0
1(5

o(a)
11U6

10(18
2(4

zca
9(17)
7(--
3(3)
4(4
4(7
3(5)
30(39,
33(47)

61(72
58(74
1(4

zcs

2(9
2(6)
3(4)
0(6)
33(49)
34(45)
0星

o(i>
1(2

o(o
29(42)
0(36
44(48)
47(58

6(7)

5(6
43(45
4355)

992103)
97(102)
3(5)
2

z(s)
itz

1(4)
1(3

37(43)
32(50)
0(4)
ocz

1(1)
i(i)

1(1)
1U

13(25)
ioc2s

0(D
Ol

32(36)
30(35
46(53
59

17(18)
is

243足
27(32

18(20

5758
57(64

18(21)
17(21
47(55

3(58
16置9

152葦

91(92
91(92

13(!6)
13

一95^一96一





(21

○ 確認

● 確認+放 流

+記 のみ

上:第2回

下:第3回

四 島 区 分

海 域 区 分

河 川 番 号

魚種 名

河 川 名.

モ ツゴ

シ ナ イモ ツ ゴ

ヒナモ ロコ

カ ワ パ タモ ロコ

マルタ(ジュウサンウグイ)

ウケ グチ ウ グイ

ウ グイ

エ ゾウ グイ

ヤ チ ウグイ

ア ブラ ハ ヤ

タカハ ヤ

ア オ ウオ

ソウギ ョ

ハ ス

オ イ カ ワ

カ ワ ム ツ

ワ タカ

コク レ ン

ハ クレ ン(レ ンヒー 》

コイ

キ ンブナ

ギ ンブナ

ナガブナ

ニ ゴ ロ ブナ

ゲ ン ゴ ロウ ブナ

ヤ リタナ ゴ

ア ブ ラポ テ

イ タセ ン パ ラ

カ ネ ヒラ

イ チモ ンジ タナゴ

タナ ゴ

ア カ ヒ レタ ピラ

シ ロ ヒ レタ ビラ

セ ボ シ タビ ラ

ゼ ニ タナ ゴ

カ ゼ トゲ タナ ゴ

タ イ リクバ ラ タナ ゴ

ニ ッポ ンハ ラ タナ ゴ

ウ グイ類(ハ ヤ類)

タビラ類

フナ類

モ ロコ類

スイ ゲ ンゼ ニ タナ ゴ

キ ンギ ョ(ヒ ブ ナ}

タナゴ類

ドジ ョ ウ類

ドジ ョウ

北 海 道

オホーツク

2

渚

滑

川

十

十

十

3

湧

別

川

十

十

十

4

常

呂

川

十

十
十

0

0

十

5

網

走

川

十

十

十

日 本 海

1

天

塩

川

0

6

留

萌

川

十

7

石

狩

川
十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

8

尻

別

川

十

十

十

9

垂

葬

十

十

太平 洋

12

釧

路

川

十

十

十

,

十

十

131

十

勝

川

0

十
十

0

0

io

鵡

川

十

11

沙

流

川

十

十

十

十

十

十

0

本 州 本 州

日 本 海

14

岩

木

川
.一,

0

0
0

0

0

O
0

0

O

21

米

代

川

0
0

●
0

0

0

zz

雄

物

川

0

十

十
十

0

○
十

●

●
0

0

0

0

za

子

吉

川

0

●
O

0

0

0

餌

最

上

川

十

0

0
0

0

十

0
十

●

赤

川

0
0

●

0

十

0

0
十

0

十

0

33

荒

川

十
十

十

0

十

0

●

as

阿
賀
野
川

0
O

0

0

0

0
O

●

●

0

0

0

0

蓼

信犀

濃

11

0

十
十

O

●
0

十

●

●

●

O

0

O

0

0

川

0
十

O

O
十

0
0

0
0

0

36

関

川

0

0
0

0
0

0
0

0

0

0

0
0

0

姫

川

0
0

0

0

0

0
0
十

十

0

38

黒

部

川

十

39

常
願
寺川

0
0

40

神

通

川

0
十

0

0
十

O
十
十

0
0
O
0

十

●
十

●
0

十

v

十
十

∵
0

41

圧

川

十

十

十

0

0
0
0
十

十

0

十

㌧ノ

0

42

小
矢
部
川

0
十

0

十

十

ノ、
4

0
十

43

手

取

川

0
0
十

0
十

十
十

十

0
十

十

十
十

醐

梯

川

十

0
十

十

O

0
0

十

十

十

十

59

由

良

川

0

十

十
十

0

●

0
0

●

62

円

山

川

0

0

0

0

O
0
O
0

十

0

0

0

C

0

67

九
頭
竜
川

0

十
十

0

0
十

0

十

0

●

十

十

十
÷

sa

北

川

0

十

0

0

0
O

十

OI
十

69

千

代

川

0
十

0

十

0

0

0
0
十

十

十

十

十

十
十

十

十

十
十

7071

天 日

神野

川川

0

十

0

0

0
0

十
十

十

十

十
十

十
十

0
十

0

十

0

0

O
0

→一

●

十
十

十

十
十

72

斐

伊

川

0

0

0

0

0
0

0

0
0

十

73

江

の

川

十

十

0
0
0

●

0
0

十

●

0

十

c
ユ

十

74

高

津

川

0

十

of

of
十

of
0
of
0

0

太 平 洋

ヨ5

高

瀬

川

is

馬

淵

川
io
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0
十

0
十

OI

0
0

0

0

0

17

北

上

川
0

O
十

十
十

●

十

0

0

ie

鳴

瀬

川
0

十

O

0

0

十
0

19

名

取

川

0

0

0

0

十
十

zo

阿
武
隈
川
O
十

0
0

26

久

慈

川
0

0

● ●
0

0

27

那

珂

川
0

0

0

0

0

0
,十

ono

●

●

利

根

川
0

0

0

O

●

z

鬼

怒

川
0

0

●

0

D

O

0

0

29

荒

川

0

0

0

0

0

0

0
0

十

0

0

0

30

多

摩

川

十

●

0

0

十

十

十

●

31

鯛

見

川

0

0

0

32

相

模

川

O

十
÷

0

45

狩

野

川

0

as

富

士

川

0

0

47

安

倍
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0

十
十

O

十
十

48

大

井
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0

0

十

十

0

49
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川
0

0

0

50

天
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十
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十
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十

0
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十
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十

十

十

O
十
十
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十

0
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0
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0

0
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0
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0
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O
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0

0

0
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0
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田

川

0
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O
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●

O

●
●
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川
十

十

0

0

●

0

●
●

紀
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川

0

0
O
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十

0

0

十

●
●

ss

新

宮

川
十

十
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O

0

0

●
●
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十
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十
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●
十
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十
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十
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十

0

十

十

十
十

0
十

十
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十

十

十

0

0

0
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0
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0
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十
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●

0
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0

十
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十

十
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●
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十
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十
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十
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十
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十
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十

十

0

●

十

十

0

0

●
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十
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十

●

●
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十
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●

0

十

0

●
●
十
十

0

0

十

0

0

0

0

、

十.、

十

十

0 0

0

0

0

0

0

0

0

●

0

0

●

0
十

十

0

●

0
十

十

0

0
十

十

十

0

sa

淀

川

0

十
十

0
0

十

0
0

十

O

0

●
●

0

●

十
十

●

●
0

0
十

十
0

十

十

十

0
0

0

O
0

6]

大

和

川

十
十

十

0

0

●
●

●
●
十
十

十

十

十

十

十

十

a

63

加

古

川

O

十

十

0

十

0

0

0

●
●
十
十

0
0

、

sa

揖

保

川
十

十

0
0

0
0

0

0

0

●
●

0

0

75

吉

井

川

0
十

0
O

O
十

0
0

●

0

●
●

●
十

0

十

G
0

76177

旭

川

0
十

0
0

十

0

十

十

十

0

0

十

十

●
●

十

●
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十
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0

●
●
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十

佐
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吉
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十
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●

1

1
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0
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十
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十

0

0
0

十

as

那

賀

川
0

0
0

0

0
0
0

0

●
0

0
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川
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仁
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川
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0
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十
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十
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○ 確認
● 確認+放 流
+記 のみ

上:第2回

下:第3回

四 島 区 分

海 域 区 分

河 川 番 号

魚種 名

河川 名

フ ク ドジ ョウ

エゾホ トケ

ホ トケ ドジョ ウ

アユモ ドキ

ス ジ シマ ドジ ョウ

シマ ドジ ョウ

ナマズ類

ナマズ

ビワコオオナマス

ギギ類

アカザ

ネコギギ

ギバチ

ギギ

タウナギ

ウナギ

オオウナギ

サ ヨリ類

サ ヨリ

ク ル メサ ヨ リ

メダカ

タ ップ ミノ ー

カダヤシ

グ ッ ピー

イ トヨ類

イ トヨ

ハ リヨ

トミヨ

エ ゾ トミヨ

イバ ラ トミ ョ

ム サ シ トミ ヨ

ボラ類

ボラ

メナダ

カマス類

カマス(ア カカマス)

ヤ マ トカ マス

チ ョウセンブナ

タ イ ワ ン ドジ ョゥ

カ ムルチ ー

ギ ンガメアジ

ヒイラギ

ユゴイ

オヤニラミ

スズキ

ヒラスズキ

ゴマフエダイ

北 海 道

オホーツク

z

渚

滑

川
0

十

十
十

十
十

十
十

3

湧

別

川
十

十

4

常

呂

川
0

十

十

十

5

網

走

川

十

十

十

日本 海

1

天

塩

川

十

十

十
十
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放 流 状 況 の 変 化

()構 成比(庵)

河川コー ド

河川名

0010

天 胞 川

oaoo

神 通 川

02zo

雄 物 川

0350

信 濃 川

0090

後志利別川

1010

球 磨 川

0230

子 吉 川

0650

紀 の 川

0210

米 代 川

0380

撫 部 川

水
系
群

北1
海 日

道本

海

本1
州 日
本
海

本1
州 日
本

海

本1
州 日
本
海

北1
海 日

遺本海

九1

確
慧
本1
州 日

本

海

本洋

悔穂

本1
州 日

本

海

本1
州日

本

海

区

分

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2図

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

放 流 1直 (百 尾 年)

放 流 黛計

772,772

29,757

176,338

51,860

86,670

115,295

85,996

27,620

69,030

46,540

65,970

4,830

65,690

45,760

58,595

3,590

56,870

45,285

55,230

ニ ジ マ ス

1,919

(7.8)

z,zzo

(9.3)

izo

CO.1)

i,416

U.2)

1,500

(41.8)

80

(0.1)

ヒ ノ マ ス ア ユ

15,000

(60.5)

45,012

(25.5)

6,

Ul.6)

io,spa

(12.3)

5,227

(30.5)

19,800

(23.1)

(0.7)

43,890

(94.3)

61,850

(93.8)

530

U1.0)

i,aao

(2.3)

41,240

(90.2)

5d,2dO

(92.6)

1,560

(43.9)

4,190

(7.4)

5,000

(11.0)

ワ カ サ ギ

600,000

(77.7)

ウ グ イ

75

(0.7)

465

CO.5)

140

(3.9)

コ イ

200

(0.1)

150

(0.6)

3,464

(2.o)

崇(940)

U.8)

760

<0.9)

7,941

(6.9)

5,850

C6.8)

奈(480)

F9.9)

130

(0.2)
300

(0.7)
135

(0.2)

嶽(100)

(2.8)

90

(0.2)

◎

ゲ ンゴ ロウブナ

370

(0.2)

(940)

6,592

<5.7)

1,360

(i.6)

※(480)

zo

(0.o)
zo

(0.0)

(100)

ナ マ ズ ウ ナ ギ

98

(0.1)

47,159

(40.9)

43,000

(50.0)

iio

CO.2)
110

(0.2)

ヨ シ ノボ リ そ の 他

172,572

(22.3)

7,688

(31.1)

127,399

(72.2)

42,680

(82.3)

75.120

(86.7)

is.20s

(14.1)

15,521

(18.0)

000.0)

68,530

(99.3)

2,650

C5.7)

4,120

(6.2)

3,82Q

(79.1)

64,080

(97.5)

4,090

(8.9)
4,090

(7.0)

290

8.1)

52,510

(92.3)

40,285

(89.0)

55,230

(100.0)

備 考

アユ61370.2㎏ ウナギ220kg

フナ類100kgコ イ1,904.7kg

コイ300kg

※合算

ウナギ195kgフ ナ須3,023kg
ニジマス592kgコ イ3 ,435kg
7ユk

※合算

・§合 算

アユ9,310㎏ 放 流

洗1

注2

注3

淀4

記載順序 は第3回 調査 における放流量の多い順。

放流量1ζ関する記載の多い尾数衷示について整理 した。

合算は2種 以上の魚種にまたが って放流されている場合を示す。

備考 はkg衷 示(魚 類以外の放流を含む)

'
。フナ類含む
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河川コー ド

河川名

0500

天 竜 川

0670

九 頭 竜川

olio

沙 流 川

0340

阿賀野 川

0542

長 良 川

0300

多 摩 川

0540

木 曽 川

0282

鬼 怒 川

0930

矢 部 川

0320

相 模 川

水
系
群

癖騰

南

本 日

州本
1海

縫
稽
本 日

州本
1海

本太州平

1洋
中南

薙
1単
南

本太
州平洋

中
南

本太
州平
1洋中

南

鰻
1器

本太
州平

1洋中

南

,区

分

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

放 流 (百 尾/年)

放 流量 計

56,450

55,132

49,409

54,716

13,710

50,300

14,538

44,557

4,673.8

44,259

24,443

91,240

11,347.2

38,520

25,780

37,090

63,530

31,090

26,756

29,009

ニ ジ マ ス

2,693
(9.8)

647

(1.2)

290
Co.6)

1,753
(12.1)

500

(1.1)

28

(o.s)

1,294

(5.3)

1,810

C4.4)

89.9

(2.6)

50

Co.i)

1,580

C6.1)

2,370

C6.4)

147

(0.5)

657

(2.3)

ヒ メ'マ ス

za

(0.0)

ア コ.

45,026

(79.7)

48,090

(87.2)

96,319
(93.8)

52,250
(95.5)

9,644
(66.3)

8,200

(18.5)

36,914
83.4)

9,936

(40.6)

20,650

(50.1)

6,880

C60.6)

24,269

(63.0)

]0,940

(42.4)

24,640

C66.4)

(15.9)

2,530

(8.1)

26,210

(98.0)

25,510

!87.9)

ワ カ サ ギ ウ グ イ

1,850

(3.3)

1,250

(2.3)

725
(5.0)

LOOO
(2.2)

20

CO.1)

80

(0.3)

1.000

(2.7)

64

(o.2)

コ イ

1,283

(2.3)

1,662

(3.0)

638

(1.3)

118

(0.2)

568

(3.9)

4,909

(20.1)

9,230

C22.4)

469

(4.1)

2,169

(5.6)

1,990

(7.7)

480

(1.3)

289

(0.5)

220

(0.7)

9

(0.0)

1,547

(5.3)

*

ゲγゴロウブナ

1,194

(2.1)

1,006

(1.8)

Los

(1.4)

389

(0.7)

918

(6.'3)

800

(1.8)

6,866
(28.1)

5,460

C13.2)

1,155

(10.2)

8,456

(22.0)

1,870

(7.3)

1,000

(2.7)

30

(0.1)

310

CI.1)

ナ マ ズ

219

(0.5)

100

(0.3)

ウ ナ ギ

1,230

(2.2)

154

(0.3)

15

(0.0)

60

(0.2)

250

Co.6)

500

(9.4)

616

(1.6)

100

(0.4)

233

(0.4)

250
.(0 .8)

120

(0.4)

166

(0.6)

ヨ シ ノ ボ リ そ の 他

3,174

(5.6)

2,323

(4.2)

1,428
C2.9)

1,949

(3.6)

13,710

(100.0)

50,300

(100.0)

930

(6.4)

34.057

(76.4)

4,645.8

(99.4)

7,126

(16.1)

1,363

(5.6)

3,840

(9.3)
'1
,053.3

(18.1)

2,860

(7.4)

9,220

(35.8)

7,600

(20.5)

52,845

(83.2)

28,060

90.3)

270

(1.0)

755

(2.6)

備 考

,

アユ15,602.7kg,ナ マ ズ166.6kg

ア ユ4,845.Okgウ ナギ276.0㎏

コ イ9 ,307ρkgフ ナ類623.6kg

マ シ ジ ミ1t

*フ ナ類 含む
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3可∫llコー ド

河 川 名

0270

那 珂 川

osso

新 宮 川

0370

姫 川

0920

筑 後 川

0?30

江 の 川

0450

狩 野 川

0510

血 川

0330

荒 川

0.740

高 津 川

0140

ギ}木 川

水
系
群

本太
州撃
1洋
中
南

本太
州.平
1洋
中
南

本 日
州本

1海

九東州支

1郡
海

本日
州本
1海

本太
州.平
1洋中

南

驚嘆

南

本 日
州本
1海

本 日
州 本
1悔

本日
州本1
海

区

分

2回

3U'1

2同

3回

2回

3回

2回

3回

zu

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

放 流 ;此 (百 尾/年)

放 流 硫計

16,530

25,686

22,830

25,415

836

22,383

38,540

20,490

35,970

19,550

13,731

19,993

26,910

19,204

3,565

18,328

4,170

17,270

ii,zao

16,500

ニ ジ マ ス

・260

(1,6)

1.840

(7.2)

470

(56.2)

300

<L4)

175
C1.3)

180

CO.9)

320

(1.2)

573

(2.9)

崇687

(19.3)

35

CO.2)

80

(0.7)

ヒ メ'マ ス ア ユ

7,690

(46.5)

16,770

(65.3)

且7,000

(74.5)

19,500

(76.7)

346

C41.4)

11,670

(30.3)

5,800

(28.2)

31,950

(88.8)

is,200

(98.2)

11,969

C87.2)

18,649

(95.7)

24,270

(90.1)

16,008

(83.5)

2,021
(56.7)

420

(2.3)

3,680

(88.2)

6,910
(40.0)

510

(4.5)

500

(3.1)

ワ カ サ ギ ウ グ イ

640

(2.5)

276

(2.0)

コ イ

1,110

(6.7)

650

(2.5)

330

CL4)

310

(1.2)

1,370

(3.6)

4,170
(20.4)

2,305

6.4)

350

(L8)

856

C6.2)

202

(1.0)

620

(2.3)

827

(4.3)

481

(13.5)

140

(3.4)

60

CU.3)

500

(3.0)

曝

ゲソゴロウブナ

320

(1.9)

30

(0.1)

260

(1.1)

zso

1.0)

且30

(0.3)

300

(L5)

134

(0.4)

200

(1.0)

150

CO.6)

181

(o.9)

326

(9.1)

ナ マ ズ ウ ナ ギ

30

(0.2)

130

0.5)

40

(0.2)

20

(0.1)

24,370

(63.2)

2,770

(且3.5)

1,207

(3.4)

107

(0.8)
122

0.6)

190

(0.7)

564

C2.9)

10

(0.3)

40

(1.0)

且00

(0.6)

ヨ シ ノ ボ リ そ の 他

7.120

(43.1)

5,626

(21.9)

5,200

(22.8)

5,325

(21.0)

zo

(2.4)

22,083

(98.6)

1,000

(2.6)

7,450

(36.4)

369

(1.0)

398

(2.5)
140

(0.8)

1,360

(5.1)

1.051

(5.5)

40

(1.1)

17,873

(97.5)

310

C7.4)

10,200

(59.1)

10,650

(94.8)

15,500

(93.9)

備 考

ヤ マ ト シ ジ ミ9t

ニ ジ マ ス38kg,ア ユ481kg

ウ ナ ギ575.8kgコ イ941.4kg

ア ユ96.2kgギ ソ ブナ1.000.Okg

ウ ナ ギ361.2kg

崇 カ ワ マ ス を 含 む

'

*フ ナ類 含む

'



付 表6 漁 状 況 の 変 化

cｻ
():構 成比(%)

i

O
rn

i

河川コー ド

河川名

0280

利 根 川

0390

阿 ・賀 野 川

1010

球 磨 川

0890

四 万 十 川

0270

那 珂 川

0542

長 良 川

0920

筑 後 川

0350

信 濃 川

0320

相 模 川

0130

十 勝 川

水
系
群

本太州
平
1洋
中
南

本日
州本
}海

九東
州支1
那
海

鞍
雷
本太

州平1洋

中
南

本太
州平
1洋
中
南

九東州支

1那
海

本日
州本
1海

本太
州平1洋

中
南

悲葦
穫

区

分

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

・3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

漁 獲 量 (kg/年)

漁 獲 兄

2,889,200

2,861,000

za2,aoo

i,szs,soo

1,144,000

i,zss,000

1,124,300

1,254,900

i,ass,000

1,173,000

1,021,591.6

1,064,000

810,600

968,000

952,200

810,000

286,200

684,800

668,081

ニ ジ マ ス

67,200

2.3)

77,200

(2.7)

14,400

<5.1)

5,400

(0.3)

4,600

<0.4)

7,200

(0.6)

1,925.8

0,z)

1,200

(0.1)

16,000

1.7)

11,300

(1.4)

zi,000

C7.3)

20,600

3.0)

ヒ メ マ ス ア ユ

398,400

<13.8)

600,600

(20.9)

56,500

C20.0)

635,100

(39.1)

425,000

(37.2)

486,000

C38.7)

861,600

<76.6)

982,900

(78.3)

486,900

C37.5)

506,800

(43.2)

334,602.9
(32.8)

505,900

(47.5)

103,700

C]2.8)

]26,200

(13.0)

245,600

(25.7)

188,900

C23.3)

141,700

(49.7)

298,600

(43.7)

ワ カ サ ギ

41,000

(1.9)

5,400

(0.2)

zoo

<0.0

z,000

(0.2)

7,800

C1.o)

8,000

(0.8)

300

(o.0

400

(0.1)

zoo

to.o

ウ グ イ

261,200

<9.0)

420,600

(14.7)

79,100

(27.9)

502,900

<30.9)

zoo,000

<17.5)

zss,ooa

21.1)

75,600

(6.7)

51,700

(4.1)

588,700

<45.3)

327,000

(27.9)

129,219.6

(12.6)

131,200

C12.3)

65,500

<8.1)

90,000

<9.3)

178,800

(18.8)

勲120.200

<14.8)

50,500

<17.6)

140,200

(20.5)

コ イ

460,800

(15.9)

313,800

(11.0)

20,100

(7.1)

186,600

<11.5)

180,000

(15.7)

zzo,000

(17.5)

49,200

(9.4)

45,900

(3.7)

44,200

<3.4)

119,000

(10.1)

70,066.2

(6.9)

]89,500

(17,8)

139,300

C17.2)

143,000

(14.8り

212.300

(22.3)

208,600

(25.9)

is.goo

(6.3)

78,200

(11.4)

■

ゲγゴロウブナ

513,000

(17.9)

494,400

<17.3)

29,700

(10.5)

140,000

(8.6)

120,000

(10.5)

6,600

CO.6)

1,500

(0.1)

zz,ioo

<1.7)

20,000
(1.7)

110,821

(・10.8)

85,300

(8.0)

234,200

(28.8)

159,400

(16.5)

179,800

(且8.9)

]54,200

(19.0)

23,600

<8.2)

68,600

(]0.0)

ナ マ ズ

600

0.2)

300

(0.0)

2,200

<0.2)

36,349

(3.6)

3,100

(0.3)

600

(0.1)

ウ ナ ギ

149,600
(5.2)

130,400

<4.ti)

2,300

(o.8)

3,900

(0.2)

65,400

(5.8)

64,200

C5.1)

31,800

C2.9)

18,400

(1.6)

17,339

(1.7)

38,500

(3.6)

85,100

C10.5)

86,500

(8.9)

10,400

C1.1)

6,800

(o.8)

1,800

<0.6)

3,600

(0.5)

ヨ シ ノポ リ

3,000

C1.1)

楽2,000

(0.2)

※LOOO

(0,1)

そ の 他

998,000

(34.5)

818,600

(28.6)

77,100

(27.3)

152,400

(9.4)

zis,000

(19.1)

ass,000

(22.7)

63,900

(5.7)

107,700

(8.6)

118,300

(9.1)

172,600

(14.7)

321,273.6

(31.4)

112,400

(]0.7)

175,000

(21.6)

354,900

(36.7)

ios,zoo

(Il.i)

119,100

(14.7)

29.100

<10.2)

74,800

(]0.9)

668.08]

000.0)

備 ,考

※ハゼ類含む

崇ハ ゼ類含む

エ ビ類1 ,000kgカ イ類3,379,600k

カ ニ類1,000kgエ ビ類1951㎏

※ ジユウサ ソウグイ含む

その他76,760尾

注1記 載順序は第3回 調査にお ける漁獲量 の多い噸。

注2漁 獲量 に関す る記載の多い㎏表示 につ いて整理 した。

注3備 考は尾数表示(魚 類以外の漁獲を含む)

率 フナ類 含む



i

O
刈

i

(2)

河川 コー ド

河川名

0500

天 竜 川

0980

菊 池 川

0880

仁 淀 川

ossa

肱 川

0730

江 の 川

onoo

神 通 川

0670

九 頭 電川

0930

矢 部 川

07.50

吉 井 川

osao

古 野 川

水
系
群

本太
州 ・F
l洋
中南

九東
州支
1那
海

四太
國 平1洋

中
西

四瀬
国戸
1内

本 日
州本
1海

本 日
州本
1海

本日
州本i
海

九東
州支1那

海

本瀬
州戸
内
海

四太
国平
1洋
中
西

区

分

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

漁 獲 蹴 (kg/年)

漁 痩 阯計

785,240

654,600

356,000

592,000

553,000

581,700

112,900

565,900

801,500

560,900

335,791

500,700

259,900

382,200

639,400

370,400

]55,600

359,680

573,900

357,500

ニ ジ マ ス

]3,000

1.7)

z,goo

co.a)

2,000

(0.3)

※111,300

(2.0)

12,400

(2.1)

700
(0.6)

800

0.1)

9,755

(2.9)

3,600

(0.7)

800

(0.3)

z,soo

(0.7)

300

(0.2)
942

(0.3)

Boa

(0.且)

ヒ メ マ ス

100

(0.0

ア ユ

432,200

(55.0)

384,600

C58.8)

83,000

(23.2)

164,000

(27.7)

366,000

(66.2)

365,400

C62.8)

55,900

(49.5)

513,200

(90.7)

508,400

C63.4)
354,600

(63.2)

220,240

(65.7)

218,900

(41.9)

zoo,zoo

C81.1)

332,600

(87.0)
59,600

(9.3)

52,300

(14.1)

58,400

(37.5)

100,942

(27.9)
412,600

(71.8)

294,300

(68.3)

ワ カ サ ギ

i,soa

(0.2)

4,000

(0.6)

4,700

(1.3)

100

(0.0)

ウ グ イ

Boa,aoo

(13.3)

91,100

(13.9)

12.000

(3.4)

61.400

11.1)

55,500

C9.5)

z,000

(0.4)

76,800

(9.6)

50,400

C9.0)

48,588

(14.5)

37,600

7.1)

9,700

(1.8)

19,000

5.0)

3,900

(0.5)

2,300

(o.6)

300

CO.2)

5,320

(1.5)

83,000

(19.5)

700

(o.2)

コ イ

57,740

7.4)

49,900

(7.6)

80,000

(22.5)

186,000

(31.4)

13,600

2.5)

19,400

(3.3)

ｻ,Boa

(15.7)

18,500

(3.3)

66,200

(8.3)

57,600

(10.3)

9,562

(2.8)

18,600

(3.5)

9,500

(3.7)

7.800

(2.0)
164,000

(25.6)

89,000

(29.0)

19,600

(12.6)

82,420

(22.9)

23,300

(4.1)

25,600

(7.2)

車

ゲγゴロウブナ

20,400

(2.6)

ia,zoo

(2.8)

80,000

C22.5)

227,000

38.4)

7,600

C1.4)

8,100

C1.4)

18,800

(16.7)

14,400

(2.5)

za,soa

(3.6)

19,200

(3.4)

1,845

CO.5)

1,800

CO.3)

11,500

(4.4)

8,600

C2.3)

71,700

(19.9)

23,800

C15.3)

45,544

(12.7)
1,300

CO.2

ナ マ ズ

5,800

(0.7)

ウ ナ ギ

25,200

(3.2)

16,300

(2.5)

46,100

(8.3)

71,800

(12.3)

19,800

(17.5)

17,000

(3.0)

48,200

6.0)

27,200

(4.8)

1,710

CO.5)

2,800

CO.5)

23,600

(3.7)

]3,700

(3.7)

4,100

(2.6)

14,316

(4.0)

94,500

(7.8)

37,900

(10.6)

ヨ シノ ボ リ

燕7、100

(0.9)

※24,800

(0.9)

そ の 他

117。700

(15.0)

91,800

14.0)

ion,000

(28.4)

13,000

(2.2)

42,200

(7.6)

49,100

(8.4)

73,]00

(9.i)

51,900

(9.3)

49,09]

(13.1)

zas,Boa

(46.5)

zz,soo

(8.7)

11,600

(3.0)

384,800

C60.3)

136,700

(36.9)

49,100

(31.6)

110,396

(30.7)

8,400

CL5)

99,000

(13.7)

備 考

※ハ ゼ類含 む

※1ア マゴ含む ※2ハ ゼ類含 む

率フナ類 含む



i

さ
co

i

(3)

河川 コー ド

河川名

0540

木 曽 川

ozso

久 慈 川

0580

宮 川

0650

紀 の 川

0770

高 梨 川

0010

天 塩 川

0240

最 上 川

1070

大 淀 川

iooo

緑 川

0740

高 津 川

水
系
群

本太州平

1洋
中
南

本太
州平
1洋
中
南

本太
州平1
洋中

本太
州平1洋

中

本瀬
州戸
1内海

総平海

本日
州本1
海

九太
州平1
洋

九東
州支
1那
海

本日
州本1
海

区

分

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

2回

3回

漁 獲 量 (㎏/年)

漁獲量 計

275,502.9

316,800

257,100

313,200

249,400

283,300

275,900

275,900

326,000

268,935

239,000

273,700

227,900

133,000

zz7,000

235,000

223,000

263,400

196,200

ニ ジ マ ス

18,332

(6.7)

io,soa

C3.3)

1,000

(0.4)

1,000

<0.3)

2,300

(0.7)

2,500

CO.9)

i,soo

(0.7)

2,000

CO.9)

1,200

(0.5)

ヒ メ マ ス ア ユ

96,607.6

C35.0)

149,900

(47.4)

122,000

47.5)

165,000

<52.8)

173,000

(69.4)

201.400

(71.1)

190,100

(68.9)

190,100

C68.9)

154,100

(47.2)

116,088

<43.1)

20,300

(7.4)

24,000

C10.5)

81,000

C60.9)

82,000

<3ti.1)

48,000

C20.4)

43,000

(19.3)

141,400

(53.6)

i20,000

(61.3)

ワ カ サ ギ

350.0

(o.1)

900

(0.3)

ウ グ イ

60,295

(21.9)

67,700

(21.4)

29,400

(11.4)

18.000

C5.7)

19,000

(7.6)

18,200

(6.4)

zo,000

(7.2)

zo,000

(7.2)

68,600

(25.1)

75,600

(33.1)

8,000

(3.5)

3,000

(1.3)
3,000

(1.3)

46,500

(17.7)

35,000

(17.8)

コ イ

27,352

C9.9)

33,100

(10.4)

26,300

(]0.2)

31,000

(9.9)

18,300

(7.3)

20,700

(7.3)

5,300

(1.9)

5,300

(1.9)

11,300

C3.5)

10,090

(3.8)

41,200

(15.1)

53,700

C23.6)

56,000

(24.7)

50,000

(21.3)

56,000

(25.1)

ii,aoo

(4.3)

5,500

(2.8)

■

ゲソゴロウブナ

18,636.4

(6.8)

10,400

(3.3)

33,200

<12.9)

34,500

(11.0)

8,700

(3.5)

3,900

(1.9)

goo

CO.3)

goo

CO.3)

5,800

1.8)

15,952

(5.9)

50,]00

C18.3)

za,000

C18.0)

zi,000

(9.3)

66,000

(28.1)

71,000

(31.9)

5,300

(2.0)

4,600

C2.3)

ナ マ ズ

1,869.0

(0.7)

35,700

(13.0)

ウ ナ ギ

6,819.9

(2.5)

6,100

C1.9)

7,'900

<3.1)

4,500

<L4)

12,800

C5.1)

11,000

(3.9)

4,600

C1.7)

4,600

C1.7)

14,400

(4.4)

7,672

(2.9)

3,300

C1.2)

1,500

CO.7)

23,000

C10.1)

8,700

(3.3)

3,600

C1.8)

ヨ シ ノ ポ リ

※1.600

CO.6

そ の 他

45,296.5

16.4)

39,000

(12.3)

35,700

(13.9)

59,200

(18.9)

17,600

(7.1)

28,100

(9.9)

55,200

(20.0)

55,200

(20.0)

138,100

<42.4)

119,133

44.3)

239,000

(100.0)

51,100

(18.7)

71,500

(31.4)

zs,000

(21.1)

35.000

(15.4)

68,000

28.9)

50,000

(22.4)

48,900

(18.6)

27,500

(19.0)

備 考

¶

カ イ類3,200㎏ ※ハ ゼ類含む

o
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付表7魚 類の遡上可能な区間割合

水

系

名

北
海
道

i
オ
ホ
i
ツ

ク
海

北
海
道

i
日
本
海

北
海
道太
1平洋

北

北海
太道
平
1洋中

南

本

州

i

日

本

海

河

川

コ

1

ド

ooao

0030

ooao

0050

河 川 名

渚 滑'川

湧 別 川

常 呂 川

網 走 川

平 均

0010

ooso

0070

0080

ooso

天 塩 川

留 萌 川

石 狩 川

尻 別 川

後志利別川

平 均

0120

0130

釧 路 川

十 勝 川

平 均

0100

o>>o

鵡 川

沙 流 川

平 均

0140

ozio

ozao

0230

0240

0250

0330

0340

0350

0352

0360

0370

0380

0390

醐

岩 木 川

米 代 川

雄 物 川

子 吉 川

最 上 川

赤 川

荒 川

阿 賀 野 川

信 濃 川

犀 川

関 川

姫 川

黒 部 川

富 願 寺 川

神 通 川

都道府県

51.9

45.0

100.0

goo.o

?4.1

84.3

100.0

50.0

27.3

ioo.o

72.3

100.0

100.0

100.0

88.3

54.8

?1.6

ioo.o

91.7

100.0

40.3

91.8

44.9

39.0

44.9

76.1

8.5

30.2

46.6

35.9

36.5

21.5

水

系

群

名

本

州

i

日

本

海

本

州

i

太

平

洋

(

中

南
v

河

川
コ

1

ド

0410

0420

0430

oaao

0590

oszo

0670

osao

0690

0700

0710

020

0730

0740

河 川 名

庄 川

小 矢 部 川

手 取 川

梯 川

由 良 川

円 山 川

九 頭 竜 川

北 川

千 代 川

天 神 川

日 野 川

斐 伊 川

江 の 川

高 津 川

平 均

0150

oiso

0170

oiso

0190

ozoo

0260

0270

0280

oz82

0290

osoo

0310

0320

0450

0460

0470

高 瀬 川

馬 淵 川

北 上 川

鳴 瀬 川

名 取 川

阿 武 隈 川

久 慈 川

那 珂 川

利 根 川

鬼 怒 川

荒 川

多 摩 川

鶴 見 川

相 模 川

狩 野 川

富 士 川

安 倍 川

都道府県

25.2

74.6

56.7

5.6

51.8

95.6

36.2

65.0

70.8

100.0

98.4

66.9

81.0

85.9

59.3

100.0

64.3

80.6

80.8

100.0

39.1

100.0

91.6

69.7

37.8

55.4

19.8

38.6

20.9

89.1

19.7

ss.s

水

系

群

名

本

州

i

太

平

洋

,.

中

南
.,

本

州

i

瀬

戸

内

海

四
国
「
太
平洋

　

中南

)

河

川

コ

1

ド

0480

0490

0500

0510

0520

0530

0540

0542

0550

0560

0570

0580

0650

osso

河 川 名

大 井 川

菊 川

天 竜 川

豊 川

矢 作 川

庄 内 川

木 曽 川

長 良 川

鈴 鹿 川

雲 出 川

櫛 田 川

宮 川

紀 の 川

新 宮 川

平 均

osoa

osio

0630

osao

0750

0760

0770

0780

0790

0800

0810

淀 川

大 和 川

加 古 川

揖 保 川

吉 井 川

旭 川

高 梨 川

芦 田 川

太 田 川

小 瀬 川

佐 波 川

平 均

0820

0830

0870

0880

0890

吉 野 川

那 賀 川

物 部 川

仁 淀 川

四 万 十 川

都道府県

30.6

64.3

21.7

50.0

46.7

37.8

36.7

96.6

63.2

87.3

84.7

.52.7

79.8

34.0

60.1

71.1

29.0

72.1

98.6

47.3

9.0

70.9

2.3

9.7

30.5

59.6

45.5

68.1

39.3

21.2

54.7

94.4

水

系

名

四
国
i塑

戸内

海

九

牛暴

九

州

i

太

平

洋

九

州 .

i

瀬

戸

内

海

九

州

1

東

支

那

海

沖東
縄支
1那海

河

川
コ

9

ド

河 川 名

平 均

osao

osso

0860

土 器 川

重 信 川

肱 川

平 均

0900遠 賀 川

平 均

1050

1060

1070

1090

五 ケ瀬 川

小 丸 川

大 淀 川

肝 属 川

平 均

olio

1020

1030

1040

山 国 川

大 分 川

大 野 川

番 匠 川

'
平 均

oszo

0930

osao

0950

0960

0970

osso

osso

1000

1010

1080

筑 後 川

矢 部 川

松 浦 川

六'角 川

嘉 瀬 川

本 明 川

菊 池 川

白 川

緑 川

球 磨 川

川 内 川

平 均

1100浦 内 川

平 均

全 河 川

都道府県

55.5

100.0

53.1

48.3

67.1

15.5

15.5

69.4

31.5

47.6

76.7

56.3

8.3

48.1

49.5

38.1

36.0

77,0

76.3

57.9

55.3

33.3

75.0

64.3

59.7

51.5

18.5

39.7

55.3

100.0

ioa.o

58.9

注 衷中の数字はつぎの構成比を示す。

河ロから魚類の趾 可能な離

河 川延長
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資 料





資料1

第3回 自然環境保全基礎調査検討会及び分科会

第3回 自然環境保全基礎調査を実施するにあたり、昭和57年度より、学識経験者で構成

される検討会が組織され、第3回 基礎調査の大綱等の検討がなされた。

また、検討会のもとに各種の分科会が設けられ、調査の要綱等の検討がなされたが、河

川調査については、湖沼 ・河川分科会において検討がなされた。

〔自然環境保全基礎調査検討会名簿 〕

座 長 宝 月 欣 二 植物生態学

有 賀 祐 勝 植物生態学

今 泉 吉 典 動物生態学

奥 富 清 植物生態学

北 森 良之助 海洋生物学

玖 村

黒 田

佐 々

佐 藤

高 井

田 崎

中 島

沼 田

半 谷

古 田

宮 脇

門 司

山 本

吉 川

(北 沢

敦 彦

長 久

学

大七郎

康 雄

忠 良

巌

真

高 久

能 久

昭

正 三

護太郎

虎 雄

右 三

作 物 学

鳥 類 学

環境生物学

林 学

土 壌 学

植物生態学

航 測 学

植物生態学

地 球化 学

陸水生物学

植物生態学

植物生態学

海 洋 学

自然地理学

動物生態学

玉川大学教授

東京水産大学水産学部教授

東京農業大学教授

東京農工大学農学部教授

元農水省東海区水産研究所水質部

汚濁対策研究室長

東京大学農学部教授

側D山階鳥類研究所副所長

富山医科薬科大学学長

(財)日本野生生物研究センター理事長

東京農業大学教授

東邦大学理学部教授

千葉大学客員教授

淑徳大学教授

東京都立大学名誉教授

農水省東海区水産研究所陸水部主任研究官

横浜国立大学環境科学研究センター教授

東京大学名誉教授

東海大学海洋学部教授

東京農業大学教授

物 故)
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〔湖沼 ・河川分科会名簿 〕

座 長 山 本 護太郎

石 田 力 三

高 橋 正 征

田 中 正 明

手 塚 泰 彦

古 田 能 久

東海大学海洋学部教授

農水省東海区水産研究所陸水部資源研究室長

東京大学理学部助教授

愛知県岡崎保健所技師

京都大学(大 津臨湖実験所)理学部教授

農水省東海区水産研究所陸水部主任研究官
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資料を

第3回 自然環境保全基礎調査要綱河川調査(抜 粋)

河 川 調 査 要 綱

1.調 査 目的及び 調査概要

わが国の河川 において は、水質の悪化 について対策が講 じられて来てい るが、

ダム等 の建設 、護岸改修 、都市部におけ る河川の埋 め立て暗渠化等 の著 しい改

変 による生物相 の貧困化 、住民のい こいの場の消失 等の問題に対処す るための

継続的、体系的調 査は、ほ とん どな されていないのが現状 であ る。

このたφ、本 調査において は、わが国の河川の 自然性 の現況及び利用 の状 況

を把握す るために、第2回 自然環境保全基礎調査(昭 和54年 度)で 調査 した

全 国の一級河川 の幹川等 を対象 と して、魚類の生息状況及び河岸の改変状況等

について調査す る。

また、同 じく第2回 自然環境保全 基礎 調査で調査 した、集水域が原生状態を

保 ってい る河川(「 原 生流域」.)を 中心 と して、その後の改変状況等 について

調査す る。

2.調 査実施者

国が都道府県 に委任 して実施す る。

3.調 査対象河川

別表1「 調査対象河川一覧」 に掲げた河川の河 口か ら上流端 までを調査対象

とす る。

ただ し、 「原生 流域」の調査 は、全国のすべての河川を対象 とす る。

4.調 査 実 施期 間

調 査 の 施行 が委 任 され た 日か ら、 昭和61年3.月31日 ま で とす る。
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5.調 査 内容及 び実施方法

下記の事項 について調査す る。 なお、調査 方法の詳細は、別紙1「 河川 調査

実 施要領」 による。

(1)魚 類 調査

投網 による漁獲試験 を実 施 して、魚類 相を調査す る。 調査地 点数 に?い て

は、それぞれの都道府県 において別表2に 示 した とお りとす る。 さらに補足

の ために既存 資料 の収集 ・整理及び漁協等か らの聞 き取gを 行 い、次の事項

について調査 す る。

ア 生息す る魚種名

イ.漁 獲量

ウ 放流量

上 天然繁殖 の有無

オ 魚類相に関す る記録

また、調査地点の水温、底 質等を調べるとともに、流量の変動等について も

既存資料よ り調査す る。

② 河川 改変状況調査

'
各種資料及び現地確認調査 によ り、次の事項について、前 回調査以降の変

化状況 を中心に調査ずる。

ア

イ.『

ワ

エ

オ

カ

キ

水際線の改変状況

河原の土地利用状況

河畔の土地利用状況

河川横断工作物の設置箇所数

取水施設の有無

河川の利用状況

河川環境における不快要因
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(3)原 生流塚 調査

第2回 調査で摘 出された人工構築物及び森林伐採等人為の影響 がみ られな

い流域(原 生 流域)の 改変状況等につ き調査す る。

6.調 査結果の とりまとめ

調査実施者は、調査結果 を下記の図票に とりまとめ る。

q)魚 類調査票

調査事項を、 「魚類調査票」(様 式1)に とりまとめ る。

② 魚類調査総括表

調査事項を、 「魚類調査総括表 」(様 式2)に とりまとめ る。

13)河 川改変状況調査票

調査 事項 を、 「河川改変状況調査票」(様 式3)に とりまとめ る。

(・D河 川調査 図

何川区域漁 翻 査地点、河川改変状欄 査の調査区間等に関する変化事

項 を 「河 川 調 査 図」(様 式4)に な らい 、 国 土 地 理 院 発行 の1/2.5万 地 形

図 に表 示 す る。

(5)原 生 流 域 調査 票

原 生流 域 に つ いて の調 査 結果 を、 「原 生 流:域調 査 票 」(様 式5)に と り ま

とめ る。

(6)原 生流 域 図

原 生流 域 に っい て の調 査 結 果 を 、 「原 生 流 域 図 」(様 式6)に な らい 、 国

土地 理 院発 行 の1/5万 地 形 図 に表 示 す る。

7.調 査結 果 の報 告

調 査 実 施者 は 、 調査 結 果 を と り ま とめ 、報 告 書 、河 川 調 査 図帳 及 び原 生 流:域
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図帳各2部(正 本 、写各1部)を 、それぞれ別紙2「 河川調査報告書作成要領玉

別紙3「 河川調査 図帳作成要領」.により作成 し、その うち正本1部 を 昭 和61年3月

31日 まで に環 境 庁 自然 保 護局 長 あ て提 出す る。
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<別 紙1>,

河川調査実施要領

1。 通 則

第3回 自然環 境保全基礎調査 ・河川調査 は、 この実施要領に従 って行うこ と

と し、その調査 内容 は次の とお りとす る。

(1)魚 類調査

② 河川 改変状 況調査

(3)原 生 流域調査

2.河 川 等 の定 義

q)こ の 調査 で 「河 川 区 域 」 とは、 河川 法 の規 定 に よ る 「河 川 区域 」 とす る。

㈱ 河 川 区域 の境 界 は 、 建設 省 地 方 建設 局 の工 事 事 務 所(管 理 が都 道府 県 ま

た は 市町 村 に委 任 され て い る場 合 は 、都 道府 県 ま たは 市 町 村 の担 当課)が

保 管 して い る河川 現 況 台帳 の 付属 図面(通 常 、縮 尺1/2,500ま たは1/

5,000)に 表 示 され てい る。

② 「水 際線 」 とは 、 平水 位 に おけ る水 面 が 陸 地 と接 す る部 分 を い う。

(3)「 河 原 」 と は、 河 川区 域 内 の 陸 部 の う ち、 比較 的 平 担 な部 分 を い う。

(4)「 河 畔 」 とは 、河 川 区域 の 外 側幅100η の 区域 を い う。

⑤ 「右 岸 」 「左 岸 」 とは、 そ れ ぞれ 上 流 か ら下 流 に 向 っ た呼 称 で あ る。
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3.調 査対象河川及 び都道府県別 調査 分担

調査対象河川、都道府県別調査 分担 は、別表 ユ 「調査対象河川一覧 」、別表

2「 都道府県別調査分担及び魚類 謁査地点数」によるもの とす る。

● た だ し
、原 生流 域 調 査 は 、 第2回 自然 環 境 保 全基 礎 調査 ・河 川調 査(昭 和54

.年 度 実 施:以 下 「前 回 調査 」 とい う。)の 際 に 摘 出 され た109流 域 を は じめ

と して 、全 国 のす べ て の河 川 を対 象 とす る。

4.魚 類調査

α)別 表1に 示す河川 の幹川を対象 と して、次に示す とお り、漁獲試験及び生

息環境の調査を行い、 「魚類 調査表」(様 式1)を 作成 する。 また 、漁獲試

験 の結果を既存試料 の収集 ・整理及び漁協等か らの聞 きとりによ り補足 し、

「魚類調査総括表」(様 式2)を 作成する。

② 漁獲試験

ア 調査地点

(ア)調 査地点は原則 と して、前回調査 の際に設定 した地点で行 う。
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ただ し1ダ ムの設置 または、流路 の著 しい変更等の理 由によ りやむを

得ず調査地点を変更す る場 合には、次の事項 に留意 しなが ら設定す る。

① 既存の他の調査地点 との関係において、で きる限り均等に分散す る

よ うにす る。

②1河 川 を2以 上の都道府 県が分担 して調査す る場 合には、関係都 道

府県間で調査地点の位置を調整す る。

③ 湖沼(天 然、人工)内 での調査は原則 と して避け る。 ・

④ で きる限 り投網の打 ちやすい場所を選ぶ よ うにす る。

(例)/ll
l!境

/

ノ'

St4識1'藍,也 ノ慧
》'S

t.S!St.3i....,,

流 ノ ・)ゆ 川

端/St・2
湖 ・・1＼ 川
沼

㈲ 調 査地 点 に は 、下 流 側 よ りst1.s七2.… … とい うよ うに 調査 地 点 番

号を 付 す。(1河 川 を2以 上 の 都 道 府 県 で 分 担 して 調査 す る場 合 も、通

し番 号とす る。)ま た、 調査 地 点 の 通 称 を調 べ 、調 査地 点 、調 査地 点 番

号 と と もに 「河 川 調査 図 」(様 式4)に な ら い 、国 土地 理 院 発 行 の1/

2.5万 地形 図 に 表 示す る。

な お、 前 回 調 査 の地 点 を 変更 した 箇所 に つ い ては 、変 更後 の 調査地 点

はst.1!st.2.'… …(変 更 前 の番 号 に 対応 させ る)と す る。

吻 調 査 地 点 の 「河 口か らの距 離」 を1/2.5万 地 形 図 とで 河川 の 流 心 線

に 沿 って 計 測す る。(単 位 は㎞ で 小数 第1位 まで 求 め る。)

伊)調 査 地 点 「(河 床)の 標 高 」 を調 べ る(単 位 は 耽単 位 で 求 め る)

ただ し、 河床 の 標 高 が わか らな い 場 合 は 、 河原 も し くは河 畔 の標 高 を

1/2.5万 地 形 図 よ り読み 取 る。
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イ,調 査 詫施期 局

調 査 は 夏(主 と して7、8月)に 実 施す る。 た だ し雨後 の 濁 りが 著 しい

期 間 は:避 け、平 常 に 戻 った 後 に行 うもの とす る。

ウ 調 査 内容
.

調 査 地 点 ご とに 、 投 網 に よ る 漁獲 試 験 を実 施 し.次 の項 目に つ い て 調査

す る。

.の 魚 種 名:捕 獲 され た 魚 種 の標 準和 名(種 レベル まで の)を 調 べ る。

σ)捕 獲 数

(ウ)最 小 全 長及 び 最 大 全 長:単 位は 襯 で 計 測す る。

工 捕 獲 方 法

捕 獲 に は 、原 則 と して 、投 網 を使 叩す る。 た だ し、投 網 で は捕 獲 で き な

い魚 種 を 補 獲す る た あ に河 川 の 状 態 に合 わせ て 適 宣 投 網以 外 の 方法 を併

用 す る こ とが 望 ま しい。

(ア)投 網 の 目合

目合 の異 な る2種 類 の 投 網(網 目の 長 さi8初 πと12m程 度 の もの*)

.を 使 用 し、 使用 した投 網 の 目合を調 査 票 に記 入 す る。 また 、 網裾 の 長 さ

を 計 測(単 位 は 糀で 、小 数 第1位 まで)し 、 調 査票 に記 入 す る。

*通 称6分 自と4分 目
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結麺

劣

「「

鶴 』iの長 さ

1
-L

(参考)

魚集網地の目合の表示方法、網

地を縦方向にのば して、「網 目

の長 さ」を判定する。

(イ)投 網 の 打 数

上記の2種 類 の投網 に つ い て それ ぞれ 、 捕 獲 数 が50尾 を 越 え るか 、

または 、打 数が10回 に 達 す る まで打 つ 。

(ウ)投 網を打 つ場 所

各 調 査 地 点 に お いて 、 で き るだ け 多 くの 種 類 の 魚 を捕 獲 す る ため に 瀬 、

淵 、 岸 辺、 流 心等 河川 の 多様 な 状況 の とこ ろを 広 く打 つ よ うにす る。

㈲ 投 網 以 外 の捕 獲方 法 を 用 い た 場 合 は 、 そ の方 法 に つい て、 調 査 票 に記

入 す る。

オ 種 の 同定 が 困 難 な 魚種 が 捕 獲 され た 場 合 は 、標 本 と して保 存 す るか 、 ま

た は カ ラ ー写 真 を撮 影 す る。'

力 調査 に 当 た り、 魚類 の 捕 獲 に は、 漁 協 組 合 員等 の 協 力 を 、 また 、魚 類 の

同 定 に は 、専 門 家 の協 力を 得 て 実 施 す る もの とす る。

13)生 息環 境 調査

ア 漁 獲 試験 の調 査 地 点 ご と に 、 次 の項 目に つ い て 調査 す る。

ア)気 温
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漁獲試験 時の気温を測定す る。測定は、 日光の直射および周 囲の放射

を避 けて行 う。(単 位 は℃で小数第1位 まで求 める。)

σ)水 温

漁獲試験時の水 温(表 面水混)を 測定す る。測窯はできるだけ流心付

近で行 う。(単 位は℃で小数第1位 まで求め る。)

(ウ)底 質

現地観察 により、底 質の状態が泥、砂 、礫 、岩 、 コンク リー トのいず

れ に該当す るか調べ る。 なお 、瀬 と淵等 によ り底質の状態が異な る場 合

は 、分けて調査票に記入する。

に)塞 分

感潮 域において、漁獲 試験を実 施す る場合は 、 「海洋観測指針」(気

象庁 編)の 測定法 によ り、漁獲試験時の塩分 を測定す る。 測定 はで きる

だけ流心付近 で行 う。(単 位は千分率(%。)で 小数第2位 まで求める。)

なお、塩 分を測定 す るかわ りに、比重計に よ り、比重を 測定 して もさ

しつか えない。(単 位 は小数第2位 まで求め る。)

イ,調 査地点付近で、調査地 点 と状況が類似 してい ると思われ る地点に おい

て、水温、流量 に関す る資料があれば、その資料 によ り次の項 目について

調査す る。

(ア)夏 期水温 の 日変動

夏期(7、8月)に おけ る水温の 日変動(平 均水温及び 日較差 の平均)

を調べる。

σ)夏 期流量 の 日変動

夏期(.7、8月)に おける流量の 日変動(平 均 流量及び 日較差 の平均)

を 調べる。
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㈲ 流量の年変動

流量の年変動(最 大 ・最小 ・平均流量)を 調べ る。

ウ 調査地点の概 要 として、調査地点付近その ダム、堰、護岸等 の人工構築

物の設置状況、水草の繁茂状況、水質.水 の にご り、土砂 の堆積、水深等

魚類の生息、繁殖 に関係す ると思われ る事 項について調べ る。

工 調査地点 に関 し、前回調査以降の変化状 況等 に関 し、特 記すべ き事項に

ついて調べ る。

オ 調査地点において調査地 点 付近の状況を示す写 真を撮影 す る。
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(様 式1)

(記 入 例)

河 川 コー ド 河 川 名

睡 査地点鵬
調 査 地点 通称

河ロからの距離

標 高

に周 査 月 日

醐 査 時 刻

i天 候

気 温

水 温

底 質

塩 分

i比 重

i
l投 網 に よ る

i

[捕 獲i

薩離

駐・

裟
況

夏 期 水 温

の 日変 動

夏 期 流量

の 日変 動

流 量 の

年 変 動

st2

背 負

19.2

7 m

8月31日,85

1430

晴

21.6 ℃

20.4 ℃

泥、 小石

%a

1.0000

目合1網 裾

伽)1(π)

1213.0

182.7

平均水温

日較差の平均

打数1捕 獲数

(回)i(尾)
し

30×146

2039

℃

℃

平均流量 rd/sec

日較差の平均: at'/se

最大流量

最小流量

平均流量

rd/sec

m'/se

㎡ノsee

調 査 地 点 の 概 要

i。 平 野部、Bb-Be型
　

i。 両 岸と もたま石 の川原が 広が るo

i。 水 はや や濁 り;う すい灰 色

i:謝 碧 盤 繍 、。。一35。π

1
前回調査時以降の変化状況

その他特記事項

調 査 者 名(所 属 ・氏名)

魚 類 調 査 票
調査年度
'満

、

1985

捕獲魚種名

1エ ゾウグイ

2ウ グ イ

3カ ワガレイ

4フ ナ 類

5フクドジョウ

6ヨ シノポリ

7ハ ナカジカ

8ワ カ サ ギ

9

io

11

12

13

14

15

16

17

is

19

20

21

zz

23

24

25

zs

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

計8種 類

捕獲数

176く11)

z

z

z

.iti)

i

1

計185

(12)

全 長

最 小(囎)

226(163)

is2.i

18.3

73.8

521(68.5)

74.3

93.3

最 大(西 の

]858(629)

1676

ais

933

備 考

(三 角網)

囲()内 は、1投網以 外に よる漁獲

(魚類調査票記入上の注意)

L調 査票は、1調 査地点ごと1ζ作成する。

2.「 都道府 県」`ζは.調 査担当都道 府県名を記入 する。.

3.「 河川 コー ド」 には.別 表1に 示 す.当 該河川 の河川 コー ドを記入 する0

4.「 調査地 点の概要 」には.記 入例 のよ うに調査地 点の概要に ついて記 入す る0

5.「 捕獲魚類 種名」 には、投網に よる捕獲数の多 い順 に、魚種名を記入 する。

6.「 捕獲 数」 「最小全長 」 「最大全 長」につい ては、投網以外 の方法 で捕 獲 され た分 は、(}内 に記入す る。

7.投 網以外 の方法 で捕 獲 され た魚種 の場 合は 、 「備 考」欄に その捕獲方法 をO香 きで記入す る。

8.'「 調査者 」には、調 査にあた った者 の代表者 の所属 及び氏名を記入 するo
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(4)魚 類 調査総括表の作 成

漁獲試験の他 に、既存 資料 の収集 ・整理及び漁協等か らの聞 きとりを行い

次の事 項について整 理 し、 「魚類調査総括表 」(様 式2)を 作成す る。

なお、魚類相の調査に関 しては、魚類に詳 しい専 門家 の協 力をあおぐもの

とす る。

ア 魚類相に関す る記録

当該河川の魚類相全般についての学術調査等 によ る記録 があれば、その

時、記録 されてい る魚種 名(原 則 と して当該都 道府県 に係 る分)を 記入 す

る。

イ.調 査地点別魚類相

漁獲試 験及び漁協等か らの聞 きとりにより、生息 が確 認 された魚種を漁

獲試験 の調査地点別に整理 す る。

ウ 漁獲量(年 平均漁獲量)・

漁獲統計等に より過去5年 間の漁獲量の年平均を 魚種 ご とに単位はtで

小数第1位 まで調べ る。

工 放流量(年 平 均放流量)

放流 されてい る魚類があれば 、過去5年 間の放 流量 の年平 均を魚種ご と

に調べる。卵放流の場 合は単位 は 「千粒 」、稚 魚(な い しは成魚)放 流の

場合は、単位は 「千尾」で示す。

オ 天然繁殖の有無

当該河川に現在生息 してい ると思 われ る魚種 について、採卵、人工 艀化

によ らず 自然 の状態で繁 殖 しているかど うかについ て調 べ る。
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く様 .…ミ2)

柄 川,一 ド河 川 名

(記 入例)

魚 類 調 査 総 括 表

1.魚種名

魚類相に閨する記録

1ζ1

i
195ｰ_

'K27蓉3

1960

}スナヤツメ
1 P
レ ト ウ}

τ シ ョ=コ て'1

iマ メ マ スi
5・

1カ ワ マ スlo

iニ ジ マ ズ ○ ○

i噸←ク ラマ.スi5こ)

ア・○

¥i

;シ シ4モ

÷昌ウ:'ウ庁

ワ カ サ ギ

ヤチ ウグイ

エゾウグイ

ウ グ イ

iフ ナ 類:
1

1コ イ

レナ任 ツゴ

iド ジ ョ ウ

○

O

O

O

⑳

フクドジ・引00

1975

-仁4

19i

○

○

OlO

O

イ ・ ・ド)Pコ

イパラトミ∋1
「

IJ.

ニゾ トミヨ1

1手 チ 列

ヨ シ ノ ボ 「!1
軍

カジ台類mlO

iカジカ 類12〕i

O

V

i

1脚 ・魂

く憩頽計)

J

CJ

調 査 地 点 別 魚 類 相

st。1

長 日

6.1

繊

st.2

背 負

19.2

㎞

0

U

0

0

C

0

0

U

0

U

0

O

0

U

0

0

O

0

O

口

i;

LJ

○

(〉

O

コ

0

0

O

O

臼

o

io

C

○

○
,一

t_J

11

J

O

O

11

sし3

千 代

田

38.6

加

st曾4st.5

伏 古 尾 根

中 島

64.8175.8

i κ
辺

9

口

0

○

C

0

O

O

6

U

U

3

sし.6

北 熊

牛

92.5

κロ

i

0

O

C

3

0

/

J

O

U

0

5

st.7

岩 松

107.4

舳

口

0

0

口

○

J

std

ペンケ

キナウシ

123

㎞

口

口

0

口

st.9

ペンケ

ベ ツ

136.2

口

0

口

0

0

9 5

st.10

ウ→勝

口 流 点

isos

㎞

c

0

z

＼_ ___、3魚 種

魚

獲

(1/年)

14.719

o.a

4
u己'年)

放 流 量

卵

放

流

¢粒/勾

稚 魚

成 魚

放 流

卿 …年)

67.138

17

天

然

繁

殖

cJ

?

0

?

?

0

0

0

O

O

0

○

備 考

__ト ー4○

○

0

O

?

O

○

O

?4
0

U

O

O

O

く21)

1

三1)「 天然繁殖」欄の?は 繁殖の有無の不明を示す。

蔑2)「 調査地点別魚類 柑」欄の[コは徽協等からの闘 きとりによる情報を示す。備考欄の ▲は.同 じく聞 きとりによ る情 報で調査地点の特定不能のもの

を示す。
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(総 括 表作 成 上 の 注 意)

1.総 括 表 は 、 当 該 都 道府 県の 調査 対象 河川 ご と に作 成 ず る。

2.「 魚 種 名1に は 、 別表3「 魚類 分類 表 」 に 示 す 順序 に準 じて 魚 種 名 を記

入 す る。

3.「 魚 種 名 」 に は標 撃 名 を使 用す る もの とす る。 また 、 「フナ」 とい うよ

うな総 称 を 用 い る こ とは避 け、 極 力 「ギ ン ブ ナ」 、 「ゲ ン ゴ ロ ウ ブナ 」 と

い うよ うに種 及 び 亜 種 段階 の 名 称 まで 調べ る よ う努 め る。 ど う して も 種名

まで 確認 で き ない 場 合 に は 、必ず 「フナ類 」 、 「ドジ ョ ウ類 」 の よ うに表

示す る。

4.記 入例(ド ジ ョウ)の よ うに、 文 献 の 記 録 等 で 種 名 まで 確 認で き なか っ

た もの は、 ⑲ と表 示す る。

5.記 入 例(カ ジカ類(1)、(2))の よ うに カ ジカ類 に 明 らか に2種 い る こ とが判

っ てい るが 種 名 まで は判 明 してい ない 場 合 は 、 記 入 例 の よ うに 「カ ジ カ類

(D」 、 「カ ジ カ類12Lと 表 示 す る。

6.調 査 地 点 別 魚:須 相の 欄に 用 い る記 号 は 次 の よ うに使 い 分 け る。

○ 漁 獲 試験 に よ り生 息 を 確 認 した もの 。

ロ … … ・・上 記以 外 で 漁協 等 の 聞 き と りに よ り生 息 を 確 認 した もの 。

7.「 漁 獲 量1が 四捨 五 入 して もo.1t/年 に 達 しない 場 合 は 、記 入 例 の よ

うに 「0.Ot/年:」 と表 示 し、 漁獲 実 績 が ない 場 合 は 「一」 と表 示 す る。

8.「 放 流量 」が 四捨 五 入 して も1千 粒(ま た は1千 尾)に 達 しない場 合 は

「一」 と表 示 す る。

9.「 天 然 繁殖1の 有無 が は っ き り しない場 合 は 、 「?」 と表示 す る。

10.「 備考 」 に は、 それ ぞ れ の 魚種 に つい て特 記 す べ き事 項 が あれ ば 記 入 す

る。

11.(種 数 計)に は、 調査 地 点 別 魚 類 、 それ らを 合 せ た もの 及び 天 然 繁殖 し
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ている と思われ る魚類の種類数を記入す る。種名 まで確認で きず 「○○ 類」

とされ たものは1種 に数え る。 また、天然繁殖 の有無がは っきりせず 「?」

印 となったものは、 カ ウン トしない。

12表 の欄外 には、魚類相 について調べた既存 資料の名称、調査 区間 、調査

(捕 獲)方 法等 を記載す る。 また、⑲ 印の説 明、調査地点別魚類相の記 号

の凡例 を記載す る。

5.河 川改変状況調査

α)別 表1に 示す河川 の幹川 の水 際線の改変状況 、河原 の土地利 用状況、河 畔

の土地利用状況、ダ ム、堰等 河川横断工作物の設置箇所数、取水 施設の有無、

河川 の利 用状況、河川環境におけ る不快要因について 、次 に示す とおり既存

資料(1/2.5万 地形 図)に よ る調査 及び現地確認調査を実 施 し、 「河川改

変状 況調査票」(様 式3)を 作成す る。

② 調 査区間 の設定

河 川の流路等の著 しい変更が なかった区間については、前回調査 時に設定

した区間及び区間番号を その まま用い る。

ただ し、ダムの築造、河川改修その他 の理 由によ り、流路等 に著 しい変更

があ った区間 については 、調査区間の新 たな設定あ るいは削除等 を行 う。 こ

の場 合の 「著 しい変更」 とは 、流路変更の あった区間においておおむ ね1㎞

以上の流路延長 の増減が あった ものを 目安 とす る。 この場合に、新たに設定

あるいは削除 した調査区間の番号の付 し方は 、以下の例によ り、枝番も し く

は欠番 を用 い、前後の調査区間番号に影響を及ぼ さない よ うにす る。
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(例)

流路短縮の場 合(No.8は 欠 番とする)

No.6
1、
ノ 　

1訟 ＼
/l

l//

1＼

ll

、

調 糞 区 間No.6N(L7

No.7 No.9

、

、

、

＼1/
、!

＼ ＼込1/

＼ ＼＼ ノ!//

)＼_,//＼

＼1!　 ノ

ア ＼_,!

1、

'

No.8

i

Nag

流 路延長の場合

ト…一一一rNα6

泌こ＼∴ 劣容 芝
lM6＼ ＼/7、 寸ノ//'/＼ 一4 ,1'

1/＼ ＼M一 ・'

＼

＼＼こも /
No.7

各 調 査 区 間 ご とに(4)以 下 の 項 目につ い て 調査 す る もの とす る。

な お 、調 査 区 間の 設 定 に 際 しては 、 次 の こ とに 留 意 す る。

ア 流 路 の 途 中 に 、湖 沼 が あ る場 合 、湖 沼 部 分 の 流 路延 長 は 、 流心 線 に 沿 っ

て計 測 す る。

イ.網 走湖 、十 三 湖 、 小川 原 湖 、宍道 湖 、 中 海 に つ いて は 、 「湖 沼 調査 」 を

実 施す るの で 、調査 区 間 は設 定 す るが 、 当該 湖 沼 部 分 で は、 河 川 改変 状 況

調 査 は 行 わ な い 。

点線 旧流路

実線 現流路
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(例)

婦
,ノ

ク
凝査民醐 尚7,甑8
ぬ68

ロ る ロ
あ ロ

、 一=し3♪q〆'l
lllロ の

、1辱1'1

も し し コ

・1レ/て 漏
_、 漏 》

改心嫁

ウ 最上流端の区間及び流路変更によ り端数の生 じた区間について は、区間

延長が1㎞ 未満で あって も、1調 査 区間とす る。

また、調査区間 の区切 り線、調査区間番号壱 「河川 調査 図」(様 式4)

にな らい 、国土地理院発行 の1/2.5万 地形図に表示す る。

(3)都 府県間の 調査分担

1河 川 を2以 上の都府 県で分担 して調査す る場合、都府県間の調査分担 の

区切 りは、別表2の 調査担 当区間 の欄 に掲げた地点に最 も近い調査区間の区

切 り線の ところとす る。

いき

ζ
お　 ム 　
τ

診 ≠≒≒=こ 。αl

llL耐 一_.
1撒鵬,1

(4)水 際 線 の改 変 状 況(レ ク リエ ー ジ ョン利用 の 場の 有 無)

水 際 線 の改 変 状況 を 表1の とお り区 分 し、 それ ぞれ の調 査 区 間 に お い て 、

各 区 分 ご との 合計 延長 の10分 比 を 求 め る。 この場 合 、右 岸 と左 岸 の み を 計

測 し、 中 洲 に つい て は 、計 測 しない もの とす る。
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表1水 際線の改変状況区分

コ ー ド

水 際 線 が コ ンク リー ト護 岸、

石 諸 謹 岸 、 矢 板 等 の 工 作 物 で

構 成 され てい る。

ち 嘘・ 。 、 一乙 ・'、 醜

//7、 葛 轟

水際線が上記の工作によ一て

構成されていない

　

1が け地である

がけ地でない

0

0

③

む

庄)が け地とは、傾斜30以 上、高さ3m以 上の傾斜地をいう。

護岸

3M以 ヒ

30。 以 ヒ

(例)
査 区 聞

',

② ノ①!

4零
＼"
i
①＼

、

① 一③ の各区 分 ごと

の 合計 廷長の10分

比 ㌔、右 岸、左 岸を

含せ た水際 線の 総延

長を10と し

①1②:③ 塁3:2二5

(5)河 原 の土地利用状況

河原の土地利用状況を表2の とお り区分 し、それぞれの調査区間において 、

各区分ご との合計面積の10分 比を求め る。 この場合、 中洲 の部分について

も計測す るものとす る。

なお、調査 区間内において、右岸 、左岸 及び中洲 のいず れにおいても、幅

100皿 を越える河原がない場合は、当該 調査 区間 では、河原の土地利用状
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況 の調査 を実施 しない。(調 査区間内でほんの一部でも、幅100π を越え

る部分があれば、調 査を実 施す る。)

表2河 原の土地利用 状況 区分 コ
ニ ド

自.

然

地

砂 礫地 または荒原 地

背丈の低 い草地

背 丈 の 高 い草 地(ア シ、 オ ギ 、 ス ス キ等)

樹 林 地

農業地(水 田、畑、果樹 園等)

未利用造成地(河 川改修等 に伴 い高水敷が造成 され てい るが、施設

的土地利用 、農 業的土地利用 はな され ていない。)

施 設的 土 地 利 用 地(自 動 車 教 習場 、 ゴル フ場 、 グ ラ ン ド、公 園 ・広

場 等 の施 設 的 な 土地 利 用 が な され て い る。 宅 地 等 も含 む 。)'

0

②

③

④

⑤

⑥

0

(6)河 畔の土地利用状況

河畔の土地利用状況を表3の とお り区分 し、各調査 区間に おいて、右岸、

左岸 別にそれ ぞれ、河 畔が いずれの区分に該当す るかを調べ 、 コー ド番号で

示す。

1調 査 区間の片側の河 畔において、2以 上の土地利用がな されてい る場合

は、最 も大 ぎな面積を 占めてい る土地 利用を当該河畔の土地利用状況区分 と

す る。

表3河 畔の土地利用状況区分
コ」 ド

自然地

農業地

市街地

工業地

その他

鍵1糠 替蕉鞠
樹林地

その他

(織 擬 灘 轡 等の麟 的な禾U用}

購 講撫藷な繋 灘謬)

1

2

3

4
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(7)河 川 横断 工 作 物 の 設 置 箇所 数

ダ ム、堰 、床 固 、水 門 、間 門 等 の 河川 横 断工 作 物(橋 梁 を除 く)を 表4の

とお り区 分 し、 それ ぞれ の調 査 区間 に お い で 、 各 区 分 ご との設 置 箇 所 数 を求

め る。 なお 、 間 門 につ い て は 、 間門 一 室 を も って1基 とす る。

ま た 、堰 堤 部 の 高 さ15π 以 上 の ダ ム を チ ェ ック して お く。

表4河 川横断工作物区分

コ ー ド

魚の遡上可能

魚の遡上不可能

魚 道 有

魚 道 無

魚 道 有

魚 道 無

①

②

③

,J

注)北 日本においては、主 と してサケ、サ クラマ スが遡上で きれば遡上可

能 と し、西 日本においては主 と して アユが遡上で きれば遡上可能とする。

遡」二可能性の判 断については、漁協か らの聞 きとり等 により行 な う。

また、魚道が設置 されてい るに もかかわ らず魚の遡上が不 可能 な河川

横断工作物があ る場合は、 その原因が次のいずれに該当す るか を調 べる。

構造上 の問題

管理 上の問題

魚道の勾配が急す ぎる等、魚道の構造上の欠 陥による。

水 を 流 して い ない 、 土 砂 が つ ま った ま まで あ る等 、 魚 道

の 管 理上 の問 題 に よ る。

(8)取 水 施設の有無

それぞれの調査区間において、取水施 設の有無を調べる。

(9)河 川の利用状況

それぞれ の調査区間の河川区域及 び河 畔において、次に掲げ る利 用状況が

見 られ るかど うかについて調査す る。
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ア

イ.

ウ

エ

オ

カ

風景探勝(遊 歩道)

キ ャンプ

温 泉

ボー ト(渡 しは含 まない)

川下 り

常設釣場

漁 業

その他に 、顕著な河川 の利用が見 られ あるいは聞きとり等 により把握 で き

る場合は、調査 票に記入す る。(例 、探鳥会 、 自然観察会)

㈹ 河川 環境におけ る不快要因

それぞれの調査区間 にお いて 、次に掲げ る項 目が、河川環境 において、非

常に不快 感を生 じさせ てい るかど うか について調査す る。

ア 水の にごり オ 砂 利採取

イ.水 面上の アワ カ 河 畔の道路法面

ウ 河川 の悪臭 キ 水量 の少 なさ

工 河川 区域内の ゴ ミ ・残材 ク 渇水 時の露出 したダム湖岸

その他 に、河川環境 において非常に不快感を生 じさせている事例があれ ば、

具 体的に調査票 に記入す る。(例:自 動車 の乗入れ、バイ クの騒音等)

⑳ 保全地 域の指定状況

それ ぞれ の調査 区間の河川区域において、 自然公園、 自然環境保 全地域 等

(以 下 「保全地域」とい う。)が 指定 され てい る場合には、その地域地 区区分

を次 の コー ド番号 で示す。2以 上の地域地区区 分があ る場 合は、そのす べて

の コー ド番号 を示す。
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表5保 全地域の地 域地区区分

地 域 地 区 区'分

'国
立 公 園

国 定 公 園

都 道 府 県 立

自 然 公 園

特 別 保 護 地 区

特 別 地 域

普 通 地:域

特 別 保 護 地 区

特 別 地 域

普 通 地 域

特 別 地 域

普 通 地 域

原 生 自 然 環 境 保 全 地 域

自 然 環 境

保 全 地 域

都 道 府 県 自 然

環 境 保 全 地 域

特 別 地 区

普 通 地 区

特 別 地 区

普 通 地 区

コ ド

11

12

13

21

22

23

32

33

41

52

53

62

63

働 鳥獣保護区の設定状況

それぞれの調査区間 の河川区域に おいて、鳥 獣保護区の設定状況 を調 べ、

次により区分 し、 コー ド番号で示す。

表6鳥 獣保護 区の設定状況 区分

コー ド

鳥獣保護区の設定が ない

鳥獣保護 区の設定があ る
特別保護地区の指定がない

特別保護地区の指定がある

0

1

2
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i

乙
①

i

■

ln～町Jl1コ ー ド {21河 川 名

河 川 改 変 状 況 調 査 票(記 入 例) {3夏綱 査 年 度

ω 都 道府県

1985

(5)

調

査

区

間

番

号

'

z

3

4

S

9

ノ

ノ!

iz

ノ3

!4

13

/6

!

i8

i9

zo

2!

zz

z3

(GI

保

全

地

域

言
1
ド
v

1

1

o

ll

1

量

1

ll

●

1

1

1

hl
烏

獣

保

区

..
コ

i

ド
》

D

O

0

0

0

O

0

O

D

D

0

O

D

0

0

0

O

O

a

0

O

0

a

{81水際線
(10分 比)

岸

股

置

　
割
)

6

6

0

ク

b

O

/

0

/

/

D

z

z

ク

/O

ク

ク

0

0

級未

設

岸置

が
け
地

　
割)

O

a

D

/

/

/

2

/

/

/

/

/

z

/

O

0

z

z

/

そ
の

他

　

割
)

ム

z

3

6

9

7

6

/

D

/

/

9

ク

〔9)河 原 の 土 地 利 用

(10分 比)

自 然 地

砂

地

荒
原
地

　
割)

9

S

7

4

6

背

奏

賃

董
　

割
)

z

z

/

2

z

z

2

z

背

蓋

薩

蛋
　

割
)

3

0

a

0

/

z

4

z

樹

林

地

　

割
)

0
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(河 川 改 変 状 況調 査 票 記入 上 の 注意)

1.「 保 全 地域 」 には 、表5よ り該 当 す る コー ド番号 を す べ て記 入 す る。

2.「 鳥 獣 保護 区」 には 表6よ り該 当 す る ゴー ド番 号 を 記 入 す る。

3.「 水際 線(比)・ 」 の各 欄 には 、 表1の 各 区分 の延 長 の10分 比 を 記入 す

る。

4.「 河 原 の 土 地利 用(比)」 の各 欄 には 、表2の 各 区 分 の 面 積 の10分 比

を 記 入 す る。 調 査 区 間 内 に 幅100mを 越 え る河 原 が ない た め、 河 原 の土

地 利 用状 況 の調 査 を 実施 しなか った調 査 区 間 の欄 には、斜 線 を 引 く。

5.「 河 畔 の土 地利 用 」 には 、 右 岸、 左 岸 別 に表3よ り該 当 す る コー ド番 号

を 記 入 す る。

6.「 河 川工 作 物 」 の 各 欄 に は 、 それ ぞ れ の 設置 箇所 を記 入 す る。

7.「 取 水施 設 の有 無」 には 、 当該 調査 区 間 に取 水 施 設 が あ る場 合は 数 字

「1」 を、 ない場合は、 数 字 の 「0」 を 記 入 す る。

8.「 河 川 の利 用 状 況 」 及 び 「不快 要 因」 には 、該 当 す る欄 に数 字 の 「1」

を、該 当しない欄には数 字 の 「0」 を 記 入 す る。

9.「 備 考 」 には 、 流 入 河 川 、 流路 途 中の 湖 沼 、上 流 端 に つい て記 入 例 の よ

うに記 入 す る。

調 査 区 間 の一 部 が、 網 走 湖 、十三 湖 、 小 川 原湖 、宍 道 湖及 び 中海 で あ る

場 合 、 当 該湖 沼 部 分 では 、 改 変 状 況調 査 を 実施 しない が 、 この場 合 、 備 考

欄 には 、 残 され た 河 川 部 分 の 延 長を 計 測 区 間 と して記 入 す る。

(記 入 の場 合)

No33面34

践032
、111

、、グ/'1L4

胤1細 儲 】
計測区聞
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ま た、 「河 辺 林」 が ・ 当該 調 査 区 間 の河 岸(両 岸)の1/2以 上 に わ た っ

て存 在 してい る場 合 は 、備 考欄 に*印 を 記 入 す る。

河 沿 い に 成立 す る樹 林 は 、'た とえ規 模は 小 さ くと も、 野 鳥 ρ休 息 場 所 や 緑

陰 と して 憩 の場 とな り、 自然 保護 や レク リエー シ ョン利 用 上 果 す 役割 は 大 き

い 。 これ ら、 河 原 や河 畔 の土 地 利 用調 査 では把 握 で きない 小規 模 な樹 林 の存

在 の;有無 を 確 認 す る。

河辺 林 と して は、 人 工 林 、 自然 林 の別 や、 構成 樹 種 は 問 わ ない が 主 と して

中 流域 以 下 の平 担 な箇所 に成 立 す る林を イ メー ジ してい る。

そ の他 、本 欄 には 、 当 該 河 川 の 自然 環境 の保 全 に 関 し、 地 元住 民 等 に よる

顕 著 な活 動 が 見 られ る場 合 に、 そ の団 体 名及 び主 な活 動 内 容等 を記 載 す る。
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(様 式4)河 川調査図

河川コード1河川名

○○○ ○○川

河 川 調 査 図

00

調査年度1985

都遡鳴県loo県

/

!

{

,＼ ・

1531525!

1

　あ

ド'"57!澄7

i〆 …追

42

43
'

,44、

、魅41

,一 一∫6

r='N47
噂・
(481

、49'＼

56・

)＼
st5''長 生

＼

!

0

1:25000
　

国土地理饒

0

＼,
、 ㌧

、 、

62≒
、
へ た
、 獣 河1枢 賊の境界纏一紫色の色鉛蚕で表

示、
、
50Lぐこ

翼譲麗9り 綴

一一魚領潤査地点 番号

←・縄壱地点の通称

右
と
じ

1

都窮訴!間の凋責分担の
県墳 区切りを赤・距義て表示

＼

＼
,

亀

も51
、

st.5

、長 生
、)'

(河 川調 査 図 作 成 上 の 注 意)

1.調 査 図 には 、 必 ず 国土 地理 院 発 行 の最 新 の1/2.5万 地 形図 を 使 用 す る。

複写 図 、 編 さん 図 等 は 使 用 しない こ と。

2.調 査図 は 、 当該 都 道 府 県 の 調査 対 象河 川 ご とに ま とめ る。

3.調 査 図 例 の よ うに、 地 形 図 の余 白 の所定 の 位 置 に 「タ イ トル」 「河 川番
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号 」 「河 川 名」 「調 査 年 度 」(西 暦)、 「都 道府 県 名」 を 記 入 す る。

4.河 川区 域 の境 界 線を 紫 色 の 色鉛 筆 で表 示 す る。 上 流域 な ど、河 川 区 域 幅

が狭 く、河 川 区 域 の 境 界 線を 地形 図上 に表 示 す る ことが 困難 な 部分 では 、

表 示 す る必 要 は な い。

5.魚 類 調査 地 点 、 調査 地 点 番号 及 び調 査地 点 の通 称 を 調 査図 例 の よ うに、

黒 で表 示 す る。 なお、 今 回 新 た に設 定 され た調 査 地 点 は赤 で表 示 す る。

6.調 査 区 間 の区 切 り線 を 黒 の 点 線 で表 示 す る。 区 切 り線 と区 切 り線 の間 に

(下 流 側 に 寄せ て)調 査 区 間 番号 を 記 入 す る。 な澄 、 調査 区 間 の 設定 に変

更 が あ った 区間 は 、 区 切 り線 、調 査 区 間番 号 と も赤 で表 示 す る。

7.都 府 県 間 の調 査 分 担 の 区 切 りは赤 鉛 筆 で表 示 す る。

6.原 生 流域 調査

(1>前 回 調 査 で摘 出 され た109の 原生 流 域 を対 象 と して、 行 政 資 料 、 空 中写

真等によ り、下記 の改変 状 況 等 を 調 査 し、 「原生 流 域 調 査 票 」(様 式5)に と

りま とめ る。

ア.原 生 流域 内 に 於い て、 前 回 調 査以 降 に行 われ た河 川 改 修 工 事 、 砂防 工事 、

人 工 構 築物 等 の 設 置 、 森 林 の伐 採、 土 石 ・鉱 物 の採 取 、 本 面 の埋 立 、土 地

の形 状 変 更等 の行 為 の状 況

イ.そ の他 、 当該 原 生 流 域 に おけ る人 為 的 改変 状 況

ウ.上 記 ア,イ の結 果 と して原 生 流域 面積 に変 化 が あ った場 合 には 、 そ の状

況(改 変 に よ り、原 生 流 域 の要 件 に該 当 す る面積 が1,000ha未 満 と な

った場 合 も含 む)

エ・ 保 全 地:域等 の 指定 状 況

オ.原 生 流域 内 の植生 等 の状 況

(2)こ の調 査 で 「原生 流 域」 とは 、 次 のす べ て の要 件 に該 当す る河 川 の集 水 域
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で あ って 、 そ の 面積 が1000ha以 上 の もの を い う。

ア.集 水 域 内 で河川 改 修 工 事 、 砂 防工 事 が 行 われ てい ない こ と。

イ.集 水 域 内 に 人 工構 築 物(建 築 物 、車 道 、 各 種 工 作 物)が 存 在 しない こと。

た だ し、 標識 、 測 量 抗等 の軽 微 な工 作 物 及 び歩 道 に つい ては(登 山道 、 踏

み 分 け 道)、 この限 り では ない。

ウ.集 水 域 内 で森 林 の 伐採(皆 伐 ・択伐)、 土 石 ・鉱 物 の採 取 、 水 面の埋 立 、

土 地 の形 状 変 更 等 の 入 為 の影 響 が 認 め られ な い こ と。(過 去 に択 伐 等 に よ

る森 林 の伐 採 が 行 われ て 続 た が、現 在 は 行 われ て お らず ・ ほ とん ど自然 の

状 態 に復 元 して い る森林 な どは 、 人為 の影 響 が 認 め られ ない と判 断 して さ

しつ か え な い。)

(3)最 新 の 資料 等 に よ り前 回 調査 で摘 出 され た 原生 流 域 以 外 で上 記(2)の 「原生

流域!に 該 当 す る流域 が 確 認 され た場合 に は(1)と 同様 「原生 流 域 調 査票 」

(様 式5)を 作 成 す る。

(4)原 生 流 域 を 「原生 流 域 図」(様 式6)に な らい 、 国 土 地 理 院発 行 の1/5

万 地形 図 に図 示 す る。

また 、 原生 流 域 に保 全 地 域 の 指定 が な され てい る場 合 には 、 次 に よ り地域

地 区を 図 示 す る。
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地 域 地 区 区 分

国 立 公 園

国 定 公 ・園

都 道府県立

自然公 園

特別保護地区

特 別 地 域

普 通 地 域

特別保護地区

特 別 地 域

普 通 地 域

特 別 地 域

普 通 地 域

原生 自然環境保全地域

自 然 環 境

保 全 地 域

都 道 府 県
自然 環 境保
全 地 域

特 別 地 区

普 通 地 区

特 別 ・地 区

普 通 地 区

コ ー ド

11

12

13

21

22

23

32

33

41

52

53

62

63

指定色

燈 色

ピンク色

水 色

燈 色

色 鉛 筆 の 指 定

三 菱 ポ リカラー

〃

//

//

ピンク色'

水 色

幽 色

水 色

綴 色
ピンク色

水 色

ピンク色

水 色

//

ii

//

〃

//

//

a

1/

n

No.7500-4

13

8

4

13

8

13

8

4

13

8

13

8
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(様 式5`)

原 生 流 域 調 査 票 困
(llNo. (2)流域 名

(4)地形 図 名(1/5万) (5)関係者随 府県
及び市町村名

(3)水 系 名

(6)面積

今 回

前 回

ha

(7)

改

変

状

況

河川改修 ・砂防工事

人 工 構 築 物 設 置

森 林 伐 採

土 石 ・鉱 物 の採 取

土 地 の 形 状 変 更

水 面 の 埋 立

そ の 他

特 に な し

(具 体的内容)

(8)

保1

全1

地
域
等

19)

植

生

等
の

状

況

(101

特
記
事
項

⑳
資
料

f121

薯

所属

氏名
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(記 入 上 の 注 意)

1.こ の調 査 票 は 、 原生 流域 毎 に1枚 作成 す る。(複 数 の都 道 府 県 に ま たが

る流域 の場 合 は 、 前 回調 査 に な らい 、 い ずれ か の都 道府 県 に おい て と りま

とめ る。)

2(1),(2),(3),(4),(5)欄 は前 回調 査 報 告 書 に記 載 の 内容 を 転 記 し、 修 正 の

必要 が ある場 合 には 二 重 線 で 消去 の上 、 訂正 す る。

3.流 域 面積 に変 更 が あつ た場 合 には 、1/5万 地形 図 上 で点 格 子板 も じ ぐ

は プ ラニ メー ター で計 測 した上 で(6)流 域 面積(変 更後)の 欄 に記入 す る。.

4・(7)改 変 状 況欄 は 、 前 回 調 査以 後 当該 流 域 で行 われ た行 為等 につ き、 該 当

す る もの に○ 印を 記 入(複 数 可)し 、そ の 具体 的 内容 につ き右 欄 に 記 入 す

る0

5.(8)保 全 地域 等欄 は 、 当該 流域 に お け る 自然 公 園 ま たは 自然 環 境 保 全 地 域

の 指 定 状 況及 び前 回調 査 時以 後 の変 更等 の内容 を 記 入 す る。

6.(9)植 生 等 の状 況欄 は 、 当該 流域 に おけ る主 な植生 群 落及 び特 記 す べ き植

生 、そ の他 野生 動 植 物 等 に つ き、 既 存 資料 等 に基 づ き記 入 す る。

7・ ㈹ 特記 事 項欄 は 、 上 記 の事 項 に 関す る補 足 のほ か 、 当該 流 域 に 関 す る保

護 あるい は 開発 計 画 等 に関 す る情 報等 を 記 入 す る。

8.qD資 料欄 は 、 当該 調 査 票 の 作成 に あた り使 用 した文 献 資料 等 の 名 称及 び

発行 年 月 、著 者 名 を 記 入 す る。(例 「地 形図(1984)」 「空 中写

真(1985)」 「○ ○県 資料 」 「○○ 川流 域 調 査報 告書(1983)

○ ○ 県」)
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(様 式6)原 生 流域図

地域地レく区分 コ ート

1呆 黛 地 域 名

一颪

o

z 喪轟]
原ll陥 図 匿語

L

1985

QQ県

川 吃)

9

1)口 兜公 園

.r

12:鰍 ・撒

/!・ ζ 熱 盤
く_...、r・No2

sonoo

0

0

o'

0

国・ヒ地理院

原生流域番号

原生流域1こ譲当 指定色で彩色
する粟水域
紫色の色鉛筆で表示

を
じ

前回調査における

原生流域の集水域

紫色破線で表示

(原 生 流 域 図 作成 上 の 注意)

1.原 生 流 域図 には 、 必 ず 国土 地 理 院 発 行 の1/5万 地 形 図 を使 用 す る。 複

写 図 、 編 さん 図 等 は 使 用 しない こ と。

2.図 例 の よ うに地 形図 の 余 白 の所 定 の位 置 に 「タ イ トル」 「調 査 年 度 」

(西 暦)、 「都 道 府県 名」 を 記 入 す る。

3.原 生 流域 に、都 道府 県 ご とに北 か ら順 に番 号 を 付 す と と もに、 「○ ○ 川

上 流 部」 とい うよ うな 名称 を 付 け 、 地 形 図 の余 白の 所定 の位 置 に 記 入 す る。

同一 地 形 図 に2以 上 の原 生 流 域 が あ る場 合 は 、 「NoJ「 原 生 流域 名 」 を

連 記 す る。

4.原 生 流 域 に該 当す る集 水域 の 境 界を 紫 色 の色 鉛 筆 で表 示 す る。 なお 、前
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回調査 時 より区域 の減少が あった場合 には 、前回調査時の集水域 の境界を

破線 で表示する。

5・ 原生沸域 にかか る保全地域の地域地区区分の現 況を 指定色に よ り表示 す

る と と もに、地 域 地 区区 分 の コ ー ド番 号 を記 入 す る。

ま た 、 「○○ 国 立公 園」 「○○ 原生 自然 環境 保 全 地域 」 の よ うに保全 地

域 の名 称 を記 入 す る。

6.1つ の 原生 流 域 が2以 上 の都 府 県 に また が る 場 合 は 、 関 係 都 府 県 間 で

調 整 し、1つ の原 生 流域 に つ い ては 、1都 府県 が 原 生 流 域 図 を ま とめ る よ

うに す る。

(参 考)

原生 流 域 の摘 出

原生 流 域 の摘 出 の 際、 集 水 域 の と り方は 図 に示 す とお り とす る。

(灘 撫1竃:二1:=::∴
(例1)

ll、'"・・

⑪ の鰍 い.・ ・。・以上4..・.

てあれば、原生澱Uに 醸為するo

A

(例2)

別々び,隼ホ煽ヒとr毒えるo面 嫡がそれ

.g璽_そ れ 翫000』 以 止てあれは.そ れぞ

!れ 別の原生侃域となるρ

_!重 た面積がそ8匠 れ田o鈍 畜覇 の
一 一 σ 場f}

、2つ を合わサてLOOOも 以上

σ ㎜ 一一 とな,て も.原 生侃域1(`3鹸 当しな
!「 ≡≡≡≡≡≡一 い

o
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(例3)

る棒腹隔・・・・ ・…

09

00川-1
,0●

砂防ダム5
、

(例の

oo川!,ノ
∂'ψ
ロ コ ノタ ムoノ

'

ダ ム の6旗 域

(例5)

,山 小震

9〆(綾 融 》

8

oO川

＼ 。
(● 印……山小虚1

(例9)

.・砂防4

=)こ)lll
L

(例10)独 立蜂の場合

Do川

○○川

尋高縁、

遺路

ノ ○。川

亀

3

蕊.徽 標 00川

…たる集ホ域雰

・漁 のd⑪ の部肌 ・。・。・

以上のものがそれぞれ原生澱域に醸誉するo
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